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　雨が降っている……。


　いや、大雨。というか、土ど砂しや降ぶりだ。


　オレ――安あん藤どう宏ひろ紀きは、リビングの窓から外を見て、うんざりとした。


　今日は夏休み最後の日……の前の日。明後日あさつてからオレは転校する。それも、ただの転校じゃないんだ。全ぜん寮りよう制せい高校に行くんだよ。しかも、オレが寮に入ってすぐ、両親はこの家を出ていくことになっている。


　といっても、別にリコンするわけじゃない。なんか、父親が沖おき縄なわの離り島とうに転勤になったんだ。うちの両親は仲がよくて、一いつ緒しよにその島に行くらしくて、オレは一人、寮に……。


　うーん。なんだか淋さびしいよな。だって、オレに帰る家はないみたいじゃないか。もちろん、両親の住むその島の家がオレの帰る家になるんだろうけど、住み慣れた我が家にはもう帰れないなんて、ショックだよ。


　まあ、でも、そんなことを考えていても仕方がない。転勤は決まったことで拒きよ否ひなんかできないし、離島には高校もないから、そのまま両親についていくわけにはいかなかった。


　ただ、問題は、転校先の高校のことだ。なんだかちょっと変なんだよ。


　オレは春に高校に進学して、ついこの間までは普ふ通つうに暮らしてたんだ。ところが、ある日、オレの元に一通の手紙がやってきた。


　手紙っていうか、招待状みたいな感じのやつ。


　差出人は、アレクサンドル学院高等部事務局。


　全国の高校生の中から、抽ちゆう選せんでオレが奨しよう学がく生せいとして選ばれたという内容で、はっきり言って、意味不明だった。だって、オレはもう実際に通ってる高校があるんだ。なんで今いま更さら、そんなわけの判わからない全寮制の学校に行かなくちゃいけないんだって。いくら入学金も授業料も寮費も免めん除じよするって言われても、転校するわけないってーの。


　けど、父親の急な転勤のせいで、事態は変わってしまった。高校のことがあるから、オレはここに残らなくちゃいけない。けど、一人で残しておくのは心配だし、お金がかかる。しかも、オレが今まで通ってた学校よりも、アレクサンドル学院のレベルのほうがずいぶん高いらしくて……。後々の就職に有利になるという父親の上司からの勧すすめもあって、この学校と寮に入ることになってしまったんだ。


　あの手紙は、まるでうちの父親の転勤を見み越こしたような内容で、ちょっと薄うす気き味み悪いなんて思ってしまう。だいたい「全国の高校生から抽選で」って一体なんなんだって気もする。そんなの、応おう募ぼしたわけでもないのにさ。


　だから、オレはこの転校にはあまり気が進まなかったし、こうして転校初日……じゃないけど、寮に入る日に大雨が降るなんて、余計に行きたくなくなる。もちろん、行かないわけにはいかないんだけどさ。


　オレは溜ため息いきをついて、旅行カバンを持った。荷物はもうほとんど送ってしまったから、手荷物としてはそんなにないんだけど、やたらと重く感じる。


　ああ、オレはこれから自分に責任持って生活しなきゃいけないんだな。もう誰だれも起こしてくれないし、洗せん濯たくだって掃そう除じだって自分でしなきゃ。


「じゃ、オレ……」


　と言いかけたところで、玄げん関かんのチャイムが鳴り響ひびいた。


　こんな朝早く、誰だろう。母親はインターホンに出た。


「は？　あ……はい、そうですけど……」


　母親は変な顔をして振ふり向いた。


「宏紀にお迎むかえだって」


「……は？」


「学院からわざわざ迎えに来たんだって。宏紀を」


　一生徒を迎えに来るなんて、一体どんな学院なんだよ。アレクサンドル学院って、名前からして変な学校って感じなんだけど、前の学校の先生によると、意外とレベルの高いお坊ぼつちゃん学校なんだって。


　それにしても……。


　わざわざ奨学生にすると言ってきたり、その奨学生を家まで迎えに来たり。


　ホントに意味不明だ。


　オレは玄関のドアを開けた。


　そこには、背の高い男がいた。服はオレと同じで、アレクサンドル学院のエンブレムがついた半はん袖そでシャツにネクタイの制服だ。が、オレと違ちがって、その上品な制服が板についている。


　上級生……なのかな？　同じ高校生なのはなんとなく判るけど、ずいぶん大人びている。背が高いだけじゃなくて、落ち着いた雰ふん囲い気きがする。


　色白でちょっと日本人離ばなれした彫ほりの深い整った顔立ち。でも、オレを見る目つきがちょっと冷たいような……。気のせいかな。どこかの俳優か何かみたいに格好いいのに、ニコリともせずに、オレに向かって言ったんだ。


「安藤宏紀か？」


「……そうですけど？」


　いくら上級生だからって、初対面でいきなり人を呼び捨てにするかな。オレはちょっとムッとした。


「私が君を学校まで連れていくことになった」


　その人が指で示した場所……つまりオレの家の門もん扉ぴの前には、黒くろ塗ぬりのデカい車が停とまっていた。あれに乗せてくれるんだろうか。


「さっさと用意をしろ」


「いや、用意はできてますけど」


「では、行くぞ」


　その人はくるりと向きを変え、傘かさをさそうとした。


「あ、ちょっと待ってください！　あの、一体どうして迎えになんか……」


「迎えに来るのに理由がいるのか？」


「普通、転校生をわざわざ迎えに来る学校なんかないと思うし。それに……あの、あなたは誰なんですか？」


　彼は長めの前まえ髪がみをかき上げて、オレを見下ろした。


「結ゆう城き崇たか夜や。アレクサンドル学院の二年。そして、学院の秩ちつ序じよを守るシュヴァリエ隊のグラン・シェフだ」


「シュヴァリエ隊……って？　シェフって？」


　シェフって、確かレストランの料理人の中で偉えらい人のことを言うんだよな。じゃ、ナントカ隊って、料理愛好会とかなのかな。


　でも、目の前の人は、やけに冷たい目をしていて、料理好きの人には見えなかった。いや、何も料理好きの人が冷たい目をしちゃいけないとは言わないけど、イメージじゃないっていうかさ。


「それはいずれ判る。とりあえず早く荷物を持ってきたまえ。私が君のためにわざわざ学院から迎えに来たんだ。ありがたく思ってほしい」


　なんだか判らないけど、この結城さんって人は、学院の中で偉い人らしい。ありがたく思えって居い丈たけ高だかに言ってるくらいだからさ。


　だけど、本当にどうしてオレなんかを迎えに来たのか、そのへん、全然判らないんだけどな。


　とりあえず、オレは家の中に入って、荷物を取ってきた。


「じゃ、母さん、行ってくるよ」


「身体からだに気をつけてね。ちゃんと手紙を書くのよ。たまには電話もしてね」


　母さんとそんな別れをして、オレは迎えの車の後部座席に結城さんと一緒に乗った。


　遠ざかっていく家をオレは何度も振り返って見る。


　借家ではあったけど、小学生の頃ころからずっと住んでた家だ。もう数日のうちには、あそこはオレの家ではなくなるんだ……。


　オレは妙みように感傷的な気分で胸がいっぱいになった。


「そんなに家が恋こいしいか？」


　結城さんはオレがムッとするような言い方をした。


「オレの家族、もうすぐ引ひつ越こしてしまうんです。もうあの家は見納めだから……」


「いずれにせよ、これから君の家はアレクサンドルの寮になる。奨学生になることを承しよう諾だくしたからには、帰る家はないと思ってほしい」


「え……？」


　そんな話、聞いてない。奨学生って、そんなに厳しいのか。家に帰れないほど、勉強させられるんだろうか。


「君は奨学生に関しての知識があまりないらしいな」


「だって、そんなの判わからないし」


　勝手に送りつけられたパンフレットに書いてあったことくらいは知ってる。でも、帰る家はないだなんて、そんなことは書いてなかったはずだ。


「それもいずれ判るだろう。私がわざわざ君を迎えに来た理由もね」


「それ、今、教えてもらうわけにはいかないんですか？」


　いずれ……なんて、もったいつけなくてもいいと思うんだ。どうせ、学院までは距きよ離りがあるんだし、その間、話す時間はたっぷりある。


「あいにくと、私は君を迎えにいくだけの役目だ」


　結城さんはオレから視線を逸そらすように窓に目を向ける。どうやら、オレの相手はしたくないらしい。


　はあ……。なんか、わけ判んないよ。


　オレは雨が降り続く外を眺ながめた。


　運転手の人は一言も喋しやべらない。結城さんの口調からすると、なんだか結城さんのほうが偉い立場にいるっぽい話し方をしていた。


　変なの。運転手の人のほうが絶対年上なのにさ。


　そんなことを考えていたら、外がピカッと光った。


「雷かみなりだ！」


　慌あわてて耳を塞ふさぐと、ほどなくゴロゴロと音がした。


「……そんなに雷が怖こわいか？」


「えっと、怖いとかじゃなくて、大きな音が苦手で……」


　もちろんそれは言い訳で、本当はすごく怖い。ゴロゴロくらいの音ならいいけど、それ以上になったら、聞いただけで死にそうになる。


「子供だな」


　鼻で笑うように言われて、ムッとくる。


「苦手なものの一つや二つ、あるのは普通でしょう？　結城さんは怖いものなんかないんですか？」


「別に」


　ポーズか何か知らないが、そんなふうに言われると腹が立つ。


「じゃあ、嫌きらいなものとか。あるでしょう？」


「そうだね。私はキャンキャン吠ほえる弱い犬が嫌いだ」


　そう言いながら、結城さんは意味ありげにオレを見た。


　オレがキャンキャン吠える弱い犬だって言いたいのか。くそーっ。


　あんまりムカついたので、オレは空が光っても、手で押さえることをしなかった。だって、また笑われるのは判ってるから。


　本当は雷の音が鳴るたびに、心ではビクついていたんだけどね。


　とにかく、恐きよう怖ふよりオレのプライドを優先したっていうか……。


　でも、だんだん音が大きくなっているような気がする。オレが怖いからそんな気がするだけなのか、それとも雷がこっちに近づきつつあるのか。いや、車に乗ってるから、こっちのほうが近づいているんだろうか。


　だ、大だい丈じよう夫ぶかな。


　車って鉄の塊かたまりだし、このまま乗ってて、車に雷が落ちたりしないんだろうか。


　とはいえ、そんなこと、ここで口に出そうものなら、また結城さんに笑われるだろう。それはやっぱり嫌いやだ。


　またピカッと空が光る。


　いきなり空を切り裂さくようなメリメリって音がして、次にすごい音がした。


「わあっ」


　思わず、オレは横にいた結城さんの腕うでにすがりついていた。


　クスッと笑われて、我に返る。


　何してんだ、オレ。


「すみませんっ」


　オレは慌ててパッと手を離はなした。しかし、結城さんは反対にオレの肩かたを抱だくように引き寄せた。


「あ、あの……」


「怖いんだろう？　無理しなくていい」


「いや、その……」


　言い訳しようとしたら、また光が走る。そして、続けて爆ばく音おんが。オレはもう必死で結城さんに抱きついた。


　しばらくして、ようやく雷が遠ざかったらしく、音があまり聞こえなくなった。オレは自分が結城さんにしっかりしがみついてるのに気がついて、身体を離そうとした。


　が、結城さんのほうがオレの肩をしっかり抱いていて、離してくれない。


　なんで離してくれないんだよっ。


　オレは妙に焦あせってしまった。


「あ、ちょっと……」


「君は面おも白しろい子だ」


　結城さんはそう言うと、力を緩ゆるめる。オレはホッとして身体を起こそうとしたところで、変な体勢のまま、またぐいと引き寄せられた。


「あっ……ん……」


　唇くちびるが何かに塞がれている。


　何かって……。


　オレ、結城さんにキスされてる！


　あまりの衝しよう撃げきに、オレはそのまま固まっていた。


　数秒後、結城さんはオレから唇を離し、同時にオレを押さえつけていた力も緩ゆるめた。


「あっ……あの、なんでこんなこと……！」


「別に大したことでもないのに、騒さわぐのはやめたほうがいい」


　結城さんは本当に大したことでもないように、さらりと言った。


　いや、大したことじゃないはずはない。だって、結城さんもオレも男だし、キスする仲でもない。それに、いきなり断りもなくキスするなんて、おかしいじゃないか。


　でも、結城さんは冷静で、混乱しまくっているオレを涼すずやかな目で見た。


「これから君はこんなことで驚おどろいていたら、身体がもたなくなる」


「えっ……」


　そういえば、これから向かう学校は男子校だった。しかも、全ぜん寮りよう制せい。ってことは、こういうことは日常茶さ飯はん事じだったりして。


　いや、まさか。


　そんなこと、話には聞いたことあるけど、実際に自分の身に降りかかることを、オレは想像できなかった。


「そんな……でも、いきなりキスするなんて……」


「キスだけで済むなら、君は幸運だ」


「どっ、どういうことですかっ？」


　なんか、とんでもないことを言われたような気がするんだけど。


　キスだけならって、キス以上のこともいろいろされる可能性がこれからあるってことだろうか。


「さあ。それもいずれ判るだろう」


　結城さんはそっけなくまた向こうの窓の外を眺めだす。


　もう、なんなんだよっ。


　何かあるなら、はっきりと言えばいいのに。オレをこんなに不安にさせて、結城さんは楽しんでるんだろうか。


　いや、そういうわけでもなく、いちいち説明するのが面めん倒どうくさいという感じの態度だよな。結城さんはきっと誰だれにでもこういう人なんだろう。だから、オレがここでカリカリ怒おこっても、どうにもならないってことだ。


　それにしても……。


　オレにとっては初めてのキスだったのに。


　いくら綺き麗れいな顔をしてるといっても、男なんかにキスされて、ものすごくショックだ。


　オレがこれから過ごすアレクサンドル学院は、なんかすごいところみたいだし。


　ああ、めちゃめちゃ不安だーっ。


　オレは激しく降りつける雨を、車の窓から眺めた。








　オレはいつしか眠ねむっていたみたいだ。


　肩を揺ゆり動かされて、ハッと目が覚める。


「起きたまえ。もうすぐ着く」


「えっ……あっ」


　オレが眠っていた間、雨は上がっていたようだ。あたりは森の中みたいに木が生おい茂しげっていて、その中の一本道を車は走っている。そして、その向こうにはまるで中世ヨーロッパの城みたいな校舎が見えた。パンフレットで見たのと同じだ。


「まずは寮のほうへ案内しよう」


　結城さんの指示どおりに、運転手さんは校舎をぐるりと迂う回かいして裏のほうへと車を進めていく。そうして、やがて車は寮に着いた。


　寮も城みたいなんだ。古いレンガの建物で、ツタまで絡からまってる。これもパンフレットで見たのと同じだ。


　今日からここで暮らすのか……。


　しかも、結城さんによると、帰る家はないと思わないといけないらしいし。いや、なんでそんなふうに思わないといけないのか、さっぱり判わからないけどさ。奨しよう学がく生せいって、それほどまでに普ふ通つうの生徒と立場が違ちがうわけ？


　まあ、入学金も授業料も寮費も卒業するまでタダなんて、考えようによってはすごく怪あやしいよな。


　オレ、もしかして早まったことをしちゃったんだろうか。でも、ここに来てしまった以上、今いま更さらどうしようもない。


　腹をくくって、寮生活を送るしかないんだ。


　車から降りて、寮のエントランスに入る。いや、寮のエントランスというより、ホテルのロビーのほうが近いかも。建物の見かけの古さに比べると、中は改装でもしたのか、近代的だった。


　そうだよなあ。建物の中までお城みたいだったら、変だよな。


　オレはちょっとホッとした。


　まあ、どっちにしても、普通の高校の寮にしては豪ごう華かな雰ふん囲い気きのするところだけど。


「そんなにキョロキョロしてないで、こっちに来るんだ」


　オレは先に立って歩く結城さんについていった。


　で、ここは寮だから、当然のことながら学院の生徒がたくさんいるわけだ。それで、生徒の人とすれ違うんだが、みんな、結城さんに対してはまるで教師とすれ違うみたいに黙もく礼れいするんだ。


　結城さんって……一体この学院でどういう位置にいる人なんだろう。


　そういえば、ナントカ隊のシェフだとかなんとか。


　それって、学院では権けん威いのあるものだとか。でなきゃ、どうして会う人会う人、みんな結城さんに黙礼するのか判らない。結城さんはみんなの黙礼に対してうなずくだけなんだ。


　よく判らないけど、ずいぶん偉えらい人なんだろうな。


　学院内で偉い人っていうと……なんだろう、生徒会長みたいなもんかな。でも、生徒会長だって、普通の学校だったら、こんなにみんなが頭を下げたりしないだろう。


　やっぱり……なんかいろいろ変だよ。この学校。


　オレは結城さんに寮りよう監かん室に連れていかれた。そこで寮監の山やま下した先生に挨あい拶さつをする。先生はあっさりと「後は結城君に任せる」と言って……。


　結城さんはそれが当たり前みたいに、寮監室を出ると、オレを部屋へと案内してくれるんだ。


　本当に結城さんって、何者なんだろうね。


　途と中ちゆう、ドアが開けっ放しになっている部屋から中が見えた。


　部屋の中もまるでホテルみたいだ。清潔そうで、しかも豪華な内装。壁かべには絵なんか飾かざってあったりして。


　ちらっと見えたけど、ソファもあったし、テーブルなんかも。


　おいおいって感じ。


　だって、ここって高校生の寮なんだよ。ということは、勉強のための部屋なんだろうし、そこまで無む駄だに豪華でいいもんかって思う。


　でも、お金持ちのお坊ぼつちゃん学校だって言うから、この学校はそういうものなんだろうな。あのお城のような校舎だって、単なる勉強の場としては必要じゃないし、普通でもないと思う。


　確か、まともに入ると、この学校の入学金も授業料も寮費もすごい額だって聞いた。だったら、寮や校舎が豪華なのもアリか。


　しかし、そんなところに、オレみたいな庶しよ民みんがタダで奨学生なんかになっちゃっていいのかな。いや、もうなっちゃったわけだし、今更、悪いと言われても困るわけなんだけど。


「なんか、すごい寮なんですね……」


　オレは先に立って歩く結城さんに声をかけた。


　結城さんはオレをちらっと振ふり返った。


「すごいか？」


「すごいですよ！」


　結城さんの感覚としては、別にこれが普通なのかな。まあ、きっと結城さんの家もお金持ちなんだろうから、こういう寮は別にすごいうちには入らないのかもしれない。


　ひょっとして『汚きたない寮』だとか思ってたりしてね。


「そうか。だが、君の部屋はもっとすごい」


「えっ、本当ですか？」


　奨学生だから特別なのかな。


　オレはどんな部屋なのか、想像してみた。ちらっと見えたあの部屋よりすごいなら……。いや、なんか想像できないや。オレはやっぱり庶民だからさ。


　エレベーターに乗ると、最上階まで上がる。


「こっちだ」


　結城さんはそこから何な故ぜか階段を上っていく。


　え……最上階の上にまだ部屋があるのか……？


　しかも、なんか階段が狭せまくて汚いし。


　階段を上りきったところには、古ぼけた木のドアがあった。どう見たって、豪華な部屋のドアには見えない。


　結城さんがドアを開けると、そこは天てん井じようが斜ななめになっていて、どう見ても屋根裏部屋だった。狭いその部屋にはベッドと机、そしてオレが家から送った荷物がポツンと置いてあった。だけど、そのベッドも机もやけに古っぽいもので、他ほかの部屋からちらりと見えたものとは、まったく違っていた。


　そうか。そういう意味での『すごい部屋』か。なるほど、すごい部屋かも。いや、他の部屋を見てなかったら、寮なんか、こんなものかと思っていただろうけどさ。


「個室なんですね……」


　オレはコメントしようがなくて、客観的事実を述べた。


「君は奨学生だから、特別にこの部屋で生活することになる。当分の間は」


「当分？　ってことは、部屋が替かわる可能性もあるんですか？」


　この部屋が嫌いやだってわけじゃない。寮費タダで個室をもらえるならラッキーだし、庶民のオレには似合いの部屋だとは思う。


　ただ、あまりに他の部屋との落差があって、なんとなーく悲しいだけなんだ。


　こう、差別されてるような気がしてさ。


「可能性はある。が、それが君にとって、いいことかどうかは謎なぞだ」


「はあ？　意味が判わからないんですけど」


「いずれ判る。ただし判ったときには、もう遅おそいかもしれない」


　結城さんの言うことのほうが、よっぽど謎だ。オレはそんなに頭がよくないんだから、なんでもはっきり言ってもらわないと、判らないよ。


　だけど、結城さんはそれ以上のことを言うつもりはないようだった。


「この部屋は好きに使っていい。しかし、寝ねるときは鍵かぎをかけたほうがいいな」


「鍵？」


「君の身の安全のために」


「身の安全って……。泥どろ棒ぼうが入るとか？」


「まさか」


　結城さんはオレの顔を見て、ふっと笑った。


　そりゃあ、オレはお金持ちのお坊ちゃんみたいに盗とられるものは何も持ってないよ。でも、だからって、そんなふうに人の顔を見て、笑わなくてもいいじゃないか。


　オレはムッとしてしまった。


「じゃあ、どういう意味なんですかっ？」


　また結城さんは『いずれ判る』って言うのかなと思った。けど、今度は違っていた。


「教えてやろう」


　結城さんはオレを引き寄せると、顔を近づけてきた。


　えっと思った瞬しゆん間かん、オレはまた結城さんにキスをされていた。


　しまった……。


　うっかり、隙すきを見せてしまったオレがいけないんだろうか。でも、普通、男にキスされるとは思わないもんじゃないか。


　当然、オレは車の中でされたキスと同じに、すぐに唇くちびるを離はなしてもらえるものだと思っていた。


　けど、そうじゃなかった。


　なんか……舌が入ってるし。


　信じられないけど、それは出合い頭がしらの事故みたいなキスじゃなくて、本格的なキスだった。オレはもがいたが、結城さんのほうが体格いいし、小こ柄がらなオレがちょっともがいたくらいじゃ、どうにもならない。


　どうしよう……。


　オレ……オレ。こんなキス初めてだし、どうしていいか判らないよーっ。


「ん……んっ……あっ」


　気がついたら、オレはベッドの上に押し倒たおされていた。


　目の前に、結城さんの整った顔がある。


　オ、オレっ、これから何をされるわけ？　まさか、キス以上のことなんか、されないよな。いきなり、こんな場面が訪おとずれるなんて、思ってなかったのに。


「ゆっ……結城さんっ。オレは食っても旨うまくないです！」


「それは食べてみなければ判らない」


　確かにそうだけど。って、オレが肯こう定ていして、どうするんだよ。


「ホントにマズイですってば。オレ、自信がありますもん」


　わけの判らないことを言ってる自覚はある。けど、このままじゃ、オレはとんでもない目に遭あいそうだし、なんとかしないと。


　涙なみだ目めになって見上げると、結城さんはふっと笑った。


「……まあ、こんな目に遭いたくなかったら、部屋にはしっかり鍵をかけることだ」


　そう言って、結城さんはオレの目め尻じりに溜たまった涙を指で拭ふき取った。


　た、助かった……？　とりあえず、結城さんはオレを食いたいわけじゃなかったみたいだ。


　そのとき、ドアがバタンと勢いよく開いた。


「崇夜！　抜ぬけ駆がけは禁止ですよ！」


「そうだ。迎むかえの役は譲ゆずったんだから、部屋の案内くらいは俺達に任せてくれたっていいだろう？」


　そう言いながら、二人の男が入ってきた。


　一人は長ちよう髪はつ、しかもなんか柔やわらかそうな栗くり色いろの髪かみで、白人っぽい雰ふん囲い気きの整った顔立ちをしていた。というか、一見して、キラキラした美形って感じの人。しかも、長身の細身で、なんだか童話に出てくる王子様みたいだ。


　もう一人はクセ毛っぽい髪に、どことなく愛あい嬌きようのある顔をしている。可愛かわいいと呼ぶにはちょっと男っぽい顔。でも、この場にいる他の二人と同様、顔立ちそのものは整っている。そして、結城さんや長髪の男に比べるとやや小柄だが、オレと比べたらずいぶん背が高いと思う。


　結城さんの名前を呼び捨てにしてることやタメ口なところを見ると、二人とも結城さんと同学年……なのかな。少なくとも、オレよりは上級生だろう。


「山下先生が私に任せると言ったから、案内したまでだ。抜け駆けだの言われる覚えはないな」


　結城さんはベッドから身を起こしながら、そう言った。


「じゃあ、今、その子を押さえつけてたのは、なんなんですか？　ごまかしたって、僕はこの目で見たんですからね」


　長髪の男は結城さんを責める。


「おまえ達みたいにノックもせずに勝手に部屋に入ってくる奴やつがいるから、鍵をかけておかないと危険だということを教えていただけだ」


「僕達だって、普ふ通つうの部屋ならノックくらいしますよ。けど、ここは奨しよう学がく生せいの部屋だから」


　えっ、奨学生って、ノックする必要がないっていうほど、差別されてるんだろうか。


　オレはビックリして、その発言をしたキラキラしたハーフっぽい男の顔を見つめた。すると、向こうもこっちを見て……。


　それだけ差別的発言（？）をしたくせに、オレと目が合うと、にっこりと微ほほ笑えんだんだ。


　なっ、なんのつもり？


　いや、それより、この人が笑うと、なんだか余計にキラキラしてくるんだけど。ここが男子校じゃなかったら、きっと女の子に大人気だったと思う。


「僕の名前は三み浦うらスタンリー。君は奨学生の安藤宏紀君ですね？」


　三浦さんはオレの傍そばに寄ってくると、手を差し出した。


「えっ……あ、握あく手しゆ？」


　慌あわてて手を差し出すと、ギュッと握にぎられた。微笑みつきで。


　なんだよ、ずいぶん変わり身が早いじゃないか。


「あの、三浦さんはハーフですか？」


　揺ゆれる絹糸のような栗色の髪を見てると、どうしても気になって、思わずそう質問してしまう。


「ハーフじゃないんですよ。いろいろ混じっててね。とりあえず四分の一は日本人です」


　そう言いながら、三浦さんはサラサラの髪をかき上げるようなポーズを取った。


　あ……。この人、なんかナルシストっぽい？　まあ、綺き麗れいな人だから、ナルシストでも、そんなに不思議じゃないけどさ。


「そうなんですか……。あ、いきなり初対面で、こんなこと訊きいちゃって、スミマセン」


「いいですよ。慣れてるから」


　三浦さんはそう言うと、オレの手をちょっと持ち上げて、その甲こうにチュッと唇をつけた。


「えっ……」


　オレはビックリして、そのまま固まった。


　だって、なんで当然みたいな顔で手の甲にキスするんだよ。白人って、女相手にはなんかそんなことしそうな感じもするけど、オレは男だしさ。普通はしないよな。


「ただの味見。気にしなくていいですよ」


「あ……味見っ？」


　一体、なんの味見だよ。オレは考えたくもなかった。


　突とつ然ぜんキスする結城さんに、突然味見をする三浦さん。この学校には、もしかして、こんな人達がうようよしてるのか。


　オレはこんな大変なところに来てしまった、本当に大だい丈じよう夫ぶなんだろうか。身の安全は保障されてるのか。


「スタンリー、そろそろ交代だ！」


　三浦さんを押しのけて、オレの前にクセ毛の男が立った。


「俺は牧まき野の紘こう平へい。君がこの学院に入ったことを歓かん迎げいするぜ！」


　牧野さんは両手を広げると、オレをギュッと抱だきしめた。


　キスされたり味見されるよりはいいが、これもなんだか、嫌な歓迎の仕方だ。と思ったら、オシリのほうでもぞもぞと手が動く感かん触しよくが……。


　えええっ？


　オレは男にシリ撫なでられたのは初めてだ。ていうか、なんで撫でられてるんだ。


　どう反応していいか判らず、そのまま固まっていると、牧野さんは手を離してくれた。


「よし！　いい感触だ！　君なら仲良くなれそうだな」


「はあっ？」


　もしいい感触じゃなかったら、仲良くなれないんだろうか。というか、オレは別にこんな人達に仲良くされたくないんだけど。しかも、オレの意思は関係なく、一方的じゃないか。


「あの……なんか、よく意味が判らないんですけど……？」


　牧野さんはキョトンとした顔になると、振ふり向いて、結城さんに話しかけた。


「もしかして、崇夜、何も話してないのか？」


「話す前におまえ達が来たんだ」


「そっかあ。じゃ、俺が説明してやるよ」


　牧野さんはオレに向き直ると、ニコッと笑った。いや、この人達の笑顔なんて、全然安心できない。オレは新しいところに来たばかりで、成り行きに動転していたけど、これからは気を許したりしないぜっ。


　思わず、オレは牧野さんをぐっとにらみつけた。


「おっ、そんなににらまなくてもいいだろ？　可愛い顔が台無しだぞ～」


　牧野さんはオレがにらんでも、まったく関係ない様子でニコニコしている。


　う……。なんか向こうのほうが上手だ。


「俺達三人はさ、この学院のシュヴァリエ隊の幹部なんだ」


　そういえば、結城さんは初めて会ったときにそんな話もしていたな。シュヴァリエ隊のグラン・シェフだって。


「その、シュヴァリエ隊って、なんなんですか？　料理愛好会？」


　オレがそう尋たずねると、傍にいた三浦さんがガックリきたような顔をする。


「崇夜……。その説明もまだなんですか？」


「ああ、面めん倒どうだったからな」


　結城さんは表情も変えずにそう答えた。


　牧野さんは肩かたをすくめて話を続ける。


「じゃ、その説明からするぞ。この学院は男ばかりで、しかも全ぜん寮りよう制せいだから、いろいろ揉もめ事も多い。だから、学院の治安維い持じのために、生徒の中で自警団としてシュヴァリエ隊というのが組織された。だから、それなりの権力を持ってるわけだ」


　オレは自分の前にいる三人を見比べた。


「その自警団の幹部が皆みなさんなんですか？」


「そう。崇夜がグラン・シェフ。まあ、総隊長って感じかな。最高指揮権を持っている。俺とスタンリーはその補ほ佐さとして、部下に命令できる実行権を持っているわけだ」


　部下って……。まあ、隊っていう名前がついてるわけだから、下に何人も手足のように動く人達がいるんだろうな。


　ほら、クラスから二名選出するとかさ。


　委員会みたいなものをオレは想像してみたが、なんだかピンと来なかった。だって、そんな自警団なんて組織してる学校なんかないと思うからだ。


　せいぜい、風紀委員会止まりだろう？　まして、『権力』なんてさ。


「治安維持って、警察みたいなことをするんですか？」


「ま、簡単に言うとそうだ。シュヴァリエ隊全員のリストが生徒に配布されているから、何か問題が起こったときには、その誰だれにでも相談すればいい。そいつから俺達三人に話が直で回ってくるんだ。そうして、俺達が事実関係を調査して、解決の糸口を見つける」


「でも、普通、何かあったら、先生に相談するもんじゃ……」


　それを聞いて、牧野さんは腕うで組ぐみをして、ちょっと笑った。なんかオレが言ったことを馬ば鹿かにしたみたいな笑いで、ムッとしてしまう。


「生徒間の揉もめ事は原則として生徒で解決する。それがわが学院の掟おきてだ。よほどの大きな問題なら、それは俺達で判断して、教師に知らせるよ」


　なんか、よほど自信があるんだよな。その解決とやらにさ。


　牧野さんの態度に、オレはそう思った。


「他ほかに、必要があればパトロールもする。場合によっては力ずくで権力を行使する。ただ、当たり前の話だけど、俺達はすべての生徒に対して公平だ。誰にも特別に肩かた入いれはしない。でも、どっちかっていうと、弱い者の味方かな」


「正義の味方なんですか？」


　茶化すわけじゃないけど、牧野さんの言い方があんまり気取ってたから、思わずツッコミを入れてしまった。


「シュヴァリエ隊はただの自警団じゃない。騎き士し道どう精神を理念としているからね。弱きを助け、強きをくじく。悪には敢かん然ぜんと立ち向かえ。……まあ、そんな感じだ」


「はあ……」


　騎士道精神を理念にって、意味が判わからないよ。でも、それを聞くのも面倒っていうか、オレはとってもヘンな学校に転入してしまったんだなあって、つくづく思った。


　やっぱり、抽ちゆう選せんで奨しよう学がく生せいに決まった……なんて、怪あやしい学校だと思ったんだよ。でも、渡わたりに船で、ホイホイ転入手続きしちゃったのは、こっちだからな。


　今いま更さら、どうしようもないってことだ。


「それで、だ。君は奨学生として、この学校に転校してきた。奨学生というのは、この学校ではかなり特とく殊しゆな存在ということになる。何しろ、学費も寮りよう費ひも払はらってないわけだから、他の生徒と同じようにってわけにはいかない」


　そ、そうか……。


　この部屋に来たときから、なんかそんな予感はしてたけど、やっぱり奨学生って差別されてるんだな。


　でも、抽選で決まったとか言って、招待状みたいなのをよこしたのは、こっちの学校なのにさ。差別されるって判っていたら、こんな学校来なかったよ。


「オレ、別に好きで奨学生になったわけじゃないのに……」


　思わずそう口にすると、牧野さんはオレの肩をポンと叩たたいた。


「別に悲観することはないさ。ただ、君はちょっとした俺達のゲームに参加すればいいだけのことだ」


「ゲーム……って？」


「恒こう例れいとして、転校生はしばらくシュヴァリエ隊で面倒を見ることになっているんだ。でも、君は奨学生だから、ただの転校生じゃない。だから、その代わり、俺達幹部に奉ほう仕しするんだ」


　なんだか嫌いやな予感がしてきた。


「奉仕って……まさか、あなた達がオレに何か命令するとか言うんじゃないでしょうね？」


「いい勘かんしてるね。当たりだ」


　牧野さんはまたまたニッコリ笑う。


　この人の笑え顔がおはクセモノだよ。人の警けい戒かい心を解きながら、とんでもないことを言うんだ。


「冗じよう談だんじゃない！　オレはあんた達なんかの世話にならないぞっ」


「判ってないな。君に拒きよ否ひ権は一いつ切さい認められない。だって、奨学生なんだからね」


　そうか。奨学生って、そういうものだったのか。


　オレは心の中で打ちひしがれた。


「……じゃあ、オレは何をすればいいんですか？」


「俺達三人の小間使い……というか、いろいろ用事をしてもらう」


　えっ、嫌だあ。と思ったけど、オレに拒否権はないんだよな。


　でも、三人が三人とも変なことしてきたし、オレとしてはどうしたって警戒してしまう。


「三人じゃなくて、誰か一人ってわけにはいかないんですか？」


「ダメだ。だって不公平だし、喧けん嘩かになるからな。言っただろう？　これはゲームなんだって」


「一体、なんのゲームなんですか？」


「それはいずれ判わかるよ」


　まるで結城さんの口くち癖ぐせみたいなことを、牧野さんは言った。


　オレはなんだかそんな話を聞いただけで疲つかれてしまって、溜ため息いきをつく。


「まあ、その代わり、俺達だって君の面倒を見てあげるんだから、交こう換かん条件としては普ふ通つうだよな」


「面倒って？　どういうことしてくれるんですか？」


　オレは半分投げやりになりながら訊きいた。


「この学院や寮での習慣について、全面的にサポートしてあげるよ。勉強も見てやるし。トラブルになったときも……そして、誰かが君に言い寄ってきたときも、君を守ってあげる。シュヴァリエ隊としてだけでなく、個人的にもね」


「そ、そういう面倒なんですか……」


　でも、一番危ないのは、あなた方三人なのでは……って気がするんだけど。


「まあ、君が俺達の保護下にいることを知っていれば、うかつに手は出して来ないと思う。もし万が一、そういうことになったら、俺達は君の名めい誉よのために戦うから」


「戦う……んですか？」


　一体どうやって？


「この学校では決けつ闘とうが認められているんだ」


「えっ」


　決闘って……タイマン勝負みたいな？　普通、そんなもの認めてる学校なんかないぞ。


「ただし、ルールに則のつとった決闘だ。フェンシングでさ。君も自分が決闘するときのために、フェンシングを習うといい」


　そういえば、この学校はフェンシングが必修科目なんだ。体育の時間とは別に、フェンシングの時間というのが設けられているらしい。それをパンフレットで読んだときは、変わった学校だなと思ったが、変わってるどころじゃないよ。


　オレはつくづくとんでもない学校に転校してきたと思った。なんか常識が通用しない学校みたいじゃないか。


　しかも、オレはこの三人の小間使いの役に決められてるし。


　ああ、オレって、なんて不運なんだよ……。


　オレは思わず溜息をついてしまった。


「溜息つくことないじゃないですか。ちゃんと役目を果たしてくれたら、僕達が可愛かわいがってあげますよ」


　三浦さんがオレの肩を親しげに抱だいた。


「可愛がって……？　いや、オレは普通でいいです」


　なんかロクでもない可愛がり方のようにしか思えないから。


「遠えん慮りよしなくていいんですよ。ああ、どんな奨学生が来るのかドキドキしてたけど、こんな可愛い子でよかったなあ」


「オレ、別に可愛くないですから」


　さり気なく三浦さんから離はなれようとしたが、反対にまた引き寄せられてしまう。


「あっ……なんで、そんなに馴なれ馴れしいんですかっ？」


「馴れ馴れしい？　それは君の気のせいですって」


　何が気のせいなんだっ。とにかく、オレはこの三人には気をつけないと、自分の身が危ないと思った。


　さっきみたいにベッドに押し倒たおされてキスなんかされたら……。


　いや、キス以上のことまでされちゃったら。


　あんまり想像したくないことになりそうだ。


「オレはいつまでその、皆さんの小間使いみたいな仕事をしなくちゃいけないんですか？　まさか卒業までずっと……？」


　オレの質問に、何な故ぜか三人の間で謎なぞめいた視線が飛び交かった。


　な、なんだ……？


「それはいずれ判る」


　結城さんがまたそう言った。


「いずれって……教えてくれないんですか？」


「いずれ判るから、教える必要はない。ここで教えると、ルール違い反はんになるからな」


　どうやら、この三人はそのルールとやらを知ってるわけだ。オレはなんにも判らないのに。ゲームとやらのせいなんだろうけど、オレにも関かかわりがあることだろうに、なんでオレをのけ者にするんだよっ。


「判りました！　とにかく、オレはあなた達の言うことを聞いてればいいわけですねっ？」


　ヤケクソになって、そう言った。


「そうだ」


　結城さんはクールに言うと、オレに向かって手を差し出した。


　えっ……。どういうこと？


　三浦さんはサッとオレの肩かたから手を離す。つまり、オレを小間使いにする最優先権は、グラン・シェフである結城さんにあるってことなんだろうか。


　結城さんはオレの腕うでを引っ張り、肩を抱いた。


「あ……あの」


「まず寮りようの案内をする。そして、明日は校舎や施し設せつの案内をしよう。この学校のことをよく知っておいてもらわないと、私達の用事を任せられないからな」


　ああ、そうですか。


　しかし、案内するのに、どうしてオレの肩を抱くんだろう。


　さっきみたいなキスしたこともあって、オレは結城さんにはどうしても緊きん張ちようしてしまう。いや、他ほかの二人だって怪しいわけなんだけど、実際キスしたかどうかって差は大きいからな。


　そうして、オレは結城さんに連れられて、寮を案内してもらった。


　とりあえず、入寮一日目。思いっきり疲れて、夜は早々に眠ねむることになった。ああ、もちろん、鍵かぎはかけたよ。


　何事もないように祈いのりながら。








　翌日の午後から、またまた結城さんに連れられて、今度は校舎や学校の施設を案内してもらった。


　結城さんを警戒していたオレだけど、昨日のアレから、抱きしめてきたりキスしてきたり……ってことはなかったし、ちょっとホッとしてる。


「それにしても、ここって施設は近代的なのに、見かけはお城みたいな造りをしてるんですね」


　オレは寮の廊ろう下かを歩きながら、結城さんに話しかけた。


　結城さんは必要最低限のことしか喋しやべらないし、誰だれもいない長い廊下は静かすぎて、オレが喋らないと間が持てない感じなんだ。


「学園の創立者がフランス人で、自分の趣しゆ味みを反映させたんだと言われている。まあ、シュヴァリエ隊という組織も、創立者の意向があるらしいから、あながち噓うそでもないだろうな」


「へぇ……。創立者の人って、変わってるんですね。なんでそのシュヴァリエ隊みたいなのを作ろうと思ったのか、オレにはさっぱり判わからないです」


「騎き士し道どう精神……というか、昔のヨーロッパに憧あこがれていたんだろう」


「日本だと戦国武将に憧れるみたいなもんですか？　織お田だ信のぶ長ながとか、伊達だて政まさ宗むねとか」


　ピンと来ない話だけど、そう置き換かえてみると、なんだか少しは理解できるような気がした。ということは、ここは戦国学園みたいなもん？


　もし創立者の人が日本人だったら、陣じん取とり合戦があったり、忍にん者じやがいたりしてね。で、結城さんは忍者の頭領なんだよ。


　そんなことを想像して、オレは一人でニヤニヤ笑ってしまった。


　ああ、いけない。結城さんが怪け訝げんな顔をして、オレを見てる。オレはあわてて顔を引き締しめた。


「……私は少し心配していたが、君はこの学院で上手うまくやっていけそうだな」


「えっ、そうですか？」


　正直言って、上手くやっていけそうと言われたことよりも、結城さんが心配していたということのほうに驚おどろいた。


　だって、人の心配なんか全然しそうにない人に見える。あんまり表情が変わらなくてクールそうに見えるから、そう思ってしまうのかな。


「君は案外たくましそうだ」


「あ……ああ、そうですね」


　体格は小こ柄がら、顔もどっか頼たよりないオレだけど、庶しよ民みんだし、雑草のようにはたくましいかも。だいたい、ここはお坊ぼつちゃん学校だしな。


　案内が終わると、もう夕食の時間だった。そのまま結城さんと食堂に入ったら、三浦さんと牧野さんがやってきた。


「もう終わった？」


「ああ、一応は」


　結城さんがそう答えると、二人は顔を見合わせて、なんだかニヤリと笑う。オレはそれを見て、すごーく嫌いやな予感がした。


「ねえ、宏紀君」


「は……はい？」


　三浦さんが何故かオレのことを名前で呼んでくる。しかも、妙みように馴れ馴れしい態度で。


「食事が終わったら、僕の部屋に行きましょう。いろいろ頼たのみたいこともあるし」


　ゲッ。もうオレをこき使う気満々なのか。


「次は俺の部屋だぞ。忘れんなよ」


　牧野さんが横から口を出す。


「あの……オレ、まだ荷物の整理が終わってなくて……」


「そんなの、後にしなよ」


　牧野さんにあっさり言われて、オレは『心配してくれてるはず』の結城さんのほうをちらっと窺うかがった。


「……最後に私の部屋にも来るように」


　てことは、本日今夜からオレはこの人達の下げ僕ぼくなんだろうか。


　なんだか気が遠くなってしまったオレだった。








「ああ、助かりましたよ。宏紀君」


　オレは三浦さんの部屋で掃そう除じの手伝いを頼まれた。というか、三浦さんは指示を出すだけで、実際に掃除するのはオレなんだけど。


「やっぱり明日からは新学期だし、綺き麗れいな部屋で過ごしたいですからね」


　そんなの、昼間にやっておけばよかったのに……と思ったオレだけど、オレっていう下僕がいるから、自分でしなかったんだろうね。


「……こんな感じでいいですか？」


　指示されたとおりに掃除をし終わって、オレは三浦さんに尋たずねた。


「うん。いいです。ありがとう」


　三浦さんは嬉うれしそうにオレの手を握にぎった。


　オレは昼に手の甲こうにキスされたことを思い出して、サッと手を振ふり払はらう。


「やだなあ。そんなに警けい戒かいしなくても大だい丈じよう夫ぶですよ」


　大丈夫じゃない気がするから、オレは警戒してるんだよ。


「洗面所、貸してください。掃除で汚よごれた手を洗いますから」


「ああ、どうぞ」


　ここは贅ぜい沢たくにも個室ごとにホテルみたいなバストイレがついてるんだ。そこに洗面台もあって、オレは石せつ鹼けんで綺麗に手を洗った。


「君って綺麗好きなんですね」


　鏡を見ると、オレの後ろに三浦さんがいる。


　栗くり色いろの髪かみが光に反射してて、すごく綺麗に見えた。いや、髪だけじゃなくて、三浦さんは雰ふん囲い気きからして、なんかもうキラキラしてるから。


「別に綺麗好きってわけじゃ……」


　そう。だから、三浦さんの髪が綺麗でも、オレには関係ないことだ。うん。


　三浦さんは後ろからオレの両りよう肩かたに手を置いた。


「ねえ、宏紀君。どうせだったら、お風ふ呂ろに入っていったら？」


「えっ？　いいです、風呂なんて」


「君の部屋の風呂は狭せまいし汚きたないですよね。僕のところは、ほら……けっこう広いでしょう？　ここだったら、気持ちよく入れる」


　確かに、ゆったり入れる広さはある。だけど、ここで風呂に入るなんて、とっても危険極きわまりないことのような気がしてならなかった。


　いや、オレの考えすぎだったらいいけどさ。結城さんに脅おどかされたオレとしては、どうしたって警戒してしまう。


　無理やりキスなんかしてきた結城さんだったけど、もしかしたら、本当にオレのことを心配してくれて、警告してくれたのかもな。そうでなかったら、オレは三浦さんが勧すすめるままに、無防備に風呂に入っちゃったかもしれないし。


「いいです。オレはまだ他ほかにも仕事があるみたいだから」


　どっちみち、牧野さんや結城さんとこにも行かないといけない。もしかしたら、まだ掃除をさせられるかもしれないしね。


「そうですか……。じゃ、また、明日の朝七時にここに来て」


「朝七時？」


　そんなに早くから、オレは働かされるのか……。


「僕、朝起きるのが苦手なんです。宏紀君、起こしにきて」


　そんなことまでオレにさせる気なのか。三浦さんって、別に悪い人ではないみたいだけど、なんかねえ。


　オレは三浦さんのお母さんじゃないんだし。


「じゃ、約束ですよ」


　三浦さんはいきなりオレを抱だきしめると、頰ほおにチュッとキスをした。


　ゲーッ。


　油断も隙すきもあったもんじゃない。


　次に行った牧野さんのところでは、対戦ゲームの相手をさせられた。でも、これは掃除よりもいいよな。オレも楽しいし、牧野さんの手伝いがずっとこれだけだったら楽なのに。


　と思ったら、明日からのスケジュールについて、言い渡わたされてしまった。


「まず朝は、起きたら必ず俺の部屋に来ること！」


「もしかして、牧野さんを起こすんですか？」


「俺はスタンリーとは違ちがって寝ね起おきがいいから、それはいいんだ。ただ、せっかく小間使いがいるんなら、いろいろ世話をしてほしいしね」


「世話って……どんな？」


「クローゼットから服を取ってもらって、着せてもらうとかさあ」


「……はあ？」


　寝起きの悪い三浦さんを起こすより、なんかやな仕事だなあ。


「冗じよう談だんだって。でも、ネクタイだけは締めてほしいんだよね。ほら、奥さんみたいにさ。冬服になったら、ブレザーを着せてもらいたいし」


　なんで、オレがそんなことまでしなきゃならないんだよ。いや、そう思ったところで、オレには拒きよ否ひ権はないんだろうけどさ。


「洗せん濯たくは週一でやってもらう。まあ、他の二人の洗濯とか、自分の分もあるだろうし、大変だろうけどね。で、アイロンがけ。掃除も俺が命令したときには、すぐにやってほしい」


　うーん。結局、そういう雑用仕事がオレの役目なんだろうな。オレは一応、洗濯くらいはできるけど、寮りよう生せい活かつも初めてなら、ここの学校にもまだ慣れてないのに、そんなにいろいろ仕事をして大丈夫なんだろうか。ホームシックになる暇ひまもないみたいだけど。


「まあ、様子を見つつ、無理なことは頼まないから大丈夫だ」


　牧野さんは、つい不安そうな顔をしてしまったオレの肩に手を置いた。


「はあ……。でも、上手うまくやっていけるかなあって思ったりして」


「うん。君が生活に慣れるまで俺達でフォローはするから。雑用仕事もやってるうちに楽しくなるさ、絶対」


　本当かなあ。雑用仕事が楽しくなることなんか、あるんだろうか。


「とりあえず、勉強が判らなかったら、俺に訊きいていいよ。成績はいいほうだから、いろいろ教えてやる。言っておくけど、スタンリーなんかに訊くんじゃないぜ。噓うそ教えられるから」


「三浦さんは噓を教える人なんですか？」


　そう訊いたら、牧野さんは笑い出した。


「……いや、噓っていうか、間違ったことを教えられてしまうからって意味だ」


「あ、なるほど」


　つまり、三浦さんは成績が今ひとつなんだろうね。ここの学校はけっこうレベルが高いらしいから、オレなんか今ひとつくらいじゃなくて、ふたつもみっつもって感じになってしまう可能性が高いけど、どうせだったら勉強は成績のいい人に教えてもらったほうがいい。


「崇夜はとっつきにくいだろうし、俺が家庭教師に適任だ。だから、なんでも訊いていいからねっ」


　気がつくと、牧野さんはオレの肩に手を回していた。


「あ……いや、家庭教師はいいです」


　なんだか見返りを求められそうだしね。


「……遠えん慮りよしなくていい。俺は君のためなら、なんでもしてあげる」


　急に真ま面じ目めな声で言われて、何な故ぜだかドキッとする。


「だからさ……」


　肩を引き寄せられそうになって、ハッと我に返る。


「遠慮じゃありませんってば！」


　オレは力の限り、牧野さんを押しやった。


　まったく、三人が三人とも、油断できない。なんで、みんなそうなんだ……と思ったけど、もしかして、ここが男子校だから？


　となると、これからこの三人だけじゃなくて、他の奴やつらにも……。


　いやいや、みんなが男相手にキスできる奴ばっかりじゃないだろう。たぶん。


「ガードが固いな。崇夜が余計なことを吹ふき込むから」


　オレはそのおかげで助かってる。もっとも、その結城さんには二度もキスされちゃったんだけどね。


「まあ、チャンスは何度でもあるからね。そのときになったら、君をゆっくり料理してあげるから、せいぜい身体からだを清潔にしておくことだ」


　チャンスって……料理って……。


　怖こわすぎるよ。ホントに。


「今度は結城さんとこに行かないといけないから。これで失礼します！」


　オレは頭を下げて、牧野さんの部屋から出ていった。


　はあ……。


　前ぜん途と多難だ。








　最後に結城さんの部屋にノックして入ると、結城さんは机で勉強中だった。


「あの……何かオレに用はありますか？」


　もう開き直って、こっちから用事を訊く。押しつけられてるとか、命令されてると思うから、腹が立つんであって、これがオレの仕事って思えば、なんてことはないんじゃないかな。


　そうだよ。学資のためにバイトしてるって思えば……。


「今日は別に君に言いつける用事はない」


　そう言われて、オレはホッとした。でも、『今日は』ってことだから、明日からはあるんだろうな。牧野さんみたいに、いろいろスケジュールを言い渡されるんだろうか。


「結城さんも明日の朝から来いって言うんですか？」


　そう訊いたら、結城さんは眉まゆを少しひそめた。


「朝はいい。用事があるときは呼ぶから、そのときに来てもらえればいい」


「呼ぶって言っても、電話があるわけじゃあるまいし」


　いや、この部屋には電話があった。恐おそらく生徒全員の部屋にあるんだろう。しかし、オレの部屋にはなかったから、呼ぶって言われても……。


　階段の下から呼ばれるんだろうか。なんか結城さんのイメージには、そぐわないんだけど。


「これを……」


　結城さんは引き出しを開けると、オレにケータイを差し出した。


「えっ……これをオレに？」


「私達からの連れん絡らく用だ。私用に使ってもいいが、そのときは許可を取ってほしい」


　オレはケータイを渡されて、舞まい上がってしまった。だって、オレはこんなの持ったことがないからだ。


　許可さえ取れば、私用にも使っていいんだ。そうしたら、いつでも家に電話がかけられる。


　オレは現金なことに顔が自然と笑ってしまった。


「ありがとうございます！」


「そんなに嬉うれしいものか？」


「嬉しいですよ！　だって、『自分の電話』なんか持ったことなかったし。……あ、これはオレの電話ってわけじゃないですけどね」


　あくまで、借してもらった電話だ。でも、オレが持ってていいんだろうし、やっぱり嬉しい。


「言っておくが、君はその電話で、昼であろうと夜であろうと、呼び出されて用事を言いつけられるんだ」


「あ……そうですね」


　オレはそんなこと思いつかなかった。


「君は呑のん気きだな。まあ、それくらいでないと、これから先、私達の小間使いなんて務まらないかもしれないが」


　そんなに大変なのかな。いや、でも、小間使いをするって決まったんだし、そのことでいろいろ考えても仕方ないからね。


「まあいい。……電話の使い方は判わかるか？」


「全然。扱あつかったこともないし。あ、普ふ通つうの電話なら判りますけどね」


　オレがそう答えると、結城さんは溜ため息いきをついた。


「教えておこう。こっちに来なさい」


　結城さんはソファのほうにオレを連れていった。


　なんだか、この豪ごう華かな部屋で、あまり喋しやべらない結城さんと二人でいるのも変だよな。しかも、オレは小間使い。昨日の朝までは、こんな生活、考えもしなかった。


　そう思いながら、オレは結城さんの説明を黙だまって聞いていた。


「学校にいる間は、マナーモードにしておくこと。もちろん、授業中にケータイは扱わない。私達も授業中に君を呼び出すことはあり得ないが」


　そう言われてホッとする。


　さすがに学校で勉強してるときまで、そういう心配はしたくない。別にオレは勉強熱心じゃないけど、二十四時間下げ僕ぼくでいるのは、ちょっとね。


「学校はともかくとして、その他ほかのときは肌はだ身み離はなさず持つこと。いつ何時、呼び出しがかかるか、判らない」


「でも、三人同時に用事を言いつけられても困りますよ。そういうときには先着順でいいかな？」


「優先順位がある。私、スタンリー、紘平の順で用事をこなすこと」


「その優先順位って、ジャンケンでもして決めたわけですか？」


「……生まれた順だ」


「はあ？」


　なんで生まれた順が優先順位なのか、よく判らない。ジャンケンのほうがよっぽど公平だと思うのに。


　そりゃあ、オレに用事をさせる順番なんて、どうだっていいのかもしれないけどさ。


「他に質問は？」


「あ……えーと、別にないです」


「そうか。では、また明日。学校が終わった後、教室に迎むかえにいく。今日、案内してない場所があるからな」


「案内してない場所……って？」


「それは行けば判る」


　結城さんって、本当に必要最低限の説明しかしたくない人なんだね。ま、いいけどさ。


「じゃ、もういいですか？」


　オレが立ち上がりかける。と、結城さんがオレの肩に手をかけようとする。


　その手は食わないよっ。


　オレは引き寄せられる前に逃げようとした。しかし、そのまま結城さんはオレのほうに体重をかけてきた。


「わっ……」


　オレはソファに引っくり返っていた。結城さんに押し倒たおされる格好で。


　結城さんの整った顔が間近に見える。


　本当に完かん璧ぺきなくらい整ってる顔だ。人間なんだから、どっか欠点とかありそうなのに。オレ、こんなに綺き麗れいな人って見たことないよ。


　特に目が……なんか変わってる。瞳ひとみの力が強くて、じっと見られてると、なんとも言えない不思議な気持ちになってくるんだ。こう、心が騒さわぐって言うのかな。


「……誘さそっているのか？」


　結城さんの声に、オレはハッと我に返る。


　気がついたら、オレはまじまじと結城さんの顔を見つめていたんだ。


「そ……そんなわけないでしょ！　ちょっと重い！」


　オレがもがくと、結城さんはわざとのように体重をかけてくる。ソファがギシッと音を立ててきしんだ。


「離はなしてください。オレ……こういう趣しゆ味みはないしっ」


「他の二人からも、こんなことされなかったか？」


「されかけましたけど、上手うまく逃にげましたよ！　仕し掛かけてくる気配がしたから」


「そうか……」


　結城さんはオレの顎あごに手をかける。


「だが、君のガードはまだ甘い。付け入る隙すきを見せないことだ」


「んっ……」


　オレはまた結城さんにキスされていた。


　舌が入ってきて、オレの舌と触ふれ合ってる。でも、なんだかそんなに嫌いやでもないんだ。不思議だけど、結城さんのキスは優やさしくて……。


　無理やりのキスのはずなのに。


　結城さんってキスに慣れてるんだろうか。だから、上手くて、オレに嫌けん悪お感を抱いだかせないとか。


　狭せまいソファで体重をかけられて身動きできないっていうのもあるんだけど、こうしてキスされてると、抵てい抗こうする気もなくなってくる。


　頭の中がふわふわしてきて……変な気分だ。


　だって、結城さん、唇くちびる離してくれないし。


　どうしよう……。


「キスされると、すぐにおとなしくなるのか。君は？」


　そう言われて、オレは頰ほおが熱くなった。


「そんなわけないだろうっ？　オレはただ……」


「ただ、気持ちよくなっただけ、か？」


　結城さんは身体からだをずらして、オレの股こ間かんを撫なで上げた。


　ゲッ。


　撫でられたこと自体もビックリだけど、オレ、なんか硬かたくなりかけてるし。


「これは……そのっ」


　何か上手い言い訳を考えようとしたが、考えつかない。キスして勃たったのは事実なんだ。自分でも認めたくない事実だけどさ。


「まあいい。私のキスで反応したのなら許そう」


　ど、どういう意味？


　知りたいような知りたくないような。いや、知らないほうがいいような気がする。絶対。


「なんなら相手をしてやってもいい。君が望むなら」


「望みません！」


　そう言ったのに、結城さんはオレの顎を捉とらえた。


　まっすぐに見つめてくる瞳。長い睫まつ毛げ。見とれてる場合じゃないのに、ついオレも見つめ返してしまう。


「あ……んっ……」


　唇が塞ふさがれる。


　これ以上、キスされてはいけないと思うけど、抵抗しきれない。好きとかじゃないのに、結城さんに見つめられると、金かな縛しばりにでも遭あったように動けなくなるんだ。


　舌が触れ、絡からみつく。


　そして、そうされると、身体が熱くなってくる。


　どうして……？


　結城さんの手がオレの股間を撫でている。ズボンの上からなんだけど、こんなふうに人に撫でられるのは初めてで、ドキドキしてくる。


　いや、もちろんドキドキしてる場合じゃないってことは、よーく判わかってる。だから、どうにかしなきゃ。


　オレ、このままじゃ……。


　とりあえず、結城さんのキスから逃のがれようと胸を押した。だけど、身体に力が入らない。結城さんのキスと手の動きに翻ほん弄ろうされてるんだ。


　唇が離れて、ホッとしたのも束つかの間ま、結城さんはオレの耳にキスをしてきた。


「あっ……ちょっと……」


「……感じるのか？」


「違ちがっ……あ……」


　耳たぶなんか、キスされたのも初めてだ。ていうか、普通、耳たぶなんか、人に触さわられることもないんだし。


　くすぐったいようで、それともちょっと違う。なんかよく判らないけど、そこにキスされるたびに、ゾクゾクッとするんだ。


　変だよ、オレの身体。


「や……やめて……」


「どうして？」


　耳元で囁ささやかれて、そんな声にもオレの身体はビクッと震ふるえて反応を返した。


「ど、どうしてって……嫌だから」


　結城さんはオレの耳元でふっと笑った。


「嫌がってるようには思えない」


「でも、オレは……ああっ……」


　首筋にもキスされて、オレは思わず変な声を出してしまった。


「感じてるくせに」


　これが感じてるってことなんだろうか。直接の刺し激げきで感じるのは当然としても、こんなふうに身体にキスされたのは初めてだから、ムズムズするような感覚が感じてるのかどうかって、自分でも判断がつかなかった。


　でも、やっぱり気持ちいいかも……。


　本当は、自分で感じてることを認めたくない。だって、オレも結城さんも男だし。男にキスされて感じるなんてさ。


　気がつくと、結城さんはオレのネクタイを解ほどいている。


「な……何するんですかっ」


「そんなに感じてるなら、ついでだからもっと気持ちよくしてやろう」


「してもらわなくていいです！　もう……離してくださいっ」


　オレは力の入らない両手で、結城さんをなんとか押しやろうとした。


　だけど、強ごう引いんな結城さんがそんなささやかな抵抗で許してくれるはずもない。柔やわらかいソファにオレを押しつけるようにして、ネクタイを解いた後は、シャツのボタンを外していくし。


「綺麗な肌はだだな」


　結城さんはオレの胸を撫で回す。


　オレには結城さんがそんなことをする気持ちが判らない。オレの反応が変だから、面おも白しろがってやってるのかとも思ったが、結城さんはそういう表情をしてないんだ。口調だって、淡たん々たんとしていて、何が面白いのやら、さっぱり判らない。


　それとも、結城さんはポーカーフェイスなだけで、充じゆう分ぶん、この状じよう況きようを楽しんでいるんだろうか。


　オレは結城さんに会ったのも昨日が初めてだから、結城さんのはっきりとした性格なんか判らない。ただ判っているのは、こんな綺麗な顔をしてるわりには、きついことを平気で言うってことだけだ。


　結城さんはオレの胸にキスをした。


「えっ……なんで……」


「理由は別にない。まあ、私の気まぐれかな」


　気まぐれで、オレ、こんなことされてるのか……。


　なんだか気が遠くなってきた。


　それとも、この学校では、こういうのがいつも行われていて、取り立てて騒さわぐほどのことでもないんだろうか。そんなの、信じたくないけど。


「……ここはどうだ？」


　結城さんはオレの胸の突とつ起きを指先で撫でた。


「……っ」


　途と端たんに、電流のような何かが身体の中に流れていった。


「感じるようだな」


「ち……違う」


　オレは頭を横に振ふって、一いつ生しよう懸けん命めいに否定した。


「そうか？」


　再びそこを撫でられると、身体がビクッと動く。同時に、ソファがきしむ音を立てて、オレが感じてるってことを大げさに伝えてるみたいだ。


「違う。違う。オレはそんなの……ああっ……」


　結城さんが乳ち首くびにキスしてる。


　なんで、こんなことをするんだよ。オレを恥はずかしい目に遭わせて、からかってるんだろうか。


「もう……やめてください……っ」


　小さな声で頼たのんだが、結城さんは聞いてないみたいだ。いや、聞こえていても、オレの訴うつたえを聞く気はないってことかな。


　結城さんがそこにキスするたびに、身体が大げさに反応を示している。これで感じてないなんて噓うそは言えないけど、できればこんなこと信じたくなかった。


　だって、男にこんなことされて感じるなんて……。オレは男なのに。


　結城さんは掌てのひらで脇わき腹ばらを撫でた。


「あっ……」


「君は本当に敏びん感かんなんだな」


　結城さんの声には少し驚おどろいたような響ひびきが混じっていた。


　なんだよ。脇腹なんて、誰だれだって反応するだろう？　くすぐったい場所なんだから。


　そう思いつつも、自分の反応がくすぐったいときにする反応とは違うことも、薄うす々うす感じとっていた。


　ああ、ホントに信じたくないけどっ。


「君は相当、気をつけないと、この学校では危険かもしれない」


「結城さんが一番危険なんじゃ……ああっ……やっ」


　再び乳首にキスされて、仰のけ反るように反応を返してしまう。そして、もう片方の乳首を指でいじられて、もうオレは身体を震わせながら、何な故ぜだか結城さんの肩かたに手を回していた。


　いや、だって。


　他ほかにつかまるものがなかったから。つい。


　これじゃ、オレと結城さんが恋こい人びと同士みたいだ。そして、合意でこんなエッチなことをしてるような……。


　違う。違う。そうじゃないんだ。


　でも、オレの身体からだは結城さんにキスされて、どんどんいけない方向に傾かたむいていくような気がした。


　ああ、何がなんだか判らない。


　身体がもう熱くて、オレは自分の身体の暴走を止められなかった。


　結城さんの手がオレの股こ間かんを撫なで上げた。


「さっきより硬かたくなっている」


　非情な指し摘てきだ。いちいち言われなくても、オレには判っているのに。


「もう……いいでしょう？　オレ、部屋に戻もどらなくちゃ……」


「気にしなくていい」


　普ふ通つう、気にするだろうっ？　それとも、結城さんは人にこういうことをされても、気にしないでいられるんだろうか。


「やだ……撫でないで……」


　撫でられると、気持ちよすぎて、おかしくなってしまいそう。


「こんなに腰こしを揺ゆらしてるくせに？　本当はもっと触ってほしいんじゃないのか？」


　確かにオレの腰はもの欲しげに揺れていた。


「だ、だって……」


　好きで揺らしてるわけじゃないんだ。身体がつい動いてしまうだけで。


　気がつくと、結城さんはオレのベルトを外していた。って、もしや、オレを裸はだかにでもするつもりなんじゃ……。


「ちょっと……それはやめてください！」


　さすがにオレはマズイと思って、ズボンを押さえようとしたが、結城さんの行動のほうが速かった。遠えん慮りよも容よう赦しやもなく、オレの下着ごとズボンを勢いよく引きずり下ろす。


「わっ」


　飛び出してきた股間を思わず両手で隠かくしたために、他が無防備となり、結城さんは楽々とズボンと下着を足首から引き抜ぬいてしまった。


　オレ、なんて格好してるんだよっ。


　裸になってしまった下半身に、ソファの布が直接触ふれている。普通なら、味わうこともない感覚だ。


　頭に血が上のぼったみたいになって、どうしたらいいのか判わからなくなる。そんなオレとは対照的に、結城さんは冷静な顔を見せている。


　オレばっかり興奮してるって感じで恥ずかしい。


　だけど、結城さんが興奮してないなら、なんでこんなことをするんだろう。もちろん、結城さんがオレくらい興奮してたら、もっと大変なことになるような気がしたから、冷静でいてくれてよかった……とは思うんだけど。


「なんのために、こんなことするんですかっ？」


「別に。君が反応したから、それに応こたえてあげるべきかと思っただけだ」


「そんなことしなくていいです！　ホントにもう、オレ、帰りますから」


　結城さんはオレのふくらはぎから太ふと腿ももにかけて撫でた。


「帰る？　この格好でか？　誰かに見つかったら、転校早々、笑い者になるな」


「そんな……」


　結城さんはこのまま帰るなら、ズボンを返してくれない気だ。そんな意地悪すぎるよ。なんで、オレがこんな目に遭あわないといけないんだ。


「オレにどうしろって言うんですか？」


「手を退どけなさい」


「えっ……」


　結城さんはオレの太腿をさらに撫で上げる。


「あ……」


「退けて、私に見せるんだ」


　なんで、そんなところを見たがるんだよ。なんかもう、結城さんのいろいろな刺し激げきで勃たってるのが、めちゃめちゃ恥ずかしいのに。


　オレは仕方なく手を離はなした。


　見るなら、見ろってんだ。


　いや、こんな格好をじろじろ見られるのは、男同士でも嫌いやなんだけど。しかも、相手は何考えてるのか判らない人だし。


　もしかして、オレにこれ以上のエッチなことしようと思ってるのかもしれないしさ。


　そう思うと、こんな無防備な格好を晒さらしてることが、この上なく危険なことに思えてくる。


　でも……仕方ないんだ。


　結城さんは足首を持って、オレの足を広げた。すると、もっとエッチな格好になる。


「嫌だ……」


「嫌がってるわりには、萎なえる様子もない。……見られると、感じるか？」


「ま、まさか！　オレはそんなヘンタイじゃない！」


　人をこんな格好にさせといて、露ろ出しゆつ狂きようみたいに言うなって。


　結城さんはオレの内腿を撫でる。途端に、ビクンと腰が揺れた。


「どこが一番感じる？」


「そんな……どこって……」


　オレがどこで一番感じようが、どうだっていいじゃないか。そんなオレのプライベートなこと、知ってどうしようって言うんだ。結城さんにはなんの関かかわりもないだろうに。


「ここか？　それとも、ここか？」


　結城さんは足の付け根や腰周辺を撫でてくる。そのあたりは、正直言って、どこも感じる。けど、そんなこと言えないし。


　だいたい、一番感じるところなんて、判りきってるじゃないか。結城さんだって、それを知ってるから、わざとそのあたりを撫でてるんだろうし。


　オレの腰が揺れる。


　勃ってるその周辺ばかりを撫でられたら、腰だって揺らしたくもなる。別に肝かん心じんなところに触さわってほしいって言ってるんじゃないんだ。触ってほしくはないんだけど、その周りの感じるところを撫でられたら、だんだん我が慢まんできなくなってくるっていうか……。


　なんだか、まるで焦じらされてるみたいだ。


　というか、なんで、オレはこんなに結城さんにされるがままになってるんだろうか。結城さんを突つき飛ばして、そのあたりに転がってるズボンを救出して、外に出ればいいだけだ。


　だけど、なんだか動けない。結城さんの手の動きはとても気持ちよくて、身体が痺しびれたようになってしまってる。


　マズイよ、こんなの。


　オレは内心焦あせりながらも、行動を起こせないでいた。


　身体に火がついたみたいに、エッチなことばかりが頭に浮うかぶ。


　相手は男なのに。


　オレ、変だよ……。


「……ここか？」


　結城さんの指がオレの股間にそっと触れた。


「あ……っ」


　恥はずかしい。触られるのを待ってたみたいに、こんな声を出すなんて。もちろん身体のほうも揺れて、オレがそこに触ってもらいたかったのがバレバレだった。


　結城さんは指で形をなぞっていく。


　根元から先せん端たんまで。


　オレは思わずゴクンと唾つばを飲み込んだ。


　いや、だって。


　その触り方がめちゃめちゃいやらしかったんだ。


　結城さんはオレの表情を見て、ニヤリと笑う。


「さあ、どうしてほしい？」


「どう……って」


　今まで自分勝手にオレのことを触ったり、キスしたりしてきたくせに、今いま更さら、何を言ってるんだって思う。


「もっと触ってほしいか？」


「……」


　オレは答えられなかった。


　どうせここまでしたなら、触ればいいじゃん。というか、本音を言うと、触ってほしい。だって、指で焦らされてるんだよ、オレは。


　ここまで感じさせたなら、責任くらい取ってほしいよな。


　だけど、さんざんやめろとか言ってたオレが、触ってほしいなんて言うわけにもいかないじゃないか。それに、男同士なんだし、やっぱり自分から望むのは……。


「オ、オレは別に……」


「ほう。触ってほしくない、とでも？」


　結城さんはオレを馬ば鹿かにしたように言うと、先端部分を指で撫で回した。


「あ……っ」


「そんな可愛かわいい声を出して。本当は期待してるくせに」


「だって……その……」


「だって？　はっきり言えばいい。君はどうしてほしい？　触ってほしいなら、やってあげないこともない。こんな指先だけじゃなくて、君が満足するまで」


　オレが満足するまで……？


　イかせてくれるってことだろうか。


　うーん。それをオレが望んでるかって言えば、とっても微び妙みようだ。すごく感じてるし、どうせならイキたい。けど、それを結城さんにやってもらうなんてさ。


　結城さんはどんなに綺き麗れいな顔をしてても、男なんだ。そればっかりは、ダメだって思う。ここまでされてて、今更だけど。


「オレ……やっぱり……」


「触られるより、舐なめられるのがいいか？」


「えっ……？」


　結城さんと目が合う。


　ニコリともしない顔。冗じよう談だんじゃないんだろうか。舐めるなんて……結城さん、本気？


　いくらオレが感じてても、そんなこと望まないよ。キスされて気持ちよくなったからって、そんな場所を舐められて、感じるはずがない。


　た、たぶん。


「オレ、やっぱりこういうのは苦手だし、だから……」


　結城さんはそこを握にぎって、軽く手を動かした。


「あっ……あ」


「素す直なおじゃないな。まあ、あんまり素直なのもつまらないし、君くらいがちょうどいいのかもしれない」


「やだ……あっ……」


　結城さんがそこに唇くちびるを近づけていく。


　噓うそっ……いや、マジ？


　信じられない思いでそれを見つめていると、結城さんは本当にその先端に舌を這はわせたんだ。


　その感かん触しよくに、オレの身体からだはジーンと痺れたようになる。


「……あ……あんっ」


　恥ずかしい声が口から飛び出してくる。けど、それも当然だ。オレ、そこを舐められてるんだよ。


　先端を少し舐められただけで、もうオレはイキそうになっていた。


　自分でも驚おどろくほど、興奮してるみたいだ。


「結城さんっ……オレ、もう出そう……っ」


　まさか結城さんの顔にかけるわけにもいかないから、オレは腰こしを震ふるわせながら、そう言った。


　それなのに、結城さんは顔を上げるどころか、まったく逆のことをした。つまり、そこを口に含ふくんじゃったんだ。


「えっ……やだっ。そんな……」


　もう我慢ができないのに。


　あわてて結城さんを押しやろうとしたけど、間に合わなくて、オレはそのままイッてしまった。


　だって、気持ちよかったんだよ……。


　結城さんはやがて顔を上げ、口元を手の甲こうでスッと拭ふき取った。


　ゲッ。もしかして、ゴックンしちゃったんだろうか。オレは結城さんと目が合った。視線を逸そらしたくても逸らせない。


「あ、あの……」


　こういう場合は、なんて言うべきなんだろう。ごめんって謝るのが筋だろうか。だけど、オレが望んだことじゃない。結城さんが勝手にやったことだよ。


「君は私のものだ」


「え……？」


　オレは自分の耳を疑った。


　オレが結城さんのもの……？　どうしてそういうことになるんだよ。オレにはよく判わからない。


「いずれそうなる。だから、それまで君は誰だれのものにもなるな」


「……どういう意味ですかっ？」


　結城さんはフッと唇を歪ゆがめて笑った。


「君はこれからいろんなモーションを受けるだろう。だが……」


　足を広げられ、その奥のほうへと指を這わせられる。


「あ……」


「他ほかの誰にもココに入れさせるな」


「そ、そんなところ……！　他のも何も、誰にも入れさせませんよ！」


　冗談じゃない。


　オレは男とそういうことをする趣しゆ味みはないんだ。結城さんにはとんでもないことをされちゃったけど、これ以上のことは絶対嫌いやだ。無む理り強じいなんかしようとしたら、蹴けっ飛ばしてやる。


「私ならいいんだ」


　結城さんはそんな勝手なことを言うと、再び唇をオレの身体に下ろした。


　腰骨の内側に鈍にぶい痛みを感じる。


「な、何っ……？」


「私の印をつけた。これが私のものであるという証あかしだから、心して行動するように」


　見ると、そこには立派なキスマークがついている。


　オレはなんだか眩暈めまいがしてしまった。


　大変な学校に来て、大変な寮りように入り、大変な人に出会った。そんな気がしたんだ。


　一体、オレの前ぜん途とはどうなるんだろう。


　結城さんがやっとオレの上から退どいてくれたから、オレは身体を起こし、カーペットの上に落ちていたズボンと下着を身に着けた。ネクタイまできちんと締しめて、元どおり……になったはずだ。


　精神的にはまだショックが抜ぬけ切れてないんだけど。


　結城さんはオレを相変わらずクールな目つきで見ている。あんなことまでしておいて、その目つきはないだろうって感じだが、熱い目で見られるのもやっぱり怖こわい。


　これは、きっと結城さんにとっては遊びみたいなもんなんだ。そして、他の二人の言動も遊びなんだ。


　オレはそう思い込むことにした。


　本気に取ったら、馬鹿を見る。オレはただの転校生兼けん奨しよう学がく生せい兼小間使いだから。


「それじゃ、オレ……。おやすみなさいっ」


「ああ、おやすみ」


　オレは挨あい拶さつもそこそこに部屋を飛び出した。ケータイはしっかり持って。


　そして、自分の部屋に戻もどると、ふーっと一息つく。オレは鍵かぎをかけ、ベッドに寝ね転ころがった。


　転校……というか、入寮しただけで、ずいぶん疲つかれてしまった。


　ホントにオレはこの先、一体どうなるんだろう。誰の毒どく牙がにかかることもなく無事に卒業できるのかどうか、それだけが心配だった。








　翌朝、オレは早起きして、まず三浦さんを起こしにいった。


　三浦さんは寝ね起おきが悪くて、俺は危あやうくベッドに引きずりこまれそうになったり、キスされそうになったけど、なんとか起きてもらった。


　って、本当に寝起きが悪いだけ？　なんかちょっと怪あやしい感じだ。つい、そう思ってしまうのは、昨夜の結城さんとのことがあるからだ。


　次は、牧野さんの部屋に行くと、牧野さんはちゃんと起きて、ベッドの上に座っていた。なので、ご要望どおりクローゼットから制服を出してきて、ネクタイを締めてあげた。


「うーん、なんかいい感じ。宏紀君、いい奥さんになれるぞ～」


「オレは奥さんなんかにならないですよ」


　一応そう言ったけど、牧野さんは全然聞いてないみたいだった。気がついたら、オレのオシリを撫なでてるし。


　あんたはセクハラ上司かって。


　文句を言ったら、減るもんじゃなしって言われた。


　他にもいろいろ用事を言いつけられて、オレは朝からバタバタと走り回っていた。結城さんには呼び出されずに済んだからよかったものの、三浦さんと牧野さんの人使いって荒あらいよ。もう、いじめられてるって感じ。


　いや、二人とも、なんか悪気はなさそうなんだけどねえ。オレにとってはいじめに等しいってことで。


　そうして、学校に行くと、オレは昨日、結城さんに場所を教えられていた職員室へと向かった。


「君、転校生だろう？」


　突とつ然ぜん、廊ろう下かで声をかけられて、オレは振ふり向いた。


　そこにいたのは、中背で瘦やせ気味の眼鏡めがねをかけた人……たぶん上級生かな。眼鏡を取れば、美人かもしれない。って、男に美人って言うのも変だけど、線の細い感じがするんだ。そして、それから、その眼鏡の人の後ろで用心棒みたいに、背の高い目つきの鋭するどい人が立っていた。色黒で、精せい悍かんな男らしい顔つきの人だ。


「はい、そうですけど？」


　それを聞いて、眼鏡の人がニヤッと笑った。


「そうか。えーと、確か安藤宏紀君だね？　奨学生の」


「はい……？」


　オレって、そんなに有名人？　こんな変な学校だし、転校生がめずらしいのかもしれないけど、そんなふうに知らない人にフルネームを言われるのは、なんだか変な感じだ。


「僕はここの生徒会長をしている。深ふか町まち恵けいというんだ」


「はあ……そうですか」


　他に言いようもなくて、オレはそう言った。だって、目の前の人が生徒会長だからって、オレには関係ない話だよな。


「それで、こっちが副会長の北きた見み一かず之ゆき」


　北見さんはちょっとオレに会え釈しやくしたから、オレもペコンと軽く頭を下げた。


「早さつ速そくだけど、話によると、君はシュヴァリエ隊の幹部三人にいいようにこき使われるていそうじゃないか」


「はあ。なんか、それが決まりだって言われて……」


「君はそれでいいのか？」


　深町さんはいきなりそんなことをオレに訊きいてきた。


「いや、いいも悪いも、それが決まりで、オレに拒きよ否ひ権はないんだって言われましたから」


　そう言ってちょっと笑ってみせたものの、深町さんは何な故ぜか眉まゆをひそめた。


「拒否権がないなんて、人権無視じゃないか！　シュヴァリエ隊の横暴さには、僕は常々不快感を抱いだいていた。君もそうだろうっ？　一いつ緒しよに学校側に告発しないか？」


　深町さんはそんなふうに熱く語りながら、オレの手をギュッと握にぎってきた。


「あ、あの……」


　困ったな。そりゃあ、人権無視だとは思うけど、あの三人を告発するなんてことはしたくない。


　確かに、セクハラまがいなことを平気でしてくる人達ではあるよ。でもねえ。そんなに悪い人とは思えない。少なくとも、横暴って感じは今のところしないし。


「北見からも何か言えよ」


　深町さんに促うながされて、北見さんも口を開いた。


「安藤、生徒会はおまえの味方だ」


「いや、味方って言われても……」


　どっちが自分にとっての味方か、自分で決めるよ。初対面でいきなり味方だって言うほうが、この場合、怪しいような気がするんだけど。


　もちろん、あの三人も相当うさんくさいとは思うけどさ。なんか、この人達はオレを利用しようとしてるようにしか見えないし。生徒会とシュヴァリエ隊の間でどういう確かく執しつがあるのか知らないが、オレを巻き込まないでほしいよな。


　なんか、そっとしといてって感じ。


「とりあえず、今は告発する気なんてないです。確かに、いろいろ考えることはありますが」


　オレの言葉に、深町さんはウンウンとうなずいた。


「そうだね。今すぐ決断しろとは僕も言えない。だが、僕は君を苦しめる諸悪の根源、シュヴァリエ隊にはこれからも対たい抗こうするつもりでいる。何かあったら、すぐに僕達を頼たよってほしいんだ」


「はあ……」


　そんな日が来なければいいなあって思った。


　この人、なんか嫌な感じがするし。傍そばに立ってる北見さんに関しては、ほとんど喋しやべらないせいか、そんなに嫌な雰ふん囲い気きはないんだけど。


　ふと、北見さんと目が合った。


　すると、鋭い目つきだと思ってたのに、北見さんの目が一いつ瞬しゆんふわりと柔やわらかくなったんだ。


　なんていうか、微ほほ笑えまれたような気がして、ちょっとドキッとした。


　ああ、オレ、昨日から変だよ。男だらけの学校に来て、早くもそういうのに染まっちゃったんだろうか。


　昨日、結城さんにキスされて反応したことを思い出した。


　まさかオレって、実はそういうケがあったとか。いや、そんなはずはないと思うんだけどなあ。


　でも、北見さんって、男らしい雰囲気の人で、結城さんとはまたタイプが違ちがう。同じように表情が変わらなくて無口な人っぽいけど、冷たくはないみたいだ。


「あれっ、メグちゃんじゃないかあ」


　どこかで聞いたような声がしたと思ったら、オレの後ろのほうから牧野さんがやってきた。ニコニコ笑ってこっちを見てるけど、メグちゃんって一体誰だれ……？


「メグちゃんなんて呼ぶな！　僕の名前はケイって読むんだ！」


　深町さんがムッとしたように言った。


「で？　そのケイちゃんはうちの宏紀君になんの用？」


　牧野さんはオレの両りよう肩かたにまるで保護者みたいに手を置いた。


　どうでもいいけど、『うちの宏紀君』ってナニ？　オレが強制的にシュヴァリエ隊の世話を受けてるからなのか。なんか嫌いやだなあ。


「別に。君達のいいように扱あつかわれてる転校生が可哀かわい想そうで、声をかけただけだ」


「ふーん」


　牧野さんが意味ありげな声を出すと、深町さんの神経質そうな眉がピクリと動いた。


「でも、そういう決まりなんだから仕方ないさ。宏紀君はただの転校生じゃなくて、奨学生だからね。所しよ詮せん、生徒会は口を出せない」


「それは判わかってる。だが、その決まりは間違ってるんじゃないかと問題提起するのは、こっちの自由だろう？」


　深町さんは牧野さんに対抗するべく（？）、ニヤリと笑った。


「なるほど。そうだね。自由だね。だけど、メグちゃんが宏紀君に接せつ触しよくするのは認めない」


　深町さんのニヤリと笑った顔が、途と端たんにムッとした表情に変わる。


「君に認めないなんて言われる覚えはない！」


「そう？　じゃあ、これから覚えておいてもらおう。俺達の大事な宏紀君に近づかないこと。判った？　メグちゃん？」


「メグちゃんって言うなあ！」


「ああ、ケイちゃんだったね。失敬」


　全然謝ってるふうでもない牧野さんに、深町さんはもう噴ふん火か寸前だった。


　もちろん、この人がどんなに怒おころうが、オレには関係ないことなんだけど、何もここまで怒らせることはないんじゃないかって思うんだ。


　そのとき、北見さんがスッと深町さんを庇かばうように間に立った。


「おまえが深町を下の名前で呼ぶな」


「そ……そうだ！　だいたい、なんで君に『ちゃん』付けなんかされなきゃいけないんだっ？」


　北見さんの後ろで深町さんは、それにやっと気づいたように付け加えた。


「そうだねえ。なんとなく語ご呂ろがいいから、かな。なんだったら、俺のことも下の名前で呼んでいいぞ。特別に『ちゃん』もつけていい。許す」


「何が許すだ！　誰が君なんかを……！」


　深町さんは怒りすぎて、真っ赤になっている。その時点で、もう勝負ありって感じかな。というか、深町さんってわりと真ま面じ目めな人なんだろうな。だから、牧野さんの冗じよう談だんが通じないんだ。


　なんというか、お気の毒。


　まあ、オレも牧野さんの冗談はちょっと苦手だから、気持ちは判るよ。だからって、深町さんと仲良くはしたくないけどね。


「深町、本気になるな。相手は冗談を言っている」


　いや、いちいち解説する北見さんって、意外と面おも白しろい人なのかもしれない。


「そうか。冗談か……」


　少し落ち着いた深町さんは眼鏡の位置を直して、改めて胸を張ると、牧野さんを見み据すえた。


「とにかく、僕は君達、シュヴァリエ隊の行動を見張らせてもらう。可哀想な転校生が君達の欲望の餌え食じきにならないように」


　牧野さんはそれを聞いて、わざとのようにオレの肩を後ろから抱きしめた。


「ああ、望むところだ。いつでも俺の部屋に来いよ。俺が宏紀君をめちゃめちゃ可愛かわいがってる濃のう厚こうなシーンを見せつけてやるから」


　……はあっ？　濃厚なシーン？


　オレは牧野さんに肩を抱かれたまま、固まってしまった。


　何かの聞き違いですか？　それとも、それも冗談？


　オレはとうとう牧野さんにそれを尋たずねることができなかった。








　そんなこんなで、職員室に行き着くまでにひと悶もん着ちやくあったオレの転校初日。


　とりあえず、無事に担任の先生に会い、教室に連れていってもらった。


「安藤宏紀です。よろしく」


　型どおりの挨あい拶さつをして、オレはみんなに頭を下げる。


　でも、なんだか、みんな、オレのことを見ながらひそひそ話していて、ちょっと感じが悪かった。


　なんだろう。まさか、オレが奨しよう学がく生せいだってことが、もうみんなに知れ渡わたってるのかな。でも、どうして、奨学生だからって、そんなに差別されなきゃいけないんだろう。不思議だ。


　別に、オレが奨学生だろうが、なんだろうが、関係ないじゃないか。……ああ、こいつだけ、金も払はらわず、試験も受けず、抽ちゆう選せんで入りやがってって感じだろうか。


　うーん。金持ちのお坊ぼつちゃんばかりだから、そんなことで嫉しつ妬となんかしないだろうと思ったが、よく考えると、金持ちの中に庶しよ民みんが一人混じることになるんだ。だったら、差別されるってことも、あるかもしれない。


　それが正しいことだとは思わないけど、人の心理としてね。


　でも、オレの場合は仕方なかったんだよ。そして、ここに来た以上、どんなにいびられようが、出ていくわけにもいかないんだ。


　オレは窓まど際ぎわの隅すみに置かれた自分の席につく。担任の先生が出席を取り、連れん絡らく事じ項こうを告げた。


　これから始業式のために、講堂に移動するらしい。オレはみんなが行く方向に一緒についていく。もちろん、講堂の場所は、昨日、結城さんが案内してくれたから、知ってるわけなんだけど。


「なあ……えーと、安藤？」


　後ろから声をかけられて、オレは振ふり向いた。


　そこには、オレより少し背の高い瘦やせた男がいた。って、もしかして、同じクラスの奴やつなのかな。口元には笑えみを浮うかべていて、なんか愛あい嬌きようがある感じの顔だ。


「僕は市いち河かわ雅まさ史しっていうんだ。シュヴァリエ隊の一員でさ」


「ゲッ」


　オレは思わずそう言ってしまい、慌あわてて口元を押さえた。


「えーっ、なんで『ゲッ』なんて言うんだよ。せっかく、友達になろうって思ったのに」


「あ、ごめん。つい……」


　転校してきたばかりのオレに話しかけてくれたのはありがたいし、友達になろうと思ってくれたのもとっても嬉うれしいんだけど、シュヴァリエ隊と聞いただけで、なんかね。おとといから、いろいろありすぎたから……。


「オレ、転校してきたばかりで、そのシュヴァリエ隊のこと、よく判らないんだけど、この学校ではなんか特別って感じだよね」


「そうなんだ。シュヴァリエ隊に入るのは、試験とか面接があって、競争率がすごく高いんだぜ」


　市河が自じ慢まんげに胸を張って、そう言った。


　そりゃ、その競争を突とつ破ぱして入隊したんだから、自慢したくなるのも当然かもしれない。けど、オレにとっては、ピンとこない話だ。


「でも、転校生で奨学生のオレはシュヴァリエ隊が面めん倒どう見る代わりに、幹部三人の命令を聞かなくちゃいけないんだって言われてさ。ちょっと横暴って気がしないか？」


「だって、それが決まりなんだろう？　今まで転校生で奨学生って奴はいなかったらしいから、僕もよく知らないけどさ。ただの転校生は一定期間、面倒を見てもらって、それで終わりだし。それに、奨学生自体がすごくめずらしいと思うな」


　あれっ、でも、オレの場合、夏休みに例の招待状みたいなのが届いたから、ここに入ろうとしたら、転校するしかないじゃないか。今まで転校生で奨学生がいなかったってことは、あの抽選で云うん々ぬんというのは今年が初めてってことなのか。それとも、あの手紙をもらったからって、わざわざ転校してきた奴はオレだけだったのか……。


　というか、問題は、転校生ということじゃなくて、奨学生ということにあるような気がする。やっぱり、これって、何かの差別？　そうじゃないなら、どうして奨学生だけ、あの三人の世話をしなきゃならないんだろう。


「命令してくるのがせめて一人だったら、もっと楽だと思うんだけど、三人じゃね……」


　オレがぼやくと、市河はちょっと笑った。


「僕だったら、あの三人に面倒見てもらえるなら嬉しいし、直接命令されるなんて、幸せだなあ。だって、君だけ特別扱いみたいなもんじゃないか」


　そ、そうなのか……。


　てことは、市河とオレの価値観はすごく違うってことだよね。まあ、志願して、シュヴァリエ隊に入ったんだから、あの幹部の三人は憧あこがれの人みたいなもんなんだろうか。


　オレはキスされたり、身体からだを触さわられたり、さんざんなのに。


　まあ、さすがに初対面の市河に向かって、あの三人にセクハラまがいなことをされてるなんて言えなかった。この学校が男子校で、男同士でそういうのがあったとしても、やっぱり言いにくいよね。


　しかも、あの三人に憧れてるなら、なおさらだ。夢を壊こわすようなことを言っちゃいけないって気がする。


「それにしても、さっきクラスで紹しよう介かいされたとき、みんながヒソヒソ話してるから、なんか差別されてるような気がして、誰も相手にしてくれないのかなあって思ったけど、話しかけてもらえて嬉しかった」


「ああ、あれね。シュヴァリエ隊幹部が安藤に関かかわってるっていう話は、みんなが知ってるからね」


「えっ、ホントに？」


　ひょっとして……なんて思ったけど、オレは本気でそう思ってたわけじゃないんだ。なのに、マジでみんな知ってるわけ？


「寮りよう生活してると、ウワサが流れるのは早いんだ。でも、いいじゃないか。転校した途端に有名人なんてさ。自己紹介しなくても、みーんな知ってるよ」


　そ、それって、便利なのかな。よく判わからない。でも、プラス思考っていうのも大事だよな。みんながオレを差別してるって思うよりは、便利だって思ってたほうがいいかも。


「あ、でもさ……」


　市河はちょっと声を潜ひそめた。


「親衛隊には気をつけたほうがいいよ」


「……親衛隊って？　シュヴァリエ隊とは違う系統の集団？」


「そうじゃなくて、幹部三人の親衛隊。まあ、ファンクラブみたいなもん？」


「えっ、マジでそんなものあるのか？」


　信じられない。いや、この学校は変な学校だから、そんなのもアリなのかな。なんか信じたくないけど。


「だって、あの三人はこの学校のスターみたいなもんだからね。でさ、安藤はその三人に世話されるから、親衛隊から目の敵かたきにされてるみたいなんだ」


「でも、オレは規則で決まってるからって言われて……」


　その『世話』も、世話の見返りも、ロクなもんじゃないのに、どうしてオレが知りもしない親衛隊の人に目の敵にされなきゃいけないんだ。だけど、きっと、あの三人に憧れてる人達から見ると、オレが特別に贔ひい屓きされてるように見えるのかも。


　誤解なのに……。


　それどころか、オレはあの三人と関わりたくないと思ってるのに。


「まあ、僕はシュヴァリエ隊の一員だからさ。こうして一いつ緒しよにいる限りは、どんなに親衛隊が安藤のことを憎にくんでても、手を出させないよ」


「えっ……」


　オレは横に並んで歩く市河の顔を見た。


「あの……もしかして、幹部の人から、オレの世話をしろって言われたとか？」


　それを聞いて、ビックリしたような顔で、市河もこっちを見た。


「そんなわけないだろ。なんだよ、こっちは勇気を出して話しかけたのにさ」


「あ……ごめん。シュヴァリエ隊がオレの世話をするんだって聞いてたから、そういう命令されたのかなって、ふと思ったんだ」


「ああ、僕が親衛隊に手を出させないって言ったから？　それはさ、シュヴァリエ隊は騎き士し道どう精神を基もとにしてつくられた組織だから。そういう嫉妬まがいの醜みにくい行こう為いから、いたいけな転校生の安藤を助けるっていうのは、騎士としては名めい誉よなことだよね。だから、誰だれに命令されなくてもやるさ」


　なるほど……。


　騎士道精神って言われてもなんのことか判らなかったけど、そういうことか。でも、その騎士道精神を基にしたシュヴァリエ隊幹部の皆みなさんが、オレを奨学生だからって差別したり、世話してやる代わりに奉ほう仕ししろって言うのは、なんなんだろうね。


「それを聞いたら、オレもシュヴァリエ隊って格好いいなあって思う」


「そうだろう？　だから、僕も入学と同時に志願したんだ」


「市河の気持ちを変なふうに疑って悪かったよ」


　素す直なおに謝ると、市河は照れたような表情になった。


「いや、でも、友達になりたいって思ったのは、ちょっと下心があったかな」


「下心って？」


「有名人の友達がいると面おも白しろいかもって」


　そんなにここでは、オレって有名人なんだ……？


　なんとも言えない気分になりながらも、オレはちょっと笑った。


「じゃ、親衛隊が意地悪してきたら、庇かばってくれよ？」


「まかせとけ！」


　市河は笑いながら答えた。








　始業式が終わると、実力テストが行われる。問題はかなり難しくて、前の学校よりレベルが高いんだってことが、身に染しみて判った。


　テストが全部終わり、オレの転校初日も終わる。とりあえず、親衛隊の意地悪の被ひ害がいには遭あわなかった。オレの傍そばに市河とその友達がずっといたからかもしれないけどね。


　そして、放課後になると、約束どおり結城さんがオレを迎むかえに来た。


　結城さんの顔を見たら、昨夜のことを思い出さずにはいられない。けれども、結城さん自身は、そんなことなかったみたいな顔をしてるんだ。


　オレはどうしても意識しちゃうのにさ。なんか、オレばっかり不公平だ。


　隣となりを歩く結城さんのクールな横顔を見ながら、オレはなんだか悔くやしくて、わざとつんけんした感じで質問をした。


「で、オレをどこに連れていくんですか？」


　結城さんはオレのほうをちらりとも見ずに、面倒くさそうに答えた。


「行けば判ると言っただろう？」


　本当にこの人はどうしてこんなに面倒くさそうなんだろうか。これで、市河みたいな隊員に憧れられてるなんて、なんか間ま違ちがってるような気がするんだ。


　しかも、親衛隊だってさ。


　よく判んないよ。


　連れていかれたのは、校舎とは別べつ棟むねになっている場所だった。校舎がお城なら、そこはお城の持ち主の別べつ荘そうって感じだろうか。もちろんヨーロッパ調の。二階建てで校舎に比べると小さいが、普ふ通つうの家と比べるとかなり大きい。


　そこに入ると、中はホールみたいになっていて、たくさんの人がいた。


　突つき当たりに教きよう壇だんみたいに高くなっているところがあって、そこには牧野さんと三浦さんがいた。


　結城さんはオレを連れて、みんながジロジロ見る中を、三浦さん達のほうへと歩いていく。いや、ジロジロ見られてるのはオレだけで、結城さんは尊敬の眼まな差ざしを向けられていた。


　ひょっとして、これって、シュヴァリエ隊の集つどいか何かかな。


　と思ったオレの勘かんは大当たりで、オレは隊員の皆さんに紹介される羽目になってしまった。これって、オレがシュヴァリエ隊で面倒を見てやらないといけない転校生だから？


　もう、勘かん弁べんしてくれって感じなんだけど。


　立場的に、オレは挨あい拶さつしないなんて言えないし、仕方ないからホールに集まったみんなに、よろしくって頭を下げたよ。


　ああ、なんか、この学校にはついていけない……。かといって、シュヴァリエ隊を敵に回しちゃ、危険だって気もするしね。オレにはそんな度胸なんてない。


　オレはふと、生徒会長だって言ってた深町さんのことを思い出した。


　あの人の場合は度胸っていうか、なんかまた違う感じだな。オレはまだこの学校のことを深く知らないから、深町さんは深町さんの事情みたいなもんがあるのかもしれない。


　紹介が終わった後、オレは幹部三人と共に、二階へと上がった。


　二階にはシュヴァリエ隊のグラン・シェフの執しつ務む室とか、相談室とかがあった。なんだかこの学校ではシュヴァリエ隊っていうのは、ホントに特別扱あつかいなんだってことがよく判った。


　そういえば、結城さんは運転手の人に命令していたな。すごく偉えらい人みたいに。結城さんはそこまでここで権限を持つ人なんだろうか。


　二階奥の部屋に、オレは連れていかれる。


　そこはどうやらサロンと呼ばれる部屋らしい。ようするに、リビングみたいな感じの部屋なんだけど、置いてあるソファとかテーブルとか内装とかがヨーロッパって感じ。いや、イメージとしてね。


「ここは幹部だけが使用できる部屋なんだぜ」


　牧野さんはさり気なくオレの腰こしを抱だきながら言った。


　う……。本当にこういう変なスキンシップがなければ、いい人達って言えなくもないのになあ。オレの人権無視してることは置いておくとして。


　三浦さんが近づいてきて、オレに声をかける。


「宏紀君、お茶を淹いれてください」


「え、お茶？」


「そう。こっちにあるから」


　三浦さんが手を差し出すと、牧野さんはオレの腰から手を離はなす。やっぱり、これって、例の優先順位が三浦さんのほうが高いからなんだろうな。


　三浦さんはオレの腕うでを取ると、部屋の向こうの小部屋に連れていく。そこは給湯室みたいになっていた。


「今までは違う子がここの担当だったけど、今日から君がここの担当ですからね」


「た、担当って……」


「僕達がこの部屋を使うときだけ、お茶を淹れてくれればいいんです。あ、僕達、みんな紅茶党ですからね。紅茶の淹れ方、知ってますか？」


　三浦さんは丁てい寧ねいに紅茶の淹れ方まで指導してくれた。小さな食器棚だなには上品なカップなんかが入ってる。シュヴァリエ隊って、ホントに優ゆう遇ぐうされてるんだなあ。


「でも、僕達もいつもここに入り浸びたって、のんびりしてるわけじゃないですからね。普段は部活で忙いそがしいし」


「ええっ、部活やってるんですか？」


　というか、この学校にも部活があったのか。いや、普通あるだろうとは思うが、なんとなく、この学校には部活なんて言葉が似合わないと思ったし、何より、三浦さんと部活っていうイメージが合わなかった。


「なんで、そんなに驚おどろくんですか。変な子だ。僕達、三人ともフェンシング部なんですよ」


　ああ、そういえば、フェンシングで決けつ闘とうするとかって話をしてたよな。


「だから、君もフェンシング部に入りませんか？」


「それって強制なんですか？」


　フェンシングがどういうスポーツなのか、はっきりとは知らなかったが、あんまり興味ないのは確かだ。でも、強制って言われたら、やっぱり入部しなきゃいけないんだろうか。


　三浦さんはちょっと顔を曇くもらせた。


「強制じゃないです。ただ勧かん誘ゆうしただけ。そんなになんでも強制しないですよ」


　そう言われると、なんだか疑ったオレが悪いような気がしてくる。でも、今までが今までだから、そう思っても仕方ないよな。


「でも、フェンシングって面おも白しろいから、一度、見学に来るといいですよ。うちの学校はフェンシングが必修科目だし、見ると勉強になりますから。ね？」


「あ……ハイ」


　オレがそう答えると、三浦さんはニッコリ笑って、オレの手を握にぎった。


「よかったら、僕が君にフェンシングの基き礎そを教えてあげます。手取り足取り……ルールから実戦まで」


　ゲッ。なんでいきなり口説きモードに入るんだよっ。


「み、三浦さんって、モテるでしょう？」


　オレは苦し紛まぎれにそんなことを口走っていた。


「ええ、そうですね。すごくモテますよ」


　三浦さんはテレもせずにそう答えた。


　まあ、実際、こんなにキラキラした容姿だったら、女の子からしたら王子様みたいなもんだし、さぞかしモテるだろう。


「いつも親衛隊が僕の周りにいます。彼らからは、スタンリー様って呼ばれていて……」


　えっ、それって、この学院の話なのか。まあ、男だらけなんだから、男にモテるっていうのもアリなんだろうね。オレにはよく判わからないけど。


　しかし、スタンリー様ってさ……。


「ああ、宏紀君もそう呼んでいいんですよ」


「ええっ、それはちょっと……」


「恥はずかしいですか？　じゃあ、さん付けでいいから、ちょっと呼んでみて」


　やだなあ。三浦さんでいいじゃないか。


　オレはそう思いながらも、仕方ないから口を開いた。


「スタンリーさん？」


「ああ、いい感じですね。ずっとそう呼んでください」


　三浦さん……いや、スタンリーさんは嬉うれしそうに笑った。


「君と僕が晴れて恋こい人びと同士になったら、呼び捨てにしていいですから」


「は？　あ、いいです。呼び捨てになんかしたくありませんから」


　思わず、オレは即そく座ざにお断りしていた。


　だって、冗じよう談だんでも嫌いやだよ。なんで、男同士で恋人になんかならなきゃいけないんだ。この学校ではそういうのが流行はやっていたとしても、オレは絶対嫌だ。


　そう。もし、スタンリーさんに、昨夜みたいなことされたら……。


　オレは結城さんのことが頭に浮うかんだ。


　結城さんは、他ほかの誰だれのものにもなるなって言ったっけ。もちろん、結城さんを含ふくめ、誰のものにもならないつもりだけどさ。


「そんなに遠えん慮りよするもんじゃないですよ。僕は君のことを気に入ってるんだから」


「遠慮じゃありませんよ。オレ、そういうのはちょっと……」


　スタンリーさんがオレの肩かたを抱き寄せて、顔を近づけてくる。


　結城さんにイロイロされたオレとしては、なんとなく先の行動が見えてきてしまって、サッと向こうを向いた。


　キスなんかされちゃ、たまらないからね。


「ガードが固いんですね。せっかく僕がキスしてあげようと思ってるのに」


「オレはキスされたくありません。その親衛隊の人とかにしてあげればいいじゃないですか」


「僕は君としたいんです」


　スタンリーさんは強ごう引いんにオレを引き寄せる。


「やめてくださいってば！」


　これじゃ、会社の給湯室で上司に迫せまられてるＯＬみたいじゃないか。いや、場所が場所だけに、そんなことをふと思ってしまった。


「オレ、紅茶淹いれますから！」


　無理やりスタンリーさんを向こうのサロンに押しやると、ドアを閉める。


　オレはふーっと溜ため息いきをついた。


　なんで、三人とも、オレに何かしようとするんだろう。おかしいよ、こんなの。いくら男だらけの学校でも、オレ以外にも男はいくらだっているんだし、何な故ぜオレだけがこんなに狙ねらわれてしまうのか……。


　いや、本気じゃないんだ、きっと。遊びだ、遊び。


　ほら、オレをオトせるかどうかって、三人で遊んでるんだよ。だから、やたらとちょっかいかけてくるんだ。そうに違いない。


　オレはそう思うと、大きく深呼吸した。


　こんなことでいちいち頭を悩なやませていたら、この先やっていけそうにない。もっとおおらかな気持ちにならないと。


　とりあえず、オレは紅茶を淹れるべく、用意を始めた。








　それから一週間後の放課後、オレはフェンシング部の活動を見に行った。


　フェンシング部は、フェンシング練習場という特別なホールが別に建てられていて、そこで活動していたんだ。なんか妙みように待たい遇ぐういいよね。この学院の創立者の人の理念っていうのが、こういうところにも生きてるんだろうか。


　実際、全国的に見ても、フェンシングのレベルが高い学校らしいから、力を入れるのも判る気もするんだけどさ。


　ちなみに、部長は結城さんだった。で、シュヴァリエ隊のメンバーはほぼフェンシング部に所属してるみたいだった。もちろん市河もフェンシング部で、一年にしては上手うまいほうだって、自分では言っていた。


　オレはスタンリーさんに連れられて来たものの、練習してる人の邪じや魔まにならないように、隅すみっこで見学をする。


　正直言って、オレはまだフェンシングのことがよく判らない。授業で一回やったけど、ルールくらいしか教えてもらってないし。


　オレのフェンシングのイメージは、全身白のユニフォームで、洋式の剣けん道どうって感じだった。まあ、細かいことを言えば、剣道とはもちろんかなり違ちがうわけなんだけど、どちらも剣で戦うことだけは一いつ緒しよだよね。


　オレの目の前には白いユニフォームだらけで、顔をガードするためのマスクをかぶっているから、一体、誰が誰だかよく判らない。スタンリーさんだけは、束ねた長い髪かみが後ろのほうから飛び出ているから判る。だけど、他の人はちょっと……。特に市河がどれなのかは、さっぱりだ。


　見ていたら、それぞれのレベルに対しての練習が違うみたいで、剣を突つく動作ばかりを繰くり返しているのは、きっと一年生だと思うんだ。そして、ある程度のレベルだと、練習試合みたいなのをしているみたいだ。そして、専任のコーチがいて、みんなを指導して回っていた。


　ときどき、フランス語みたいなのが飛び交かっていて……。たぶんフェンシングの用語なんだろうけど、声だけ聞いてたら、なんだかバレエのレッスン中みたいだ。


　ああ、あそこで試合している人達は上手いよな。オレはフェンシングのことなんか、なんにも判らないが、動きでなんとなく判る。


　華か麗れいな剣さばきって言うのかな。一人が相手に剣を突き出すと、それをもう一人が剣で相手の剣を撥はね除のけて、攻こう撃げきする……たまにフェイントとかあって、なんか二人のやり取りが激しいんだ。でも、華麗。動きに無む駄だがなくて綺き麗れいだ。


「あの二人、上手いでしょう？」


　気がつくと、いつの間にかオレの横にはスタンリーさんがいた。マスクを外し、グローブをはめた手で長い剣を持っている姿は、三さん銃じゆう士しみたいで格好いい。


「そうですね。もう実力伯はく仲ちゆうって感じで」


　でも、どっちかというと、背の高いほうが上手いみたいだ。攻撃のかわし方なんか、特に。


「崇夜も紘平も小さい頃ころからフェンシングをたしなんでいましたからね。もちろん僕も」


「えっ、あの二人って、結城さんと牧野さん？」


「……知ってて見ていたんじゃないんですか？」


「判わかりませんよっ。マスクをかぶっていたら」


　なんだか胸がドキドキしてくる。知らずに見とれていたのが、あの二人だったなんてさ。


　いつもオレをこき使ってる二人が、フェンシングをやってるときは、あんなに格好いいとは思わなかった。いや、顔とかが普ふ通つうに格好いいのは知ってるけど、それとはまた違うから。なんか身近にいた人間が、実はスターだった……みたいな感じかな。


「あの二人だけじゃなくて、僕も上手いから、見ていてくださいね」


　スタンリーさんはオレに微ほほ笑えみかけると、マスクをかぶる。そうして、二人の試合の決着がついた後、勝った結城さんと試合を始めた。


　やっぱりスタンリーさんも互ご角かくに渡わたり合っている。紘平さんよりは動きが綺麗だな。紘平さんは大だい胆たんな動きをしていたけど、スタンリーさんは繊せん細さいな感じだ。そして、結城さんは性格どおり冷静な試合運びをしていた。


　フェンシングって、意外に面おも白しろいかもしれない。オレにできるかどうかは判わからないけど、どうせ授業でもやるんだから、少し頑がん張ばってみようかと思ったりして。


「ねえ、君、噂うわさの奨しよう学がく生せいだよね？　安藤宏紀……だったっけ？」


　後ろから声をかけられて振ふり向いた。


　可愛かわいい顔をした小こ柄がらな生徒……オレの全然知らない奴やつだ。制服を着てるところを見ると、オレと同じ見学者なんだろうか。


「僕は二年の高たか山やま北ほく斗とって言うんだ」


　えっ、上級生？　同級生だと思っていたから、ビックリだ。もちろん、そんなこと、失礼だから口には出さないけどさ。


「はあ……。あの、オレに何か用ですか？」


「もちろん用がなければ、話しかけない。でも、ここではできない話だから、落ち着いたところにいかない？」


「えっ、でも……」


　スタンリーさんの試合を見てないと、後で怒おこられそうな気がする。いや、怒られなくても、セクハラの口実に使われそうで……。


「実は結城さん達のことで話があるんだ。大事な話だから……。もちろん君にも関かかわることなんだよ」


　なんだか深刻そうな表情でそう言われると、行かないとも言えない。仕方ないから、オレは高山さんの話を聞くことにした。








「こっちだよ」


　高山さんが先に立って歩くのを、オレは後ろからついていく。一体、どこに行くつもりなんだろう。


　フェンシング練習場の出入り口から、その裏手へと回ると、そこには六、七人の生徒がいて、どうやらその人達は高山さんと知り合いのようだった。


　ということは、オレに用があるのは、高山さんだけじゃなくて、この人達もなのかな。


　高山さんはくるりとオレを振り向いた。


　え……？


　ちょっと待てよ。さっきまでの高山さんと表情がなんか違ちがうぞ。どう違うかって言ったら、なんとなくなんだけど、まるでいじめっ子みたいな顔って言うのかな。高山さんだけでなく、みんながオレを上から見下ろすような雰ふん囲い気きを持っていた。


　な、なんなんだよっ。


　オレは何も悪いことしてないぞ。


　このまま回れ右して逃にげ出そうかと思ったが、一応、オレも男だし。いじめっ子がいたからって、逃げるわけにもいかない。


「あの……話ってなんですか？」


　オレは緊きん張ちようしながらそう尋たずねてみた。


　高山さんは腕うで組ぐみをして、いきなりオレのことを鼻で笑った。


「君さあ、ちょっと生意気なんだよ」


「はあ？」


　オレのどこが生意気だって言うんだろう。よく判らなかったが、あんまり紋もん切きり型な絡からまれ方で、そっちのほうにビックリする。


「何が『はあ？』だよ。だから、生意気なんだって言うんだよ。自分の分ってもんをちょっとはわきまえれば？」


「いや、そう言われても……。オレは慎つつましく生活してるつもりですけど？」


　そう。毎日、あの三人にこき使われたり、セクハラまがいなことをされても、けなげに耐たえてるじゃないか。って、この人達にオレのそんな毎日のことなんか判らないか。


「あのねえ、君はシュヴァリエ隊の幹部の人達にちょっと馴なれ馴れしすぎなんだよ。たかが転校生のくせに」


「あ……」


　オレはやっと絡まれる理由に思い当たった。


「あの、あなた達って、もしかして親衛隊の人達ですか？」


「そうだ」


　高山さんを始めとして、みんなが胸を張る。


「僕達は崇夜様やスタンリー様、紘平様の親衛隊だ」


　うわあ。みんな、様付けで呼ばれてるんだ。


　オレはなんだかめずらしいものでも見るような目で、皆みなさん方を見てしまった。


「なんだよ、その目は？　僕達に逆らう気？」


「いえ、そうじゃないです。でも、オレは別に馴れ馴れしくしてるわけじゃなくて、逆に馴れ馴れしくされてるって言うか……」


　そう言ったら、みんながいっせいにギロッとオレをにらんだ。


　あ、しまった。もしかして失言しちゃったかも。


　特に高山さんの表情がさっきまでの余よ裕ゆうかました顔とは違ってきている。なんだか怖こわくて、オレは思わず目を逸そらしてしまった。


「ほ～う？　君はあの三人に自分がかまわれてるって思ってるんだね？」


「え、いや、あの、ただオレが転校生で奨学生だから、いろいろと規則があって……」


「見苦しい言い訳は必要ないよ！」


　その言葉を合図にしたように、オレは両側から二人の男に手をつかまれた。


「嫌いやだ。離はなせっ」


　振り払はらおうとしたけど、周りを囲まれて、手足を押さえつけられる。


　ひょっとして、リンチか何かされるわけ？　オレは別にあの三人と関わりたくて関わってるんじゃないのに。


　高山さんはオレの目の前でニヤリと笑った。


　なんだかゾクッとする。可愛い顔でそんな笑い方をされたら怖いよ。


　高山さんは手を伸のばして、オレの頰ほおに触ふれる。


　何をされるかと、オレはビクビクしていた。叩たたかれたり、つねられたりするのかなあって。できれば、あんまり痛い思いなんかしたくないんだけど。


「大だい丈じよう夫ぶ。そんなにビクビクしなくても、顔には傷をつけないよ」


　一いつ瞬しゆん、ホッとしたオレだけど、よく考えたら顔には傷つけないってことは、他ほかの場所には傷つけるかもしれないってことじゃないか。


「あの……オレ、ホントに……」


「だから、言い訳はいらないんだよ！」


　いきなり腹に衝しよう撃げきを受けた。


　噓うそ……。


　こんなに可愛い顔をしてるのに、いきなり腹を殴なぐりつけるなんて詐さ欺ぎみたいだ。しかも、なんか妙みように力が強いし。


　オレは苦しくて、足に力が入らなくなるが、腕をつかまれてるから、倒たおれることも許されなかった。


「まあ、腹もあんまり殴るとマズイからね」


　そう言いながら、高山さんはオレのネクタイを解ほどき始めた。そうして、シャツのボタンも全部、外してしまう。


　何してるんだろう。ひょっとして、服の下になってるところを傷つけられるんだろうか。


「さあ、君にはどういうお仕置きをしようか」


　高山さんはポケットから何かを出した。……って、カッターナイフじゃないか。それをキリキリと音を立てて、わざとオレの目の前で刃はを出したんだ。


「ちょっと痛いかもしれないけど、我が慢まんしてね」


　高山さんは笑いながら、オレの胸に刃を滑すべらせる。いや、刃が寝ねているから、肌はだには傷はついていない。けど、高山さんの気持ち次し第だいで、たぶん血が出るようなことになる。


「さあ、約束してくれないかな。もうあの三人には馴れ馴れしくしないって」


「……」


　そんなの、約束できるわけがない。オレがしたくなくったって、三人のほうから用事を言いつけられたり、勝手に肩かたを抱だかれたりするんだから。


　でも、この場では約束したほうがいいのかな。噓でもなんでも、馴れ馴れしくしないって言っておけば、許してもらえるはず。


　でも……なんか嫌だ。


　こんな大勢で卑ひ怯きような脅おどかしをするなんて。しかも、刃物をちらつかせるなんて、どこのヤクザだよ。


「さあ、言うんだよ。もう二度と馴れ馴れしくしませんって」


　高山さんはカッターナイフを押しつけてくる。胸に痛みが走り、見ると血が出ている。


「ああ、手が滑っちゃった。君が悪いんだよ。はっきりせずに僕を怒おこらせるから」


　違ちがうだろう。高山さんを怒らせたオレが悪いんじゃない。オレに刃物を突つきつけてる高山さんのほうが悪いんだ。


　しかも、大人数でオレを動けなくしてるくせに！


　自分が置かれてる状じよう況きようを考えたら、おとなしく高山さんの言うとおりにしてたほうがいいに決まっている。けど、オレはどうしてもそうしたくなかった。


　こんな脅かしに屈くつ服ぷくすることが嫌だったんだ。


　たとえ勝手に決められたことでも、オレは一いつ生しよう懸けん命めいやってるのに。それをこんなふうに変な誤解だか嫉しつ妬とだかで、横よこ槍やりを入れられたくない。


「ほら、ちゃんと僕の言ったとおり、言うんだよ。そうしないと……」


　再び胸に痛みが走った。


「オレは……あんた達の言いなりになんかならない！」


　高山さんはオレが反はん抗こうするとは思わなかったんだろう。途と端たんにムッとした表情になった。


「そうなんだ？　じゃあ、こっちにだって考えがある」


　高山さんはカッターの刃を引っ込めると、オレのベルトに手をかけた。


「何するんだっ」


　高山さんはフフンとオレを馬ば鹿かにしたように笑った。


「反抗した罰ばつだよ。ちょっと恥はずかしい目に遭あってもらおうかな」


　恥ずかしい目って、オレを裸はだかにするつもりか……？


「嫌だ！　やめろぉ……！　離せ！」


　オレは懸命に身体からだをよじるが、こんなに大人数で手足を押さえられていては、どうしようもない。


　ベルトを外されて、それから……。


「そこで何をしてるんだ！」


　鋭するどい声が飛んできて、高山さんの手が止まる。同時に、オレの手足を拘こう束そくしていた手が離れた。


　声がした方向を見ると、そこには生徒会の副会長・北見さんがいた。


「転校生相手に何をしている？　いじめか？」


　高山さんはちっと舌打ちして、カッターをポケットに仕し舞まう。そして、北見さんをにらみつけた。


「生徒会の番犬のくせに！」


　高山さんはそう言い捨てて、他の親衛隊と一いつ緒しよにさっさと引き上げていった。


　オレはホッとして、地面にガクッと膝ひざをついた。なんだか気が抜ぬけてしまって、立っていられなかったんだ。


「大丈夫か！」


　北見さんがオレの傍そばに寄ってきて、オレを抱き起こしてくれる。


「あ……すみません。助かりました」


　見上げると、間近に北見さんの精せい悍かんな顔があった。


　何な故ぜだかドキッとする。


　いや、男らしくて格好いいからさ。オレはあいつらに反抗したわりには、てんでダメだったけど、北見さんはたった二言であいつらを綺き麗れいに追い払ったんだ。すごいよ。


「あいつらは親衛隊だろう？　安藤がターゲットになるのは判わかっていただろうに、どうして護衛の一人もついてないんだ？」


「え……護衛なんて……」


　そんなもの、オレについてるわけがない。オレはあの三人みたいにシュヴァリエ隊の幹部ってわけじゃないし。


「安藤はあの三人にこき使われてるんだろう？　その見返りとして、危険から守ってもらえるはずだ。それができないなら、シュヴァリエ隊の存在意義はない」


　そこまで言い切るか。と思ったが、確かにそうかもしれない。確かにオレは守ってやるって言われたし。シュヴァリエ隊はこの学院での警察みたいなもんなんだから、危険があるのを放置してちゃいけないだろう。


　これはオレだけの問題じゃないかもしれない。


「しかし……あいつら、やり過ぎだ」


　北見さんはオレの胸の傷にそっと触れた。


「あ……」


　ピリッと痛みが走ったが、それだけでなく、北見さんにそんなところを触さわられるとは思ってなかったから、ちょっとビクッとした。


「痛むか？　保健室に行こう」


「あ、はい……」


　北見さんはオレの肩に手をかけて、歩き出した。


「そこまでにしておいてもらおう」


　聞き慣れた冷たい声がしたから顔を上げると、結城さんがオレ達の前に立っていた。


　部活のときの格好で、マスクだけ外しているが、剣けんは持ったままだ。その剣を結城さんはまっすぐ北見さんに向けた。もちろんフェンシング用の剣は、先が尖とがっているわけじゃないから、怪け我がをする恐おそれはないけど、普ふ通つうはこんなことしないだろう。


　北見さんはぐっと結城さんをにらみつけ、結城さんはただ冷たい目で北見さんを見ていた。二人の間に火花が散ったようにオレには見えた。


「剣を人に向けるか。フェンシング部の部長ともあろう者が、マナーがなってないな」


　しかし、北見さんの言葉に結城さんは眉まゆも動かさなかった。


「宏紀から手を引け」


「結城さん！　北見さんはオレを助けてくれたのに、そんな言い方……！」


「いいんだ、安藤」


　北見さんはオレの肩から手を離した。


「今日はこのまま引いてやる。だが、危険を放置するな。おまえ達は安藤を守る義務があるはずだ」


「そんなことは君に言われなくても判っている。今回は目を離はなした護衛が悪い。今後はもっと護衛を強化する。それだけだ」


　えっ、ちょっと待ってよ。護衛なんかいた？　オレはそんなの知らないよ。


　結城さんが口から出まかせを言ってるだけなのか。でも、結城さんって、そういう人じゃないしな。


「それならいい。……おまえも剣を持ったままこの子を探していたということは、ずいぶんあわてていたんだろうな」


　途端に、結城さんは嫌いやな顔をした。


　まあ、オレごときにあわてていたなんて言われたら、結城さんのプライドが許さないだろう。


「余計なお世話だ」


　結城さんはそう言うと、剣を引いた。


「彼の面めん倒どうは私が見る。君は早くここを立ち去りたまえ」


「ああ。……じゃあ、安藤、気をつけてな」


　北見さんはオレには優やさしく笑ってくれた。


「あ、はい！　どうもありがとうございました！」


　オレはあわてて北見さんに頭を下げる。北見さんと結城さんの確かく執しつはよく判らないけど、オレが北見さんに助けられたのは事実だから。


　北見さんは姿勢がよくて、オレは思わずその去っていく後ろ姿に見とれてしまった。ああいう人って、男っぽくて憧あこがれるよなあ。なんていうか、オレにはないものを持ってるって感じで。


「……宏紀」


　呼びかけられて、オレはハッと我に返った。


「ナイフで傷をつけられたのか？」


　結城さんは胸の傷に触ふれて言った。そういえば、北見さんも傷に触ったっけ。どうでもいいけど、直じかに触れられたら痛いんだけどなあ。


「はい。あ、ナイフっていうか、カッターで」


「高山か？　目を離すよりは手元で飼っておいたほうが危険が少ないと思っていたが、これはやりすぎだな。私のものに傷をつけるとは許せない」


　ゲッ。出た！　『私のもの』発言！


　前にエッチなことをされて言われた言葉だが、あれ以降は言われることもなかったから、オレも忘れかけていたんだけど……。


　結城さん自身は、まだオレのことを自分のものだと思ってたんだな。というか、一人で勝手に決めてたっていうか。オレの意思なんか全然無視で。


「消毒したほうがいいな。保健室に行くぞ」


「あ、オレ、一人で行けますから」


　そう言ったら、結城さんにジロッとにらまれた。


「今、北見と一緒に保健室に行くところじゃなかったのか？」


「え？　ああ、さっきはちょっとまだショックが抜けてなかったから……。今はもう大だい丈じよう夫ぶですから」


　結城さんと二人で保健室に行くなんて、ちょっと嫌だ。この間のことがあってから、オレは部屋に呼びつけられる以外では、あまり結城さんとは二人きりにならないようにしている。あれから、別に何もないが、一応、警けい戒かい心ってものを持つべきだと思ってさ。


　まあ、結城さんの部屋より保健室のほうが百倍安全だとは思う。けど、結城さんって、とっつきにくい人だしなあ。二人で歩いていても、あまり楽しくないよ。


「親衛隊の件がある。君には一人歩きはさせられない」


「そんなオーバーな……」


「オーバーじゃない。君は気づかなかっただろうが、いつでも君には護衛がついていたんだ」


「護衛って……オレはそんなの知らない」


　本当にそんなのがいたのか。結城さんさっきそう言ったけど、オレにはそんな気配なんか全然感じられなかったのに。


　結城さんはオレを馬鹿にしたみたいな笑えみを浮うかべた。


「私の選えりすぐりの部下だ。君に気づかれるようなヘマはしない」


　オレはそれを聞いて、ムッとした。


「じゃあ、その選りすぐりの部下が護衛についているのに、なんでオレはあの親衛隊にこんなふうに脅おどかされなきゃならなかったんですか？」


　それも、オレのほうから結城さん達に近づいてるみたいな言い方をされてさ。


「親衛隊が二手に分かれていた。陽動部隊が護衛の注意を引きつけ、本隊が君を連れ去った、というところかな。もちろん、そのことについては部下の不ふ手て際ぎわだったと思う。だから、責任者である私が直じき々じきに君を保健室に連れていってやろうと言っている」


　なんで結城さんのものの言い方って、こんなに偉えらそうなんだろうか。普通に喋しやべれば納なつ得とくできるものを、偉そうに喋るから、オレみたいなのはカチンと来るんだよ。


　まあ、でも、ここで言い争っても、結城さんは一度オレを保健室に連れていくと決めた以上、撤てつ回かいしてくれなさそうだ。ということは、オレのほうが早めに折れたほうがよさそうだな。


「判りました。じゃ、保健室に連れてってください」


　オレは溜ため息いき混じりにそう言った。








　保健室には……誰だれもいなかった。


　何で誰もいないんだよ。普通、保健の先生とかがいるもんじゃないのか。それとも、これはオレを陥おとしいれる罠わなか何かなんだろうか……なんてことまで考えてしまった。


　いや、保健室で結城さんと二人きりって。


　まさか、こんなところで何かされることはないと思うけど、めちゃ居い心ごこ地ち悪いよ。


「仕方ないな。そこに座りなさい」


　結城さんは椅い子すに座ったオレに剣を預けて、薬などが入っているキャビネットを開く。


「あの……勝手に開けていいんですか？」


「別に劇薬が入っているわけじゃない。それに私の用があるのは消毒薬だけだ」


　蓋ふた付つきの透とう明めいな入れ物にガーゼが入っている。消毒薬に浸ひたしてあるやつだ。結城さんはそれをピンセットでつまんだ。


「シャツの前を開けないと、薬をつけられない」


「はい……」


　オレはせっかく留めたボタンを外して、シャツの左右を広げた。でも、オレ、自分の胸くらい、自分で薬を塗ぬれるんだけどなあ。わざわざ結城さんに手当てしてもらわなくてもさ。


　冷たい消毒薬が傷口につけられる。傷口の血は固まっていたけど、薬をつけられると、じわっと染しみて痛みが広がってくる。


「深い傷ではないが、一応、絆ばん創そう膏こうを貼はっておくか」


「大げさですよ。オレは別に平気だから」


「私は君の面倒を見る義務がある」


　そ、そうか。やけに親切だと思ったら、そういう約束が確かにあったよな。


　なんだ。少しくらい結城さんにも優しいところがあるかと思ったのに、こうして保健室に連れてくるのも、手当てをするのも、ぜーんぶ義務感からなんだな。


　そう思うと、なんだか腹立たしいオレだった。


　いや、なんで腹が立つのか、よく判わかんないけどさ。


　結城さんはそこにガーゼを当てて、絆創膏で留めた。胸の真ん中よりちょっと上の部分に、でっかい絆創膏……。


　やっぱり大げさだよ。


　オレは手当てが済むと、そそくさとシャツのボタンを留めた。結城さんに肌はだをさらすのは、やっぱり怖こわいからね。というか、結城さん自身が何を考えてるのか、オレにはさっぱりつかめないから怖いのかもしれない。


「……君は北見と知り合いなのか？」


　結城さんは出したものを元のように片付けながら尋たずねてきた。


「知り合いっていうか、前にちょっと会ったことがあるだけです。生徒会長と一いつ緒しよに現れて、オレが結城さん達の小間使いすることで文句みたいなことを言ってました。えーと、生徒会はオレの味方だとかなんとか」


「メグミが……。そういえば、紘平がそんな話もしていたな」


「『ケイ』って読むんじゃないんですか？　本人、すごく怒おこってましたけど」


「メグミとキタミ。語ご呂ろがちょうどいい」


　そんな問題じゃないと思うけど。生徒会とシュヴァリエ隊は仲が悪いみたいなのに、結城さん達にこんなことを言われてて、深町さんもちょっと可哀かわい想そうかなあとも思う。


　本当のことを言えば、そういう争いにはオレは巻き込まれたくない。ただ平へい穏おん無事に暮らしたいよ。ただでさえ、いろんな信じられない出来事が多くて、オレは翻ほん弄ろうされっぱなしだから。


「メグミはキャンキャン吠ほえるが、うるさいだけだ。問題は北見のほうだ」


「問題って……何かあるんですか？」


「……それは君には関係ない」


　オレに話を振ふったくせに、肝かん心じんなことは説明してくれないのか。いつものように単に面倒くさいのか、それとも何か意味のあることなのか……。


「君も北見とは関かかわり合いになるな。私が言いたいのはそれだけだ」


「関わり合いになるなって言っても……オレは助けてもらったのに！」


「あの男に礼を言ったなら、それで済んだことだ。もうこれ以上、近づくな」


　別にオレは北見さんに近づく気はないし、変に関わり合いになる気はない。けれども、そんなふうに人の付き合い方を結城さんに偉そうに指示される覚えはない。


　いくらオレが結城さん達の小間使いをさせられてるからって、なんでも言うこと聞くのとは違ちがうはずだ。


　オレはドレイじゃないんだから。


「付き合う人はオレが選びます！　結城さんに強制なんかされたくない！」


　オレは強い調子でそう宣言した。が、すぐに後こう悔かいした。いや、言った内容じゃなくて、結城さんの前で不用意にそれを言ってしまったことを。


　結城さんは冷たい目でオレをにらんだ。


　よく綺き麗れいな人は怒ると怖いって言うけど、結城さんもそれに当てはまるかもしれない。オレの怒いかりなんか吹ふっ飛んでしまうくらい、なんだか迫はく力りよく満点だった。


「……と思ったりして」


　冗じよう談だんのようにくっつけた言葉が、この場にそぐわなくて、心臓がドキドキしてくる。


「君は北見と付き合うと言うのか！」


「いや、そうは言ってないです。ただ、近づくなとか言われると、ちょっとムッときますよ」


　オレは弱よわ腰ごしながらも、一応、言いたいことは言った。どうせにらまれたんだから、一緒だと思って。


　結城さんはオレの肩かたに手をかけた。


　怖くて思わずビクッとしてしまう。かなり情けないけど、仕方ないよねえ。


「あ……」


　結城さんが顔を近づけてくる。オレはハッとして身を引こうとしたが、肩を押さえられてるから、そのまま唇くちびるを塞ふさがれてしまった。


　なんなんだよっ、一体。


　これで何度目のキスだろう。オレは結城さん相手に何回キスしてるんだよーっ。というか、オレがキスされてるほうか。


　なんでこの流れで、オレがキスされるのか、さっぱり判らない。もちろん、今までのどの場合でも、キスされる理由はなかったと思うんだ。


　キスって、こんなムリヤリするもんじゃないだろう？　恋こい人びと同士が愛情確かく認にんのためにするもんだと思うし。


　それでも、オレは結城さんのキスには弱かった。自分でもどうしてなのか判らないけど、結城さんにキスされると、頭がふわふわしてくるんだ。


　変だよ、オレ……。


　頭の中では抵てい抗こうしなきゃって思ってるのに、なんでオレは黙だまってキスされたままでいるんだろう。


　やがて、唇が離はなれる。


　結城さんはオレの目をじっと見つめてくるから、オレも視線を外せない。


「な……なんでキスなんかするんですか？」


　オレは搾しぼり出すような声で尋ねた。


　もう心臓のドキドキが止まらないよ。


「君が私のものだからだ」


　そもそも、どうして『私のもの』呼ばわりされてるのかが、オレにはよく判らない。仮に、オレが結城さんのものだとして、どうしてここでキスをされるのか、やっぱり判らないんだ。


　オレが余計なことを言って怒らせたから、お仕置きでキスしたとか。


　でも、そんな雰ふん囲い気きじゃなかったしなあ。


　結城さんはちょっと笑って、オレの頰ほおに手を当てて撫なでた。けれども、ペットのように可愛かわいくて撫でてるというより、なんだか別の意図で撫でてるようにオレには思えた。


「ちょうどここにはベッドがある。君が私に逆らえないようにしてやってもいいんだよ？」


　ゾゾーッと背筋に冷たいものが走った。


　なんかとんでもないことを言われてるような気がする。この間以上のとんでもないエッチなことをされそうだ。


「こ、ここは保健室ですよっ？　いくらなんだって、いつ先生が戻もどってくるか判らないのに、そんなことを……」


　結城さんはふっと笑って、オレの頰から手を離した。


「もちろんここでするというのは冗談だ。しかし、私に逆らうのなら、それ相応の考えがあるということだ」


　その考えを、オレは一生知りたくなかった。


　ああっ、なんかオレ、とんでもない人に目をつけられてるんじゃないかな。親衛隊の人達があんなに慕したってる『崇夜様』は、本当はこんな恐おそろしい奴やつなんだぞーっ。


　王様の耳はロバの耳って、穴に向かって叫さけびたい気分でいっぱいだった。


「なんでそんなに結城さんって勝手なんですかっ？」


　オレが必死で繰くり出した質問を、結城さんは思いっきり黙もく殺さつした。冷たい視線のおまけつきで。








　オレに護衛がついているというのは、言われてみれば、確かにそうだった。さり気なくついてきてるから、オレは今まで全然気づかなかったんだ。


　というわけで、オレは相変わらず、雑用と勉強の日々を護衛の人に見守られながら過ごしていた。結局、フェンシング部には見学の日にケチがついたのもあって、入部しないことにした。親衛隊の目が怖いっていうのもある。


　授業で剣けんを持ってみたが、見学の日に見た結城さんみたいに華か麗れいに扱あつかうこともできなかったし、どっちみち決けつ闘とうなんかするつもりはないからいいんだ。スタンリーさんにはガッカリされちゃったけど。


　やがて、学校は来きたるべき学院祭に向けて、準備期間に入りつつあった。その関連の委員会があるため、今日は部活がない日だとかで、結城さん達三人はシュヴァリエ隊の幹部サロンで、ゆったりとしたソファに座り、お茶を飲んでいた。


　もちろん傍そばにいて給仕をしてるのはオレだよ。


　まあ、ついでにオレも自分専用のカップを買ってもらって、一緒に飲んでるわけなんだけど。


「ところで、最近、生徒会の動きはどうだ？」


　結城さんは突とつ然ぜん、牧野さんに尋ねた。


　のんびりお茶を飲んでるように見えてても、ミーティングは欠かさないってところだろうか。


「いろいろ嗅かぎ回ってるよ。メグちゃん、ヒホウの情報の一部をどっかから仕入れたみたいで」


　ヒホウ……って、なんのことだろう。牧野さんはずいぶん意味ありげにヒホウと発音したから、ちょっと気になる。


「仕入れたって簡単に言いますけど、ヒホウの件は誰だれかが洩もらさなくては仕入れることは不可能ですよ。一体、どうやって……」


　スタンリーさんもヒホウのことは知ってるらしい。みんなが話してる話の内容は、ちっとも判わからないんだけど、妙みようにヒホウのことは気になって仕方ないオレだった。


「俺達の中にスパイがいる！　とかでなければ、親しん戚せき関係か。口の軽い奴が多いから」


「口が軽いというより、不満に思っている人がいるということでしょうね。まあ、仕方のないことかもしれません。ですが、それがあまりに生徒会側に筒つつ抜ぬけになって、情報が利用されるようなことになったら……」


　結城さんはカップをテーブルに置き、腕うで組ぐみをした。そんなポーズを取る結城さんは、三人の中でやっぱり格上の存在って感じに見える。


「もし本気で利用しようとするなら、生徒会といえども容よう赦しやはしない」


　うわっ。怖こわい。格上の存在っていうより、マフィアのボスみたいだよ。


　シュヴァリエ隊って、実は正義の味方じゃなかったのかって、今、一いつ瞬しゆん疑ってしまったくらいだ。


「まあ、それはともかく、そのヒホウ自身がなかなか手に入らなくてね。みんな、手こずってるんじゃないか？」


「ああ、そうですね。手に負えないです。でも、可愛くてそっとしておきたい気持ちもあるんですよ」


　牧野さんとスタンリーさんの会話を聞いてて、ヒホウってものの正体が、ますます判らなくなってくる。


　えーと、なかなか手に入らなくて、手こずってて、手に負えなくて、でも可愛くてそっとしておきたいもの……？


　なんだろう。動物？　そのへんの野鳥のことかな？


　だけど、その野鳥だか動物だかの情報を、生徒会が手に入れて、どう利用するって言うんだろう。


　謎なぞだ……。謎過ぎる。


「崇夜はどうだ？」


「別に」


　結城さんの答えが一番謎か。『別に』どうなんだって感じだよね。牧野さんもそんな素っ気ない返答に、肩をすくめている。


「あの……牧野さん、ヒホウってなんのことですか？」


　オレは三人の中で一番とっつきやすい牧野さんに質問してみる。


「何？　宏紀ちゃん、ヒホウのことを知りたいの？」


　牧野さんはなんだか変な笑い方をしながら、そう言った。


　どうでもいいけど、いつの間にか、オレは牧野さんに『宏紀ちゃん』呼ばわりされてるよなあ。メグちゃんよりはマシだと思うけど。


「ダメならいいんですけど、ちょっと知りたいなあって」


「そうかあ。じゃあ、俺のこと、紘平さんって呼ぶようにしてくれたら、教えてあげないでもないな」


　ゲッ。スタンリーさんに続いて、紘平さんかよ。


　でも、それもついでだから、いいか。牧野さんだって、紘平さんだって、変わりはしないよ。


「紘平さん？」


「おおっ、いい感じ。これで一気に親密度アップって感じだ。ずっとスタンリーだけ名前っていうのは、贔ひい屓きだと思ってたんだよなあ」


　贔屓っていうか、オレだって、スタンリーさんに頼たのまれなきゃ、名前で呼んだりしないよ。


「なあ、崇夜も宏紀ちゃんに、崇夜さんって呼んでもらえば？」


　結城さんはそれを聞いて、表情も変えずに素っ気なく言った。


「必要ない」


　う……。今、結城さんの冷たさが身に染しみて判ったよ。


　オレも結城さんを名前で呼びたいわけじゃないのに、そんなふうに素っ気なく否定されると、オレ自身まで拒きよ絶ぜつされたような気になってしまうんだ。別に結城さんに拒絶されたからって、オレは困らないけど、毎日顔を合わせてる身としては、なんとなくモヤモヤとするじゃないか。


「ホントに崇夜って、淡たん白ぱくですよねえ」


　スタンリーさんが微ほほ笑えみながら言ったが、淡白とはまた違ちがうように、オレは思うな。結城さんは冷たくて自分勝手で怖い人なんだよ。でも、意外とスケベで手が早い！


「あのー、それでヒホウの謎は……？」


「ああ、そうだったね。ヒホウっていうのは、秘密の宝で秘宝。この学院の敷しき地ち内のどこかに隠かくしてあるんだよ」


「えっ、それって、どういうものなんですか？　金銀財宝？」


　イメージとしては、洞どう窟くつに宝の箱があって、その中に金貨や宝石がいっぱい詰つまっているって感じかな。確か、子供の頃ころのお気に入りの絵本にそんな絵がついていたっけ。


「うん。この学院の創立者であるアレクサンドルさんがどっかに隠したらしいんだ。それで、俺達は宝探ししてるってわけ。それを生徒会の連中が横取りしようと狙ねらってて……」


　牧野さん……じゃなくて紘平さんの言うことを聞いてると、なんだかこう、ワクワクしてきてしまう。


　この学院にそんなロマンティックでドラマティックな秘宝がどこかにあるなんて。ひょっとして、シュヴァリエ隊と生徒会の対立は、実はその秘宝をめぐる戦いだとか！


「オレもお手伝いしたいなあ」


「宏紀ちゃんも参加する？」


「えっ、オレも宝探しに参加していいんですか？」


「うん。ただし、これは絶対に秘密だよ。誰にも知られちゃいけないんだ。そうして、もし宏紀ちゃんが見つけたら、俺達に報告すること。四人で山分けだからね」


「はい！　でも、何かヒントはないんですか？　ほら、半分に破れた地図とか」


「それが今のところ、手がかりがないんだよ。だからさ、宏紀ちゃんは図書館で学院史を借りてきて、熟読しといて。俺達は俺達でいろいろ手を尽つくすから」


「学院史ですねっ。判りました」


　ああ、この学院って、変なところだと思っていたけど、そこまで変で面おも白しろいところだったなんて。


　オレはねえ、小さい頃から宝探しをしたかったんだよ。絵本の影えい響きようで。宝探しごっこなんか、公園でよくしたもんだ。


　それが高校生になってもやれるなんて嬉うれしいな。しかも、本物の宝なんだよ。


「俺達も宏紀ちゃんが仲間になってくれると助かるよ。他ほかの奴はなかなか信用できないけど、宏紀ちゃんなら絶対だからね」


　紘平さんは嬉しいことを言ってくれる。


　よかった。今までの小間使いというかドレイ生活も、ここで報むくわれるわけだ。アレクサンドル学院バンザイって感じだ。


「あ……でも、どうしてアレクサンドルさんは財宝を隠したりしたんですか？」


「その正確なところを調べるのが、宏紀ちゃんの担当なんだよ」


「あ、そうですか……」


　なんとなく判ったような判らないような。まあ、宝探しって、いろいろ曖あい昧まいな情報を元にして探すもんだよな。


　とにかく、オレは明日、絶対、図書館に行くぞ。固くそう決心したんだ。


「オレ、頑がん張ばります！」


「うん。それはいいけど、紅茶のお代わりよろしくね」


　紘平さんにカップを差し出される。ついでにというのか、スタンリーさんも結城さんも差し出していた。


　うーん。やっぱり、オレって、この三人の仲間っていうより、使用人って感じだよなあ。


　オレは黙だまって、紅茶のポットを持って、ミニキッチンのほうへと向かった。








　翌日の放課後、オレは早さつ速そく、図書館へと向かった。


　この学校の図書館は大きくて、たくさんの本が置いてある。最初、学院史の本なんかどこにあるのか判らなくて、ウロウロしていたオレだけど、当番の図書委員に聞いたら、あっさりと判った。


　オレはその棚たなの一番上にある分厚い学院史を取ろうとしたが、あんまり棚が高いので、手がほんの少し届かない。


　男子校だからって、みんなの背が高いわけじゃないのにさ。ちょっとくらい背の低い奴やつだっているぞ。


　一いつ生しよう懸けん命めい、背せ伸のびをして取ろうとしたら、後ろから誰かが手を伸ばして取ってくれた。


「あ、ありがとうございます！」


　振ふり向いてみて驚おどろいた。本を取ってくれたのは、北見さんだったからだ。


「こんな本を読むのか？」


　北見さんは不思議そうにハードカバーに金文字の表紙を眺ながめた。


「あ、えーと、オレ、転校生だから、いろいろ学院のことを知りたいなあって思って」


　北見さんは生徒会の人だし、宝探しのライバルだから、うかつなことは言えない。いや、北見さんがここに来たのは、実はオレの行動をマークしていたからだったりして。


　だって、都合よく現れすぎじゃないか。そういえば、この間の親衛隊から助けてくれたときも、すごくいいタイミングで現れたよねえ。あ、もちろん助けてもらったことはすごく感謝してる。でも、あの場所って、あまり人が来ないから、親衛隊の人達もオレを連れていったんだろうし、今から考えると少し疑問かなって。


　いやいや、恩人に対して失礼かなあ。どうも宝探しのライバルだと思うと、自然と点数が辛からくなってしまう。


「まあ、本なんて好き好きだからな」


「北見さんは何か本を探してるんですか？」


「ああ、学院祭の資料を探しにきてる。うちのクラスは民族衣い装しようの研究をしているから……」


　そうなんだ。この学校の学院祭は、お祭りというよりは、なんだか研究発表会みたいな感じが強かった。


「学院祭って意外と地味で真ま面じ目めですよね。ビックリしました」


「うちは他校の生徒を中に入れないからな。保護者もあまり来ない。だが、それなりに盛り上がれるものはあるぞ」


「えっ、そんなのがあるんですか？」


　それは初耳だった。市河は教えてくれてないぞ。あの三人からも聞いてない。


「公開決けつ闘とうが行われる」


「決闘……って、フェンシングの……ですよね？」


　確か、喧けん嘩かの代わりにルールに則のつとった決闘をするんだよな。


「そうだ。普ふ段だんはシュヴァリエ隊幹部が立ち会って、当事者だけで行われるものだが、わざわざ学院祭まで待って、そこで公開決闘を希望する者も多い」


　オレのイメージとしては、闘とう牛ぎゆうみたいなものかなって思う。観客が闘たたかっている二人を見て、盛り上がるんだろうか。


「オレはまだ見たことないけど、面白そうですよね。……あ、見る分にはね。オレは当事者にはなりたくないです」


　あわてて付け加えると、北見さんはクスッと笑った。


　ああ、北見さんって、こういう笑い方もするんだ。なんとなく新しん鮮せんな感じだ。


「そういえば、この間はどうもありがとうございました。結城さんが来て、北見さんにいろいろ嫌いや味みみたいなことを言ってたから、悪かったなあって……」


「いや。もともと、俺とあいつは仲がよくないから。……あのときの傷はどうだ？」


「もう治りました。結城さんが保健室に連れていってくれて、消毒してくれたし」


「あいつが自分で消毒までしたのか！」


　北見さんは驚いたように目を見開いた。


「あ、やっぱり結城さんって、そういうことをしなさそうな人ですよね。誰だれかに命令するのは得意そうだけど」


　ソファに腕うで組ぐみして渋しぶい顔でいるのが似合う人だからな。いい加減もう慣れてきたが、それでもときどきは、なんて横おう柄へいな人なんだろうと思うよ。


　ふと思い出したけど、北見さんには近づくなって言われたんだった。もしかして、こんなふうに話し込んでるとマズイかな。もちろん結城さんがそんなことをオレに強制する権利なんてないと思うんだけどさ。


「あ、オレ、そろそろ戻もどらないと……」


「あいつらにこき使われているんだろう？　もしどうしてもつらいことがあったら、力になるから俺に言ってくれ」


「はい、ありがとうございます。でも、もう慣れちゃってるから。最初に比べると、ずいぶん楽になったんですよ」


　明るくそう言ったら、何な故ぜか北見さんは同情するような目でオレを見た。


「学院祭では、うちのクラスも見にきてくれ。あまり派手じゃないが」


「あ、はい。うちのクラスにも来てくださいよ。……トイレの歴史の研究だけど」


　オレの最後の一言に、北見さんは吹ふき出して、図書館で読書してる人達ににらまれてしまった。








　その夜、オレは寝ねる前に自分のベッドで寝転びながら、分厚い学院史を読んでいた。


　でも、やたらとむずかしいことばかり書いてあって、なかなか先に進まない。どうせだったら学院史・漫まん画が版とか制作してくれればいいのに。


　そんなことを思いながら読んでいると、オレの耳にとっても不ふ吉きつな音が聞こえてきた。


　窓の外でゴロゴロと鳴る音。そう、雷かみなりだ。


　今はまだ遠いようだけど、このままこっちに来ないでほしいな。雷だけは本当に苦手なんだよ。あんなのを聞いて、平気な顔をしてる奴の気が知れない。


　オレはしばらく雷のことを頭から追い出そうと、本を読んでいたんだけど、なんだかだんだん音が近づいてきたような気がする。


　もう寝よう。寝てれば、雷の音なんか聞こえないよ。……たぶん。


　本を閉じたとき、いきなりものすごい音が響ひびいた。


「うわあっ」


　オレはあわてて丸く縮こまって耳を押さえた。


　いや、鳴ってから押さえても、もう遅おそいのは判わかっているんだけど。


　とにかく明かりを消して、布ふ団とんに潜もぐり込もう。と、手を離はなした途と端たんに、窓の外がピカッと光った。


　あわてて耳を押さえると、またずいぶん大きな音が聞こえた。


　ど、どうしよう……。


　いや、どうしようも何も、こうやって我が慢まんするしかないんだ。雷に対して、文句をつけたって、鳴るもんは仕方ないし。


　外は急に雨が降り出した。それも、かなり強い雨で、余計に怖こわい。


　でも、昼間じゃなくてよかったかもしれない。教室の中とかだったら、オレが雷に弱いことがみんなに知れ渡わたって、馬ば鹿かにされていたかもしれないから。


　あれっ、今、軽いノックの音がしたような気がする。


　オレは動きたくなかったし、気のせいってことにしたかったけど、もう一度聞こえたから、仕方なくドアを開けた。


「結城さん……！　どうしたんですか？」


　そこには、普段着姿の結城さんがいた。


　用があるときはケータイで呼び出されるはず。どっちみち、雷が鳴ってるときに、オレは動かないけどね。鳴っても無視だ。


　ああ、結城さんはオレが雷嫌ぎらいだってことを知ってるから、わざわざここまで来て、用を言いつけにきたのかな。


「雷が鳴ってるが、平気か？」


「平気なわけがないでしょうっ？　オレは……」


　そこまで言ったときに、またピカッと光ったから、耳を押さえてその場にしゃがみこんだ。なのに、いくら耳を押さえていたって、雷の音は聞こえてしまう。


「もう、やだ……」


　オレの声は泣き声になってしまっている。たかが雷だってことは判ってるんだ。でも、怖くてたまらない。


「仕方のない奴だな」


　結城さんはオレの腕を引っ張って立たせた。


「だって……怖いんだよ……」


「怖いと思うから、怖いんだ。しっかりしろ」


　結城さんにこんなだらしないところは見せたくなかった。だけど、生理的に苦手なものや怖いものは、どうしたって努力では平気になれないと思う。


　ああ、また光が……。


　オレは耳を押さえながら、結城さんの胸にくっついた。


　結城さんがオレを守ってくれたりしないことは、よーく判っていたけど、とりあえず今、オレの目の前にあって、頼たよれるものはそれだけしかなかったからだ。


　結城さんはオレの背中に手を回して軽く抱だきしめた。


　え……？


　結城さんの行動は謎なぞだが、そんなふうにされると、守られてるような気がして、ちょっと安心だ。結城さんとの身長差を考えると、腕の中にオレがすっぽり納まってるって感じなんだ。


　雷が鳴ると、結城さんはオレの背中をさすってくれた。まるで大だい丈じよう夫ぶだって言ってるみたいに。


　なんか、やけに優やさしいな。いつもは冷たく突つき放すくせに。


　実はここに来たのも、雷嫌いのオレを心配していたから、とか。いや、結城さんに限って、そんなことはないよなあ。オレなんかモノ扱あつかいだし、雷が怖いなんて言ってるオレを馬鹿にしてたっぽかったし。


　でも……さ。


　結城さんの真意がなんであれ、抱きしめられて背中を撫なでられると、オレは嬉うれしいよ。


　明かりがふっと消えた。


「えっ、やだ。怖い！」


　ただでさえ怖いのに、明かりが消えたら、怖さ倍増じゃないか。


「ただの停電だ」


　どうして結城さんはそんなに落ち着いた声を出してられるんだよっ。


　窓から雷の青白い光がパッと差し込んだ。


「ひぇっ」


　思わず、結城さんに抱きつく。


　ちょっと待てよ。抱きついたら耳を塞ふさげないじゃないか。


　オレが内心パニックになっていると、結城さんの大きな手がオレの耳を塞ぐ。一いつ瞬しゆん、何かの間ま違ちがいかと思ったけど、そうじゃない。オレの代わりに、結城さんが塞いでくれたんだ。


　雷の音が響く。


　でも、今のは何故だか怖くなかった。


「あ……」


　顔を上げると、薄うす暗くらがりの中に結城さんの息いき遣づかいを感じた。表情は判らないから、オレの想像だけでドキドキする。


　そんな優しいことを結城さんがしてくれるはずがないという思いとは逆に、今のだけは結城さんの優しさなんだって思う気持ちもある。


　どちらが本当なのか、顔が見えないから判らない。


　結城さんはオレの両りよう頰ほほに触ふれた。そして、そのまま唇くちびるを塞いだんだ。


　これで何度目のキスだろう。何度しても、そのたびにオレの鼓こ動どうはこんなに速くなる。


　オレがおかしいのかな。それとも、キスする結城さんのほうがおかしいのか……。


　途と中ちゆう、雷が鳴ったけど、怖さは感じなかった。こんな暗がりで結城さんとキスしてることだけで頭がいっぱいだったからだ。


　結城さんが唇を離す。オレは何な故ぜだか足がガクガクしてしまって、そのまま結城さんの背中に手を回した。


　何してるんだろう、オレ……。


　よく判らない。でも、きっと暗いから、こんなことができるんだ。明るかったら、きっと、結城さんに自分から抱きつくなんて……。


「足が震ふるえてるのか？」


「よく……判らない……」


　結城さんは力の入らないオレを何故だか抱き上げた。


「あっ……！」


　オレはベッドに下ろされた。よく判らないけど、ここはお礼を言うべきかな。と思ったら、結城さんまでオレのベッドに寝てる。しかも、オレの上に覆おおいかぶさるようにして。


　これって、ひょっとしてめちゃめちゃヤバイのではっ。


「ちょっ……ちょっと待ってくださいっ」


　オレは結城さんの胸を押して、この位置から逃のがれようとする。けれども、結城さんはオレを逃にがさないように、しっかりと押さえつけてる。


　そのうちに、また青白い稲いな光びかりが窓から入ってきた。


　身体からだを硬こう直ちよくさせるオレに、結城さんは無理やり唇を重ねてくる。


「んっ……ん」


　ホントにマズイよ、この状じよう況きよう。雷の上に、結城さんのキス。いや、キスだけで済むんだろうか。この間みたいなことをされたら……。


　そのことを思い出しただけで、オレの身体の奥がドクンと反応する。


　いくら気持ちよかったといっても、そんなことで反応するなよ、オレ。だいたい、感じてる場合じゃないんだから。


　今は非常事態なんだよっ。


　だけど、いくらそう自分の頭に言い聞かせようとしても、身体のほうが暴走したように言うことを聞かなかった。


　オレはもう、そういうときの気持ちよさを体験していたから。


　止めようとしても、オレの意思どおりにはいかない。どうしても、止められないんだ。


　どうしよう……。


「……あ……ダメっ！」


　結城さんは唇を離しても、今度はオレの耳元にキスをしてくる。耳たぶを軽く嚙かまれたりして、どうしていいか判わからない。


　暗いから、余計に理性より本能のほうが勝ってしまう。


　やめなきゃ……って思うのに。結城さんは全然そんなこと思わないんだろうか。


「やぁ……ぁ……」


　首筋に唇を這はわせられる。なんでオレはこんなところが敏びん感かんなんだろう。結城さんとオレの息遣いが混じって、それだけでも、何がなんだか判らない変な衝しよう動どうを感じてしまう。


　結城さんはオレのパジャマを引っ張った。すると、ボタンが弾はじけ飛んだ。こんな乱暴なこと、今まで誰だれにもされたことないのに。


　結城さんはオレの喉のど元もとから鎖さ骨こつにかけて、それから胸へとキスで埋うめ尽つくす。


「あっ……あん……」


　片方の乳ち首くびを舐なめられながら、もう片方を指でいじられる。すごく恥はずかしいことのはずだけど、暗くら闇やみだから、オレは恥ずかしさを忘れて喘あえいでしまった。


　もう……。


　オレ、自分が止められないよ。完全に暴走してる。


　結城さんの手がオレのパジャマのズボンの中に入ってきた。いや、下着の中にもう入ってる。


「嫌いやだ……っ」


「何が嫌なんだ？」


　結城さんに問い返される。


　確かに、オレの身体は嫌がってない。すでに反応してるし、結城さんにそこを触さわられて、ますます興奮してくる。


「だって……」


「言い訳はいい。聞きたくないから」


　結城さんに触れられてると、なんだか我慢できなくなってきて、オレは腰こしを揺ゆらした。これで嫌だなんて、確かに言い訳だ。


　結城さんはパジャマのズボンと下着を乱暴に剝はぎ取った。破れてしまうんじゃないかと思うくらいに、強い力で。


　荒あら々あらしく両足を開かれる。いや、開かれた上に、押し上げられてる。


　そうして、硬かたくなった部分に、オレは結城さんの息を感じた。


「あ……」


　結城さんはためらいもなく、それを口に含ふくんだ。


「あん……あっ……ああっ」


　気持ちよくて、オレは腰を揺らした。頭の中ではこんなことされたいって思ってないはずなのに……身体が求めてる。


　だって、オレはそれの気持ちよさを知っていたし、実際、口に含まれて刺し激げきされていたら、もう理性なんか吹ふき飛んだっておかしくない。


　しかも、一度されたことなんだ。二度や三度、同じことがあったからって、どうでもいいじゃないか。


　オレは女の子じゃないんだし。傷つくものも守るものもない。あるのは、快感だけだよ。


「あ……はぁ……あっ」


　オレは結城さんの刺激と合わせるように、腰を上下する。


「もう……イク…からっ……」


　結城さんにキュッと吸われて、その衝しよう撃げきでオレはイッてしまった。


　すごい……。


　この間より、ずっと気持ちよかった。


　余よ韻いんに浸ひたっていたオレだったけど、結城さんはまだオレのそこを解放してくれない。何故だか、舌で綺き麗れいに舐めてくれてる。


　イッたから、すごく満足していたのに、そんなことされてると、なんだかまたムズムズしてくるじゃないか。


　オレは結城さんがどうしてまだ刺激を続けてるのか、よく判らなかった。


　でも、結城さん本人に尋たずねるのは、なんだか怖こわくて……。


　だって、結城さんは何やら熱心に舐めてるんだ。何かがおかしいって思うけど、その理由を知るのが怖いっていうかさ。


　これで終わりじゃない……ってことかな。ひょっとして。


　結城さんはオレが再び反応するくらいにそこを舐めた後、両りよう膝ひざを押し上げて、露あらわになったオシリにキスをし始めた。


　えっ……。


　オレはくすぐったくて腰を揺すった。


　そのうちに、そのキスは中央部分に移動してきたんだ。


「ちょっと……やだっ。そんなところなんて……っ」


　暗いから、結城さんはよく見えなくて、間違ってそんなところにキスしてるんじゃないかと思った。


　けど、真っ暗ってわけじゃない。最初は真っ暗だと思っていたけど、目が慣れてきたら、少しは見えるんだ。


　そんなところ、間違うはずがない。


　じゃあ、どうして結城さんはそんな部分にキスをしてるんだろう。


　結城さんはキスというより、そこを舐めていた。そして、そうされてるうちに、オレはだんだん気持ちよくなっていった。


　なんで、そこが気持ちいいんだろう。信じられない。けど、オレはいつの間にか、腰を揺らすようになっていたんだ。


「あ……結城…さんっ……」


　やめてほしいのか、そうでないのか、自分でもよく判らない。


　ただ、そこを舐められて気持ちいいのは確かだった。


「あ……やっ……ああっ」


　なんだか舌とは違ちがう感かん触しよくのものが当たってる。指……かな。結城さんはその部分を指で撫なでているみたいだ。


　もちろん舐められて気持ちいい場所は、撫でられても気持ちいい。


　オレはなんだっていいから、もっと気持ちよくなりたかったんだ。


　なのに、急にそこに違い和わ感かんを覚えた。


「え……っ？」


「どうだ？」


「えっ、どうだって？」


　なんて答えていいか判らない。というか、何をされてるのか、よく判らなかった。


　中に……何か入ってきてる感じがする。何かって……指っ？


「……やだっ。抜ぬいて……！」


　指はギリギリまで押し込められ、それからズルズルと引き抜かれていく。いや、完全には抜いてくれない。そこからまた押し込められて、その繰くり返しだった。


「嫌だ……嫌だっ」


　オレはそれから逃れたくて、腰を揺らしたが、結城さんに膝ひざの裏を片方の腕うでで体重をかけるように押さえられ、動けなかった。


　オレ、どうなるんだろう。指なんか入れられて……。


　涙なみだが出てきた。


　そういえば、結城さんは「ここに誰にも入れさせるな」って言ってたよな。ということは、まさか……！


　オレは必死に逃にげようとしたが、結城さんも力ずくでオレを押さえつけている。


「嫌だっ。……離はなしてくださいっ」


　大声を出しても、こんなポツンと離れた部屋ではきっと誰の耳にも聞こえない。それに、外は大雨が降っていて、多少の声や物音はかき消されてしまうんだ。


　結城さんはオレの足を押さえながら、太ふと腿ももの裏側に唇くちびるを這わせた。


「あ……っ」


　なんでそんなところが感じるんだよ……。


　しかも、こんな危機的状況で感じてるなんて。いや、オレが感じてるのは、太腿だけじゃないような気もする。


　どっちかっていうと、結城さんの指が入っている部分のほうがより感じてるみたいだ。


　う、噓うそ……っ。


　結城さんが指を動かすたびに、身体の奥からどんどん快感が膨ふくれ上がっていく。最初は、ただ変だとしか思わなかったのに。


「や……あっ……」


　オレの声が明らかな喘ぎ声に変わっていくと、結城さんはオレを押さえつけていた腕の力を緩ゆるめた。


　逃げるなら、今のうちかもしれない。


　それは判わかってる。でも……。


　こんな感覚は初めてで、次し第だいに全身が甘く痺しびれたようになってくる。もうオレは熱に浮うかされたみたいに、その快感を貪むさぼることしか考えられなくなっていた。


　不意に、指が引き抜かれた。


　今まで気持ちよかったのが、急に刺激が何もなくなって、オレは自分を持て余した。こんなに身体からだが盛り上がってるのに、なんでやめてしまうんだろう。


　思わず結城さんを恨うらめしげに見たものの、その表情までは判らない。


「これだけでは不満か？」


「……はい……」


　恥ずかしいけど、暗いからこそ、こんな返事ができる。


「私の指が気持ちよかったのか？」


「はい……」


　何度も言わされると、余計に恥ずかしい。


　暗くて見えないんだけど、結城さんの顔を見てるともっと照れてくるから、オレは視線を逸そらした。


「では、もっと君を気持ちよくしてやろう」


　結城さんはそう言うと、改めてオレの両足を抱かかえ上げた。


　ベルトを外す音と、ジッパーを下ろす音。


　いくらオレがちょっとボケてても、それが何を意味するかくらい判る。スッと血の気が引いたような気がしたが、失神してる場合じゃない。


「嫌だっ。そんなことしないで！」


　オレは力の限り逃げようとしたが、足をすごい力で押さえられている。


　でも、逃げなきゃ……！


　でなきゃ、オレ……。


　問題の部分には何かが当たってる。どうしよう。


　いきなり片方の足を押さえる力がなくなり、ラッキーと思った瞬しゆん間かん、股こ間かんのものを強くつかまれた。


「……っ！」


　なんか声も出ないって感じだ。


　結城さんはオレが力も入れられない状態になっているのをいいことに、腰こしを押し進めた。


「痛いっ……無理だって……」


　声を振ふり絞しぼって、やっと言えたのはそれだけだった。


　もう股間も握にぎられてないんだけど、今度はそっちが痛くて、どっちにしろオレは苦痛に耐たえるしかなかった。


「力を抜きなさい」


「できないっ……そんなこと」


　オレの声はもう完全に泣き声になっていた。実際、目からは涙がポロポロ零こぼれてきて、止まらない状態だ。


　入らないなら、諦あきらめてほしいのに、結城さんはさらに強ごう引いんに入ってきた。


　ぐっと腰を押しつけられ、全部がオレの中に納まってしまったことが判る。結城さんはふーっと息をついた。


　オレは痛くて安静にしてるしかない病人のような気分だった。


　なのに、結城さんはさらに動き始めたんだ。


「痛いっ。……動かないでっ……」


「我が慢まんしろ」


　そんな無茶苦茶な。オレは痛いって言ってるのに。


　結城さんの優やさしさなんて、ちょっとでも信じたオレが馬ば鹿かだった。結城さんはこんなに自分勝手な人間じゃないか。冷たいし、人の気持ちなんか全然考えてないんだよっ。


　結城さんはオレの股間のものを握った。一瞬ヒヤリとしたけど、さっきみたいに強い力を込こめられることはなく、指先で優しく撫でたんだ。


　そうされると、全身に力を入れていたオレも、だんだん力が抜けてきて……。


　痛みに萎なえていたそこも復活してくる。そして、痛いだけだと思っていた部分も、別の感覚に支配されるようになってきた。


　気持ち……いい？


　でも、中に入ってるのは、結城さんなんだよ？


　そう思うけど、結城さんが動くと、オレの中の感じる部分も刺し激げきされていくみたいなんだ。おまけに前の部分も刺激されて、両方どんどん気持ちよくなっていく。


　噓……。信じられない。なんで、気持ちいいんだよ？


　オレは首を横に振った。


　けれども、快感は増していくばかりなんだ。


「ん……んっ……あ」


　さっきまで痛がっていたのに急に喘あえぎ声を出すのが恥はずかしくて、口を閉じていたけど、だんだんそんなことはどうでもよくなってくる。


　だって、気持ちいいのは、本当のことなんだ。


「中で感じるのか？」


　オレはうなずいた。暗くて見えないけど、気配で伝わったのか、同じ質問はしてこなかった。


「あ……あん……っ」


　もう半分ヤケクソで声を出す。


　雷かみなりが響ひびき渡わたる。でも、それどころじゃなくて、オレは身体の中の甘い痺れに翻ほん弄ろうされまくっていた。


　どうしよう。


　オレがオレでなくなっちゃう。


　身体の中が熱い。奥のほうから煮にえたぎった何かがぐっと押し寄せてくる。


「ああっ……」


　オレはとうとう我慢できずに熱を解き放った。


　そして、結城さんは少し遅おくれてオレの中で弾はじけたんだ。


　二人の息いき遣づかいが暗くら闇やみに響く。


　オレはどうしたらいいんだろう。








　結城さんは無言のまま身体を引いた。


　オレの身体の奥からは何かが出ていく感じがして、ホッとする。これで何もかも終わったんだと思って。


　無理やりエッチされたんだって事実は消えないだろうけど、それでも、これはこれで終わりだ。もうオレは結城さんに隙すきなんか見せないし、キスもされない。


　そうだ。オレは結城さんなんか嫌きらいだ。ちょっとでも優しいなんて思ったオレが馬鹿だったんだ。


　オレは女の子じゃないんだから……と思いつつも、こんなことまでされて傷つかない奴やつなんかいるわけがない。


　しかも、本当に無理やりだったんだから。なのに、身体が勝手に反応して、気持ちよくなってしまうなんてさ。


　オレは悔くやしくて涙が出てきて、スンと鼻をすすった。


「……泣いてるのか？」


　結城さんはオレに顔を近づけてきて、そう尋たずねた。


「泣きたくもなるでしょうっ？　こんなことされて……」


「嫌いやだったのか？」


　なんでこんな馬鹿みたいな質問をしてくるんだろう。まさか、オレが嫌がってたって、結城さんは判ってないのか？


「か、感じてたのは、身体の反応でしょうっ？　普ふ通つう、無理やりこんなことされて喜ぶ奴なんか、いないと思うし」


「君は嫌なのに、身体だけは嫌がってなかったと言うのか？」


　う……。それって、変なことなのかな。


　だけど、事実なんだし、そういうことだってあるんじゃないかな。たぶん。


　オレがそんなことを考えてると、いきなりパッと明かりがついた。


　まぶしくてまばたきをする。そういえば、もう雨も大降りではなく、普通の雨音になっていたし、雷も鳴らなくなっていた。


　目の前には結城さんの整った顔がある。


　結城さんはオレの顔をじっと見つめていた。


　胸がドキンとする。


　結城さんと目が合ったからって、なんでこんなにドキドキしなきゃいけないんだろう。でも、結城さんの眼まな差ざしはまっすぐオレを見つめていて、オレの本心を見み透すかしてるみたいで、目を逸らせなくて……。


　オレの本心って言っても、オレは本心しか口にしてないと思うんだけど。


　それなのに、どうしてこんなにドキドキしてくるんだろう。


「君は私のことが嫌いなのか？」


　今度はそんなふうに質問を変えられる。


「……き、嫌いです。だって、結城さん、無理やりにオレを……っ」


「そうか。それは残念なことだ」


「は？」


　オレには結城さんの言いたいことが判わからなかった。


　結城さんは身体を起こして、元のとおりに身み支じ度たくをする。オレはハッと自分の格好に気づいて、放り投げられて床ゆかに落ちているパジャマのズボンと下着を拾った。パジャマの上着はボタンが飛んでしまって、使い物にならない。


　なんで結城さんはこんな乱暴なことをしたんだろう。


　オレは一応の身支度をした後、ベッドの傍そばに立つ結城さんを見上げた。


「オレには結城さんの気持ちが判りません。いきなりこんなことしてきて……」


「判らないのなら、それでもいい。ただ、君には言い渡しておくことがある」


「なんですか？」


　変にもったいぶった言い方をされると頭にくる。オレは結城さんをちょっとにらんだ。もちろん、オレににらまれたからって、結城さんは表情も変えないわけなんだけど。


「君はたった今から私の用事だけを果たせばいいことになった」


「えっ、だって、スタンリーさんや紘平さんの用事は……？」


「する必要はない。彼らももう君に用事を言いつけることはないだろう」


　どういうことだよ。もしかして、結城さんとオレがその……エッチをしたから？　それがその用事となんの関係があるんだよ。さっぱり意味が判らない。


「君は私のものだ。スタンリーや紘平には触さわらせない。まして、北見が君に接せつ触しよくしてくるのも許さない」


「え……？」


　もしかして、結城さんはオレが図書館で北見さんと話していたのを知っていたんだろうか。そういえば、最近意識してないけど、オレには護衛がついてたんだ。だから、護衛の人が、オレと北見さんが話していたのを、結城さんに話していたのかもしれない。


　けれど、どうして今、ここで北見さんの話が出てくるんだろう。そんなに北見さんが嫌いでも、オレにまで話すな、なんて強制してこなくてもいいじゃないかって思う。


　なんだか頭が混乱してくるよ。


「まさか、オレが北見さんと話してたからこんなことした……って言うんじゃないんですよね？」


　オレがそう尋ねると、結城さんはオレを冷たく見下ろしただけだった。結城さんの表情はあまり変わらなくて、相変わらず何を考えてるのか判らない。せめて、いろんなことを話してくれれば、まだ判るのに。


「いずれにせよ、明日からこの部屋は引き払はらうように」


　またまた結城さんは意外なことを言い出した。


「じゃあ、オレはどこで寝ね泊とまりすればいいんですか？」


　まさか廊ろう下かで寝ろなんて言わないよね？　いくらなんでも、それは嫌すぎだ。


「私の部屋だ。名実共に、君は私のものになったんだからな」


　オレが結城さんの部屋に寝泊りするって……どういうことだよ？　仮にオレが結城さんのものになったとしても、なんでそんなことをしなきゃならないんだろう。


　だいたい、オレはどこで寝るわけ？　ソファ？　それとも結城さんのベッド……だったりしないよねっ？


「オレには拒きよ否ひ権はないんですかっ？」


「ない」


　あっさり否定された。基本的人権って、ここにはないんだろうか。いや、あっても、オレにだけは何な故ぜかないんだろうな。


　オレは呆あきれてしまって、怒おこるのも忘れていた。


「そういうことだから。明日の朝はスタンリーと紘平の部屋に行く必要はない。二人には私から話しておく」


「話してって……あの、まさか……」


「君が私のものになったという話だ」


　ゲーッ。なんでそんなことを言わなきゃならないんだよーっ。


　オレの側からすると、とんでもないことでも、結城さんはスタンリーさん達に言いたいんだろうね。


　なんだかもう、疲つかれてきてしまう。


「オレには結城さんの考えてることが判らない。だいたい、どうしてここに来たのか……。オレに何か用事でもあったんじゃなかったんですか？」


　結城さんはオレの言葉を聞いて、一いつ瞬しゆん、微ほほ笑えんだ。


　ドキッ。


　いや、結城さんはそういう優やさしげな表情って、あんまりしないからさ。一瞬だけとはいえ、結城さんがそんな顔をすると、変にドキドキしてくる。


「用事はもう済んだ」


　えっ……。ということは、結城さんの用事って、オレにエッチすることだった？　もしくは、本当にオレの雷かみなり嫌ぎらいを心配してくれたとか。


　まさか……ね。心配してた人がいきなりエッチしてくるなんて、よく判らなさすぎだし。どっちにしても、オレには結城さんの考えてることはさっぱり判らなかった。


「明日の朝は私の部屋に来なさい」


「はい……」


　三人の用事をするより、結城さんだけの用事のほうが楽かもしれない。でも、結城さんの部屋でオレが寝泊りするってことは、もしかしたらエッチされ放題ってことかも。だって、逃にげようがないじゃないか。


　ああ、どうなるんだろうっ。しかも、オレには拒否することすら許されてないし。


「あのっ、オレにもう、こんなことしないでくださいねっ」


　一応、言うだけ言ってみる。たとえ結城さんがしないと言っても、アテにはならない約束だけど、言われないよりはいい。


　だけど、結城さんはオレのお願いを表情も変えずに一いつ蹴しゆうした。


「君の意見を受け付ける義務は私にはない」


「オレは嫌だって言ってるのに！」


「君の身体からだは喜んでいた。私はそう思う」


　ということは、結城さんはオレが嫌がってなかったって思ってるってことだろうか。そんな横暴な。オレ自身が嫌だって言ってるのに。


「……なんなら、今から試ためしてみるか？」


　結城さんは再びベッドに腰こしかけ、オレのほうへと顔を寄せてくる。オレは思わず身体を引いた。


「無理です！　オレの身体、もう限界！」


「つまらないな。限界が早すぎだ」


　結城さんはそうかもしれないが、オレの身体は受ける負担が全然違ちがうんだ。二度もされたら、明日はベッドから起き上がれない自信があった。


「遠えん慮りよするな」


「遠慮じゃないです！」


　結城さんはさらに顔を近づけてくる。どうしようっ。またされるのか？　ギュッと目をつぶったら、額にキスされた。


「え……？」


　結城さんはふっと笑うと、ベッドから下りた。


「また明日。雷はもう鳴らないから、よく眠ねむれるだろう」


「あ……」


　本当は、オレが怖こわがってるのを心配して、ここに来てくれたんだろうか。結城さんの本心は読めなかったが、その表情を見てると、そんな気がちょっとだけした。


　きっと、いくら尋たずねても、結城さんはそうだとは答えないだろうけど。


　結城さんはふとオレの枕まくら元もとにあった学院史に目を留めた。


「まさか本気で宝が隠かくされているとでも思ったか？」


「えっ、違うんですか？」


　もしかして、オレ、紘平さんに騙だまされてたのか。そういや、あのとき、紘平さんの目はちょっと笑ってたような気もする。


「じゃあ、ヒホウって、なんなんですか？」


　オレは結城さんが答えてくれるとは思わなかったが、一応、尋ねてみた。


「秘宝は君自身だ」


「え……？」


　結城さんはそれ以外のことをオレに教える気はないらしく、そのままドアのほうに向かう。そして、オレにはもう目もくれずにドアの向こうに消えていった。


　秘宝はオレ自身……。


　それって、一体どういう意味なんだろう。


　いや、それよりも、オレは明日からどうなるんだろう。結城さんの部屋で寝泊りだなんて、なんでそんなことになるんだ。


　それに、オレ……。


　このベッドで結城さんとあんなことしちゃって。


　改めて、オレはさっきの恥はずかしい出来事をいろいろ思い返してしまって、結局、明け方まで眠りにつけなかった。








　朝になって、寝不足でボンヤリしながら、オレは結城さんの部屋に行った。


　結城さんはもう制服を着ていて、スタンリーさんみたいに起こす必要もなく、紘平さんみたいにネクタイを締しめてあげる必要もなかった。


「あの……オレは何をすればいいんですか？」


「別に。何もする必要はない」


「じゃあ、なんでオレを呼んだんですか？」


　そもそも、結城さんが朝のこんな時間にオレを呼び出したことは一回もない。


　結城さんはするりとオレの肩かたに手を回した。


「食堂に行こう」


　なんかそのまま歩き出してしまったけど、いいんだろうか。いや、紘平さんやスタンリーさんは、そんなふうにオレにベタベタすることが多かったが、結城さんは人前ではそんなふうに肩を抱だくなんてことはほとんどなかったし。しかも、食堂みたいな人の多いところで。


　どうしよう。親衛隊にまたにらまれそうだ。市河に聞いた話によると、結城さんのファンが一番多いらしいし。結城さんがとっつきにくい人だからこそ、余計にみんなの気持ちが燃え上がるそうで。


　なのに、そんな結城さんがオレの肩を抱いて食堂に登場……なんてことになったら、オレ、ずいぶん恨うらみを買いそうだよ。


　いや、そんなことより、どうして結城さんはオレの肩を抱いて、一いつ緒しよに食堂に行こうなんて思ったのか。


　ひょ、ひょっとして、これが『私のもの』宣言ってことか？


　だからって、オレにはきっと拒きよ絶ぜつする権利もないんだろう。ああ、なんてことになったんだ。


　食堂に行くと、みんなの視線が突つき刺ささる。オレは痛いよ。結城さんは表情も変えないけど。


「あ、結城さん、座っててくださいよ。オレ、結城さんの分の食事ももらってきますから」


　みんなが並んでトレイに載のせられた朝食セットを受け取っている。オレはそこに一人で並べば、今の状態から逃のがれられると思ったが、それは甘かった。


「変な気き遣づかいは必要ない」


　結城さんはそう言って、オレの肩を抱いたまま、そこに並ぶんだ。


　ど、どうしようっ。


　さすがに食事を受け取れば、手が塞ふさがって、ようやくオレは結城さんの手から逃れられた。だけど、向かい合わせのテーブルに腰かけることになり、みんなの視線は感じるし、ついでに結城さんもオレの顔を何かというと見てるみたいだし、オレは緊きん張ちようしっぱなしだった。


　そんな雰ふん囲い気きの中、なんとか食事を終える。すると、結城さんはまたオレの肩を抱いて、食堂を出ようとするんだ。


　うーん。何な故ぜ、そこまで！


　日ひ頃ごろ、クールなイメージのある結城さんにはこういうのは似合わないと思うのに。


　食堂を出たところで、ちょうど紘平さんとスタンリーさんにバッタリ会った。


「あ、宏紀ちゃん、おはよう」


　いつもと変わらない挨あい拶さつを紘平さんはしてくれたが、やっぱり表情が違う。いつもだったら、もっとオーバー気味のアクションでセクハラがおまけについてくるのに。スタンリーさんに至っては、もう何か達観したような表情でオレと結城さんを見てるし。


「君はもう崇夜のものになってしまったんですねえ……」


　スタンリーさんにそう言われて、オレはなんと答えたものかと思った。


　オレは結城さんとエッチはしたけど、決して合意ではなかったし、まして結城さんのものになった覚えなんかない。いや、オレに拒きよ否ひ権がなかったとしてもさ。


　だけど、この場で、オレは結城さんのものじゃないなんて言ったら、一体どうなるのかって、怖くて仕方ない。


　だって、たぶん、これは結城さんのお披ひ露ろ目めなんだ。それを台無しにしたら、結城さんは怒おこるだろう。結城さんが怒ったら……めちゃめちゃ怖いしさ。


　学校に行けないような事態になるのだけは避さけたかった。というか、オレはこんな非日常な現実から目を逸そらしたいんだ。一刻も早く、自分の教室に行って、市河と馬ば鹿か話をしたい。なんなら、苦手な勉強だっていい。とにかく、オレが『結城さんのもの』になったなんて、そんな信じられない事実を受け止めたくはなかった。


　こんな複雑な思いを、結城さんはもちろん、スタンリーさんや紘平さんも気づいてないみたいだ。


「でもさ、宏紀ちゃんは俺達の永遠のアイドルだからね。何かあったら、俺達で守るから」


　永遠のアイドルって……。


　オレは、テレビ画面の中で、きらびやかな衣い装しようを着て歌うアイドル達を思い浮うかべた。


　いや、もう、紘平さんの言うことに翻ほん弄ろうされるのはやめよう。今のオレを救うのは、現実逃とう避ひだけだ。


　深く考えると、結城さんがこうやってオレを自分のものだって公言してるってことは、オレと結城さんがそういう関係だということを周り中に言ってるのと同じことだし……。


　いくらここが男子校で、そういうのもアリだったとしても、やっぱりオレは自分がそう思われてることには眩暈めまいしか感じないよ。


「まあ、そういうわけだから」


　結城さんは二人にそう言うと、二人はうなずいた。


「仕方ないな。ちゃんと宏紀ちゃんに親切にしろよっ」


「宏紀くんがそれで幸せになるんでしたら、僕は涙なみだを呑のみますよ」


　いや、別にオレは幸せじゃないしっ。親切にもされてないしっ。


　だけど、結城さんの手はオレの肩にしっかり回されている。オレは自分の意見を何も言えずに、ただロボットのように結城さんに連れていかれ、部屋に戻もどった。








　結局のところ、市河はオレの現実逃避の役には立たなかった。


　なんたって、市河はシュヴァリエ隊の隊員だから、最高位にいる結城さんの幸せ（？）をとっても喜んでいて、何故か浮かれていた。友達であるオレが結城さんの恋こい人びと（！）になったから、ということらしい。


　でもって、親衛隊に激しく憎にくまれてるであろうオレをガードするんだ……と、ものすごく張り切っていて、ハイになっていた。


　オレの現実逃避は授業中にしかかなわなかった。いや、それはそれで、別の現実問題だったかもしれないけどね。


　何しろ、ここの学校はレベル高いから。


　そして、気がつくと、もう放課後で、また現実問題を直視しなければならない時間がやってきた。


　オレはこれから寮りように戻ったら、荷物をまとめて、結城さんの部屋に引越さなければならないんだ。しかも、結城さんと待ち合わせて寮に戻らなきゃならないんだ。


　できれば、帰りくらいは一人で帰りたい。登校するときも、そりゃもう、暑苦しいくらいにオレはベッタリくっつかれていたんだ。


　オレには結城さんが何を考えてるのか、ホントに判わからないよ。だって、結城さんがそんなにくっつくほどオレを可愛かわいいと思ってるって感じじゃないからだ。何かの意図があって、こんなことしてると思うのが自然じゃないか。


　いくら『私のもの』宣言を周囲にしてるって言ってもさ。


　それに、放課後といえば、結城さんはいろいろ忙いそがしいはずなのに。フェンシング部の部長で、シュヴァリエ隊のグラン・シェフ……。だったら、オレと寮に戻ってる場合じゃない気がするんだけど。


　もちろん、オレのそんな理り屈くつは結城さんの前には意味がない。校門の前で待ち合わせていたから、ノロノロそっちに向かうと、そこには結城さんがすでに立っていた。オレはあわてて駆かけていって、結城さんに頭を下げる。


「すみませんっ。お待たせしてしまって」


「いや……別に」


　結城さんはちょっと笑うと、またオレの肩に手を回した。


　あ……。


　なんかこれじゃ、ホントの恋人同士みたいだね。結城さんが今、ちょっと笑ったのは、オレと同じことを思ったからなのかな。いや、結城さんの気持ちは計り知れないんだけど。


「あの……結城さん、放課後は忙しいんじゃないんですか？」


「そうだな。君の引ひつ越こしが終われば、また学校に戻る」


「えっ、だったら、別にオレ一人でやれるのに。荷物だって少ないし」


「君の荷物はそうだろうが、それをどこに置くつもりなんだ？」


　そう言われればそうだ。まさかオレの荷物をそのまま結城さんの部屋に放り込んでおしまいってわけにはいかない。片付ける場所とか、結城さんに指定してもらわないと無理だ。


「でも、どうしてオレが結城さんの部屋に移動しなきゃならないんですかねえ」


　結城さんがうっかり本音を洩もらさないかと思って訊きいてみたけど、結城さんはあっさりオレの質問を無視した。


　やっぱりガードが固いよ、この人。


「そういえば、なんか護衛の人数が増えてるような気がするんですけど……」


「ああ、気づいていたのか。親衛隊の動きを警けい戒かいしてるんだ。変な行動に出ないといいが」


　へぇ……。オレのこと、一応、気を遣つかってくれてるのか。でも、そんな気を遣われるより、親衛隊を刺し激げきするような、この『私のもの』ポーズをやめてくれればいいのに。


　それを言ったところで、どうせ結城さんは改めてくれるはずもないよね。そういう人だ。


「ところで、君に言いたいことがある」


「えっ？　なんですか？」


　いきなりなんなんだろう。こうして肩かたを抱だかれて歩きながら、「言いたいことがある」ってさ。だったら、早く言えばいいのに。改まってそう言われると、なんかドキドキしてくる。


「私に敬語を使うな」


「……へ？」


「以上だ」


「は……？」


　オレは結城さんに敬語を使う必要はないってことか？　いや、使うなって言ったから、『禁止』されたんだよな。


　でも、何な故ぜっ？


　しかも、改めて話があると言っておいて、たったそれだけなんて。結城さんはオレにとって、ますます謎なぞの人になってくる。


「どうして敬語を使っちゃいけないんですか？」


「……今、使うなと言ったはずだ」


「あ、そうか。でも、急にそんなこと言われても、今までずっと敬語使ってたんだから……」


「昨夜はそうでもなかった」


　そう言われて、カッと頰ほおが熱くなってくる。


　結城さんが言ってるのは、昨日のエッチのときだ。敬語を使ってたか使ってなかったかについては、実際のところ、オレはよく覚えてないんだけど、あんなときだから、使ってなかったかもしれない。


「昨夜は昨夜でしょっ。オレはその……別に結城さんとは……」


「だから、敬語を使うなと言っている。これ以上、使ったら、この場でキスするからな」


　ゲッ。なんて横暴な人だ。


　いや、結城さんが横暴なのは、今までのことでよーく判ってるけどね。ホントになんでオレはこんな人にあんなことされても、こんなふうに従ってるんだろうか。


　この学院に来て、ドレイのようにこき使われていたから、そういうのが身についてしまってるのかなあ。なんにしても、オレはここに来てから、ずっと結城さんの言いなりになってるんだ。


「結城さんって……」


「ああ、それもやめてほしい」


「えっ、それって？」


「下の名前がいい。呼び捨てにしろ」


　ちょっと待ってよ。呼び捨てって……。オレが結城さんのことを『崇夜』って呼ぶわけ？　そして、敬語ナシで？


　それじゃ、まるっきり恋人同士みたいじゃないか。


　オレは頰どころか、全身がカーッと熱くなってしまった。なのに、結城さんに肩を抱かれてるから、なんかもう、カクカクとロボットみたいな歩き方しかできなくなる。


「どうしたんだ？」


　結城さんが立ち止まって、オレの顔を覗のぞき込む。結城さんの顔が近くに来て、なんだかドキドキしてくる。


　これも呼び捨てにしろって言われたからなのかな。


「だって……それじゃ、まるで恋人みたいだし……」


「恋人では都合が悪いのか？」


「えっ……？」


　ということは、結城さんはオレのことを恋人だって思ってるってことか？


　な、なんでっ？　どうしてっ？


　あんな無理やりなエッチを一回しただけで、結城さんの中ではオレは恋人ってことになってるんだろうか。


　もう判らない。


「恋人って、普ふ通つう、好きとかなんとか言うもんでしょうっ？……じゃなくて、言うもんだろう？」


　うっかり敬語を使ったら、にらまれてしまって言い直す。


　なんか、やりづらいったら、ありゃしない。今までドレイ扱あつかいしていたのに、何が恋人だよっ。


「そうだな」


「そうだな、じゃなくて！」


　結城さんはオレの両りよう肩かたに手を置いた。


　え……？


　結城さんの目が優やさしくオレを見つめている。……ような気がする。結城さんも、こんなに優しい目をすることがあったんだ……。


「好きだ」


　一いつ瞬しゆん、オレは何を言われてるのか判らなかった。だって、結城さんがオレにそんなことを言うなんて思わないじゃないか。


　でも……。


　これは現実だよな。夢じゃないよな。実際に結城さんがオレのことを好きだって言ったんだよな。


　頭の中がボーッとしてくる。


　たった一言で、そんな状態になるなんて信じられない。こんなの、噓うそかもしれないって思いながらも、そうじゃないって思いたがっているオレがいて……。


　オレ、結城さんに好きだって言ってもらえて嬉うれしかったのかな。


　結城さんの顔がゆっくりと近づいてくる。


　あっと思ったときには、唇くちびるは重なっていた。


　ここは学校から寮へとつながっている道で、時間的に多くの人が行き交かっている道だ。ということは、周りにもたくさん人がいるのに。


　オレは人前でキスされていた。


　結城さんが静かに唇を離はなす。


「こ……こんなところでっ。結城さん！」


「『崇夜』だ」


　オレは訂てい正せいされて仕方なくそれを口にする。


「崇夜……」


「そうだ」


　結城さん……いや、崇夜はとても嬉しそうな顔をして微ほほ笑えんだ。


　ああ、ひょっとして、スタンリーさんだの紘平さんだのってオレが呼んでるときに崇夜はこんなふうにオレに呼ばせたいって思ってたのかな。だから、紘平さんが「崇夜さんって呼んでもらえば？」って言ったときに、あんなに素っ気ない態度を取ってたんだろうか。


　だったら、すごく可愛かわいいんだけど。


　崇夜はオレの肩に手を回して、また歩き始める。オレはちょっとだけ崇夜に寄り添そうような気分で歩く。


　だって、崇夜が恋こい人びとだって言うなら、これくらいいいだろう。男同士で……とは思うけど、オレの理性の一部が麻ま痺ひしたみたいになっている。


　オレの胸はドキドキしていて、それがどうしても止まらなかったんだ。








　寮りように戻もどって、それから手早く荷物をまとめる。ホントにまとめるほどたくさん荷物はないので、それは簡単だった。


　でも、一ヵ月近く過ごした部屋だから、愛着もあったのになあ。最初はなんて粗そ末まつな部屋だと思ったものだけど、やっぱり自分の部屋だしね。


　オレは次に来る奨しよう学がく生せいのために綺き麗れいに掃そう除じをしたかったが、崇夜が早くしろって言うから、とりあえず掃除は後回しにする。シーツ類も後で洗せん濯たくしないといけないな。


　崇夜の部屋には、新しく机が運び込まれていた。崇夜が使っている机と同じタイプのものだ。


「昼休みに運び込ませたんだ」


　崇夜はそう言ったが、何故、机だけ……？　いや、当然のように、ベッドは一つのままなんだ。ということは、一いつ緒しよに寝ねるってことなのか。


　なんだかドキドキしながらも、オレは荷物を片付ける。崇夜がクローゼットの中を整理して、オレのためにスペースを空けてくれたりして、ちょっと照れる。今まで崇夜がどれだけオレに素っ気ない態度を取っていたかを思うと、今日は奇き跡せき的に優しいじゃないかと思ってさ。


　もともと、持ち物が少ないから、あっという間に片付けは終わり、オレはソファに座ってる崇夜のところに行って報告した。


「終わりました！」


　そう言った途と端たんに、顔をしかめられる。


　あ……敬語を使うのはやめなきゃいけなかったんだ。いつもの癖くせで言いつけられた用事を終わらせたつもりになっていたよ。


「あの……終わったよ？」


　そう言い直すと、崇夜はやっと普通の表情に戻る。


「ここに」


　崇夜は自分の横に座れと指示した。


　このソファで前にオレはいろいろエッチなことをされたから、ずっと避さけていたんだけど、座れと指示されて無視もできない。オレは少し離れて腰こしを下ろしたものの、崇夜のほうから距きよ離りをつめてくる。


　もちろんまた肩も抱かれていたりして。


　心臓がドキドキしてくる。警けい戒かい心と、それから何か別の気持ちで。


「あの……学校にまた戻るんだよね？」


「ああ」


　崇夜はうなずきながらも、オレをまだ手放したくないみたいだった。


　ホントに……オレのこと、好きなのかな……？


　まだ半信半疑なんだが、もしそうだったら嬉しいかな。わけも判わからずに、キスされたりエッチされるより、ずっと理解できるし、そのほうがいい。


「宏紀……！」


　崇夜はもう我が慢まんできないみたいに、オレを引き寄せて唇を塞ふさいだ。


　眩暈めまいがするように激しいキスでビックリする。これが崇夜の本当の気持ちなのかもしれないと思ったら、もうオレもなんだかたまらなくなってきて……。


　理性のタガが外れてしまったみたいに、気がつくと、オレも崇夜のキスに応こたえていた。


　お互たがいの舌が絡からまる。


　胸がドキドキしすぎて、呼吸困難になりそうだよ。


　長いことキスをしていたオレは、唇を離されたときには、もう身体からだが熱くなっていた。崇夜と何度もキスして、今まではいつも頭の中がふわふわになっていたけど、今日はそんなレベルを通り越こしてる感じがする。


　そのまま離れていこうとする崇夜に、オレは思わずしがみついてしまった。


「宏紀……」


「まだ……学校に行かないで……っ」


　オレは自分がそう言ってしまったことに驚おどろいた。だけど、たったキスひとつで、オレの身体はもう爆ばく発はつ寸前みたいになっていて、このまま一人にされたくなかったんだ。


　どうしたんだろう。オレの身体。


　なんか変になってる。


「まだ行かない。ベッドに移動するだけだ」


「あ……」


　崇夜はオレを抱だき上げた。


　オレはなんかもう、わけの判らない衝しよう動どうに突つき動かされて、崇夜の首にギュッとしがみつく。こんなことしてるオレがすごく信じられない。ホントにもう、何をやってるんだろう。


　ベッドに静かに下ろされる。崇夜はオレを見下ろしながら自分のネクタイを解ほどき、シャツのボタンを何個か外した。


　ああ、オレ、また昨夜みたいなことをされちゃうのかな。


　そう思いながらも、もう身体が先に突っ走ったみたいになっていて、どんなエッチなことをされてもいいような気になってしまっていた。


　崇夜の手がオレのネクタイも解いていく。そして、シャツのボタンを全部外していくのを、オレはじっと待っていた。


「宏紀……」


　目が合うと、崇夜はじっとオレを見つめてくる。オレは目元もなんだか熱くなっていて、半分、潤うるんだみたいになってるから、きっと普通の表情をしてなかったと思う。


　崇夜はオレの頰ほおに触ふれた。


　まるで愛いとしいものを撫なでるみたいに、ゆっくりと撫でられ、オレはそれだけでなんだか気が遠くなりそうだった。


「君はとても可愛い」


　不意に言われた言葉に、オレはちょっとうろたえた。


「か、可愛いなんて……」


　オレはそういうタイプじゃないと思うんだ。親衛隊の高山さんあたりじゃないと、可愛いと表現しちゃいけないんじゃないかな。


「いや、可愛いんだ。私が断言するんだから、そうなんだ」


　そうか……。どうやら本気でそう思ってるみたいだ。ってことは、やっぱり崇夜はオレのことが好きなんだろうか。


　そう考えると、胸のあたりがポカポカと温かくなってきたような気がする。


　やがて唇が重なる。


　キスしながら、崇夜はオレの胸を撫でた。


　身体がビクッと震ふるえる。指がオレの胸の突とつ起きに触れたからだ。


　崇夜はそこを指先で撫でながら、オレの舌をもてあそんでいく。そうして、唇を外すと、今度は耳にキスしてくる。柔やわらかく耳たぶを嚙かまれながら、オレは身体がゾクゾクしてくるのを感じた。


「オレ……なんか変……」


「それでいいんだ」


　崇夜はオレの首筋へと唇を這はわせていく。そして、指で撫でていた部分にも唇を寄せた。


「あぁ……っ」


　こんな恥はずかしいことをされるのは三度目だ。だけど、オレはその快感を覚えていたから、もう抵てい抗こうなんかしなかった。


　いや、オレがおとなしくしてるのは、快感のせいだけじゃない。崇夜がオレを好きだって言うから……。


　キスされるたびに、それが伝わってくるようになったから、もうそれでいいかって思う。投げやりな気持ちではなく、とにかくなんでもしてっていう気持ちになってるのは確かだった。


　それが何な故ぜなのかって、オレにもよく判らないんだけど。


　崇夜の手がオレの腹を撫でている。脇わき腹ばらから腰、そして、股こ間かんをズボンの上から触れてきた。


「あ……」


　そこが反応してるのは、とっくにバレてるとは思っていたが、やっぱり触さわられると、なんだか気恥ずかしい。


「嫌いやか？」


「嫌じゃない……」


　今までさんざん抵抗してきたのに、今になって自分がこう言うのは不思議だった。でも、正直なところ、自分の心の中のどこを探しても、嫌だという感情は存在しなかった。


　崇夜はそこを少し撫でた後、オレのベルトに手をかける。そして、下着ごとズボンを取り去ったんだ。


　崇夜は制服そのままなのに、オレだけ、こんなほとんど着てない格好だ。今いま更さらなんだろうけど、崇夜の視線に晒さらされると、どうしようもなく恥ずかしくなってくる。


「そんなにジロジロ見るなよっ」


　そう言ったのに、崇夜はわざとのようにオレの足を大きく広げた。


「だから……やだって言ってるのに！」


「私は君の全部が見たい」


　なんだかドキッとしてしまった。


　そんなにオレのこと好きなのかって思ったら……。単純だけど、見たいだけ見ていいよって気もする。いや、恥ずかしいから、もちろんそんなふうには言えなかった。ただ、崇夜の視線を拒こばまずに、じっと我慢していたんだ。


　崇夜はやがてオレの太ふと腿ももにキスをした。


「あっ……ん」


　そんな甘い声が自分の口から出てきて、ちょっとドキッとする。あわてて手で自分の口を塞いだ。


「大だい丈じよう夫ぶだ。誰だれもここには来ない」


「だって、こんな声が聞こえたら……」


「聞こえても、誰も来ない」


　いや、そうかもしれないけど、オレが恥ずかしいじゃないかっ。


　どっちみち崇夜はオレのことを恋こい人びとだって宣言して回ったようなものだし、だったら、今更なのかもしれない。でも、自分のエッチな声が誰かに聞かれるっていうのは絶対嫌だ。


「太腿より、こっちのほうが好きだろう？」


　崇夜はそう言いながら、オレの硬かたくなってるものにもキスをした。


「あっ……」


　身体がビクンと大きく揺ゆれる。


　崇夜は少し笑ってそこにまたキスしたが、なんだかオレを焦じらしてるみたいだ。だって、今までなら、そこをもっと刺し激げきしていたからだ。


　期待している分、肩かた透すかしを食わせられるとつらい。


　もっと気持ちよくなりたいのに……。


　何度も先せん端たん部分にだけ舌を這わせられて、オレはたまらなくなって腰を揺らした。


「やだ……もっと……」


「もっとしてほしいのか？」


　オレはうなずいた。


「仕方ないな。それほど君がしてほしいなら……」


　崇夜はオレのそこを口に含ふくんで、刺激していく。


　オレはたちまち快感の波にさらわれ、我を忘れて、昇のぼりつめていく。なのに、イキそう……と思った瞬しゆん間かんに、唇くちびるを離はなされた。


「な……なんでっ……？」


　もう限界まで膨ふくれ上がった欲望をほったらかしにされて、オレは自分のそこに手を伸のばした。


「ダメだ」


　崇夜はオレの手をシーツに押さえつける。


「だって……」


「イキたいのか？」


　オレは涙なみだ目めになりながらうなずいた。


　だいたい、そんなの、判わかってるくせにっ。


「もう少し我慢しろ」


　えっ、そんなあ。


「今までより、もっと気持ちよくしてやる」


「そんなこと言ったって、オレ……」


「約束は絶対に守る」


　崇夜はオレの両足を胸まで押し上げて、恥ずかしいところを露あらわにした。さっき足を広げられたときよりも、ずっと恥ずかしい格好だ。


　昨夜、崇夜を受け入れた部分が急に晒されて、オレは恥ずかしさのあまり、ギュッと目をつぶった。


　しばらくすると、そこに温かい感かん触しよくがして、ハッと目を開ける。崇夜がそこに舌を這わせていた。


「や……やだ……」


　もちろん昨夜だって同じことをされた。それは覚えてる。けど、あれは暗いところだったから、ここまでの衝しよう撃げきはなかったんだ。


「嫌だから……やめて……」


　弱々しく訴うつたえてみたが、崇夜はやめてくれない。


　実際のところ、オレも本当にやめてほしいのかどうか、よく判らない。舐なめられれば気持ちいい。感じる。でも……。


　前の勃たち上がってる部分も切ないし、両方ジンジンしてくる。本当にどうしたらいいんだろう。


　やがて崇夜は唇を離し、指をそこに触れさせた。


「あっ……」


　途と端たんに緊きん張ちようする。昨日の痛かったことを思い出したからだ。


「大丈夫だ。力を抜ぬいていれば痛くない」


「だけど……っ」


　オレが反論する前に、崇夜はそこに指を入れていた。


　痛くない。それどころか、スルスルと根元まで入ってきた。


　そういえば、指は痛くなかったんだ。ただただ、気持ちいいだけで……。


　なんだか中の刺激だけでイキそうになってくる。指が気持ちいいところとそうでないところを巧こう妙みように使い分けるように刺激していて、イキそうでイケないんだ。


「が……我が慢まんできないっ……」


　オレは何度も首を横に振ふった。


　だけど、崇夜は何も言わない。ということは、まだ我慢しろってことなのかな。すごくつらいんだけど。


　そっと自分のものに触ふれようとしたけど、バシッと音が出るほど強く手を払はらわれてしまって、やっぱりまだお許しが出ないらしい。


　やがて、指がオレの中から出ていった。


　えっ、もう終わりなの？　全然、オレは物足りないのに。


　悶もん々もんとしながら目を開けると、崇夜がベルトを外しているのが視界に入ってきた。いつの間にか、もうシャツは脱ぬぎ捨ててるし。


　あ……そうか。指の次は……。


　オレは思わず身体からだをずらして、ベッドの端はしまで逃にげようとしていた。


「何してるんだ？」


「だ、だって……」


　この場で逃げ出しても仕方のないことをオレだってよく判っていたし、さっきまでなんでもしてっていう気持ちだったが、実際、崇夜の硬くなったものを見てしまうと、どうしても怖こわくなってしまう。


「大丈夫だ」


　崇夜はそう言いながら、オレの両足を引っ張って、元の位置に戻もどした。


「あ……」


　さっきまで指を入れられていた部分に、崇夜のものが当たっている。


「む、無理……っ」


「無理じゃない。昨日、ちゃんとできた」


「でも、痛かった！」


「痛いだけじゃなかっただろう？」


　そう言われて、途と中ちゆうからすごく気持ちよくなったことを思い出した。


「……気持ちよくなる？」


「なる。ちゃんとしてやる。約束は守ると言ったはずだ」


　崇夜の手がオレの股間のものに触れた。そこはまだ一回もイッてないから、触れられるだけで、ビクッとする。


　オレが観念したように身体の力を抜くと、崇夜もオレの両足を抱かかえた。


　う……。


　力が込こめられ、その部分に崇夜が侵しん入にゆうしてくる。


　あれっ、あんまり痛くない。力を抜いてるせいなのか、それとも二度目だからなのか、とにかく、昨夜みたいに身体が引き裂さかれるような痛みは感じなかった。


「痛いか？」


「……痛くない」


　崇夜はそれを聞くと、嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。


　ドキン。


　なんでオレ、崇夜が笑うと、こんなにドキンとするんだろう。よく判らない。


　崇夜が動くと、オレも一いつ緒しよに気持ちよくなってくる。身体と同時に、まるで神経までもがつながったみたいに、オレと崇夜が同調しているような気がしてくるんだ。


　崇夜がオレを抱だきしめる。オレも抱き返す。


　もしかして、オレも崇夜のことが好きなのかな……。


　でなきゃ、身体が気持ちいいだけで、こんなことできない。もう無理やりなんかじゃないし。オレは崇夜を全身で受け止めていた。


「好きだ……宏紀」


　心臓がドキンと跳はね上がる。


「本当？　本当に……？」


　オレは気がつくと、そんなふうに尋たずねていた。


　もう半信半疑じゃなく、ほとんど信じてるんだけど、それでも訊きいてしまう。だって、崇夜はずっとオレに冷たかったり、素っ気なかったりしていたから。


　崇夜はオレの髪かみを撫なでて、まっすぐにオレの目を見ている。


　真しん剣けんな眼まな差ざし。


　それだけで、崇夜はそれが本当だって訴えていた。


「噓うそじゃない。君は……やっぱりまだ私が嫌きらいか？」


　そういえば、オレは昨夜、崇夜のことを嫌いだと言ったんだ。無理やりされて、何な故ぜそうされたかも判らなくて……。


「き、嫌いじゃない……」


　昨日あれだけはっきり嫌いだと言っておきながら、急に好きだと言うのも気き恥はずかしくて、オレはそう言った。


「嫌いじゃないなら、嬉しい」


　崇夜がオレの目を見ながら、微笑んだ。


　その笑顔を見て、オレはもうなんだか天に昇るような心ここ地ちがした。こんなふうに崇夜は優やさしく笑える人だったんだ。


　本当は冷たい人じゃないんだよね。そんなふうに見えるだけで、本当は優しい心を持ってる人なんだよね。


　そう思うと、オレは胸がドキドキしてきた。


　だったら、オレだって、ちゃんと自分の気持ちを伝えたい。「嫌いじゃない」なんて、ごまかし方はしたくないよ。


「オレも……好きだよ、崇夜のこと」


　そう言った途端に、崇夜の目が見開かれた。そうして、今まで以上に嬉しそうな顔になったんだ。


　オレはギュッと崇夜に抱きしめられた。


　こうして抱き合っていると、鼓こ動どうが混じり合う。どうしよう。どんどん崇夜のことが好きになる。オレは自分が止められないよ。


　崇夜は顔を上げると、オレの唇に軽くキスをした。


「もっともっと君を気持ちよくしてやりたい」


　その言葉だけで、オレはすごく気持ちよくなっていた。単純かもしれないけど、オレの身体が崇夜の愛情みたいなもので満たされたような気がして。


　崇夜が動き出す。そして、オレのイイところが擦こすられていくんだ。


「あ……あっ……ん」


　声を抑おさえようとしても抑えられない。


　もう気持ちよくてたまらなかった。どこが気持ちいいとかじゃなくて、全身が気持ちいい。何もかもが快感につながっていて、オレはどうしたらいいか判わからなかった。


「もう……オレ……っ」


　限界に近い身体を持て余して、崇夜に訴える。


「もう、我慢できないか？」


　オレは必死でうなずく。本当にこのまま後ろの刺し激げきだけでイッてしまいそうだった。


　崇夜はオレの股こ間かんに触れる。


「あぁ……あっ」


　身体の内と外を同時に刺激されていく。


　頭の中が真っ白になる。何も見えない。聞こえない。ただ身体の感覚だけが浮うき上がっていくような感じがして、猛もう烈れつに熱くなってくる。


「ああっ……崇夜っ」


　オレはギュッと崇夜の腕うでにつかまりながら、イッてしまった。そして、少し遅おくれて、崇夜がオレの中で弾はじけるのが判った。


　崇夜はこれ以上ないくらいにオレを力強く抱きしめる。


「宏紀……」


　お互たがいの呼吸と鼓動が重なる。


　オレは気持ちよさと一緒に、幸せなんかを感じていた。








　それから、オレと崇夜は恋こい人びととして付き合うようになった。


　いや、ホントに『恋人』って言うと、ちょっと恥はずかしいんだけど、周りからはそう見られてるし、オレも崇夜も好き合ってるなら、やっぱり恋人って呼ぶんじゃないかと思って。


　同じ部屋で暮らし始めて、最初はぎこちなかったオレ達だけど、だんだん慣れてきて、制服が冬服のブレザーに替かわる頃ころには、もうすっかり恋人気分だった。


　あんなにドレイみたいに働かされたことは、すごく昔のことみたいに思えてくる。そういえば、なんでオレは崇夜の恋人になった途と端たん、一緒に暮らすことになったんだろうか。この学院にはそういう風習でもあるのかと思ったが、実際、付き合ってる奴やつらもいるが、ちゃんとそれぞれの部屋で生活してるらしい。


　じゃあ、オレだけ何故……？　奨しよう学がく生せいだから？


　崇夜は相変わらずそういう質問には答えてくれないし、オレも別にこの生活が嫌いやだってわけじゃないからいいんだけど。


　ただ、なんとなく疑問に思うだけで。


　秘宝のことも、どうやら紘平さんの冗じよう談だんだったらしいけど、詳くわしいことは上手うまくごまかされてしまった。秘宝がオレのことだっていうのも、謎なぞのままだ。


　そうして、もうすぐ学院祭が始まる。学院祭は真ま面じ目めな研究発表の場だが、唯ゆい一いつ、お祭り気分になれるのが公開決けつ闘とう。決闘者の名前は、正面玄げん関かんから入ったところの廊ろう下かの掲けい示じ板ばんに張り出されているんだ。


　市河によると、人数のわりに、面おも白しろそうな決闘は今のところないみたいで、決闘者受付まであと少しあるから、それまでに大物が出てくることをみんな望んでいるらしい。


　大物ってなんだって思うけどね。相撲すもうで言えば、横よこ綱づな同士の戦いとかをみんなは期待してるのかな。


　まあ、なんにしても、オレには関かかわりのない話だ。決闘なんてさ。


　だが、そう思っていたある日、オレは考えてもいなかった事態に直面することになったんだ。


　放課後になると、クラスの研究発表のために、みんなそれぞれいろいろとやることがある。うちのクラスはトイレの歴史についての研究だから、図を描えがいたり、模型を作ったり……そんなことをやっていた。


　ただ、そのまま展示してしまうと、面白くもなんともないものになってしまって、せっかく研究したことも誰だれにも見てもらえないから、ディスプレイに工夫が必要なんだ。だから、みんなでディスプレイの仕方を話し合ったりして……。


　真面目一方の学院祭でも、みんなで作業していると、やっぱり楽しいものだ。オレと市河と他ほか数人は、頑がん張ばってるみんなのために購こう買ばい部に買い出しに出かけた。


　パンだの飲み物だのを買って、教室に戻る途中、先を歩いていた市河が足を止めた。ここは別べつ棟むねの校舎へ向かう渡わたり廊下で、意味もなく立ち止まるような場所じゃなかった。


「どうしたんだよ？」


　と、オレも市河がにらんでいるその先を見て、ギョッとする。


　親衛隊だ……！　しかも、オレ達より人数が多いし、何よりオレをカッターで傷つけた高山さんもいる。


「おや、奇き遇ぐうだねえ。こうしてバッタリ会うってことは、神様のお導きかな。ねえ、安藤君」


　高山さんににっこり微笑まれると、怖こわくて仕方ない。オレが崇夜の恋人になったことは有名だし、親衛隊として恨うらみに思っているのは間ま違ちがいないんだ。その相手が微笑んでるなんて、別の意味ありすぎだろっ。


　市河はオレを自分の背後に隠かくして叫さけんだ。


「一体なんの用だっ？」


「君に用はないよ。あるのは安藤君だけ」


　今、偶然に会ったとか言ってたわりには、用があるわけか。いや、用がなけりゃ、こうしてオレの前にこの人達が団体で現れるはずがない。


　ずっと動きがなかったから、もう諦あきらめたかと思ったけど、そんなはずなかったか……。


「ああ、怖がらなくていいよ、安藤君。ただ、この間のお詫わびがしたいだけ」


「噓つけ！　何か企たくらんでるに決まってる。宏紀の傍そばには寄らせないぞ！」


「やだなあ。崇夜様の恋人に変なことするわけないでしょ。だから、ちょっとこっちにおいで、安藤君」


　いくらそう言われたって、変なことする気満々な顔をしてるじゃないか。オレだって男だから、こうして市河の背中に隠れてるのは嫌なんだけど、この人達に連れていかれたら、どうなるのかって、判りすぎるほど判るんだ。


　そうしてるうちに、オレの後ろをつけていた護衛の人が二人、オレ達の前にやってきた。


「おまえ達、結城さんに注意されているはずだ。今後、彼に接せつ触しよくしてはならないと」


「それは僕が安藤君に絡からんだときの話でしょ？　今度はお詫びとついでに祝福も兼かねて、話がしたいだけなんだから」


「ダメだ。話なら、結城さんを通してからにしろ」


　護衛の人達は親衛隊達に素っ気なく言った。高山さんの表情がたちまち変わる。


「僕は君達の言うことなんか聞かないよ。とにかく安藤君はこっちに渡してもらう」


　高山さんが親衛隊に合図すると、一いつ斉せいにこっちに突つっ込んでくる。


「宏紀！　逃にげろ！」


「そんな、オレ一人で逃げろって言われても……っ」


　みんなが揉もみ合ってる最中に、当事者のオレだけが逃げるってわけにもいかないよっ。


「馬ば鹿か！　誰か呼んでこいって言ってるんだよ！」


　そう言われて、オレはあわてて手にしていた荷物も捨てて、その場から抜ぬけ出そうとしたが、誰かからガシッと手首をつかまれる。


「つかまえたよ！　安藤君！」


　ゲッ。高山さんだあっ。


　オレは必死で振ふり払はらおうとするが、可愛かわいい顔をしてるわりに力が強くて、食い下がってくる。


「やめろ！」


　オレと高山さんの間に入ってきて引き離はなしてくれたのは、なんと北見さんだった。一体、いつから、この乱らん闘とうに北見さんが混じっていたのか。この間みたいに通りかかってきたんだろうか。


「安藤、こっちだ！」


　北見さんはオレの腕を引っ張った。オレはそのまま北見さんに連れられて、走っていく。だんだん騒さわぎが遠ざかっていくに従って、頭がカーッとなっていたオレもようやく落ち着いてきた。


「北見さん！　誰か……先生とかを呼びにいかないと！」


「いや、その必要はない。おまえがあの場にいなければ、高山達も引くだろう」


　そう言われれば、そうかもしれない。別に高山さん達は騒ぎを起こしたかったわけじゃなくて、オレに用があったんだから。


　それにしても、高山さん達、なんか無茶なことしてるなあ。あんなことして、崇夜からお咎とがめはないんだろうか。


「じゃあ、オレ、教室に戻もどっても大だい丈じよう夫ぶかなあ」


「まだやめておいたほうがいい。しばらく隠れて……それから俺が教室まで送っていくから」


「ああ、すみません、北見さん。わざわざ助けてくれて」


　この間、親衛隊に絡まれていたときも、北見さんが助けてくれたんだよね。オレと北見さんはそういう縁えんがあるんだろうか。


「いや……。ああ、ここに隠れていたらいい」


　北見さんは廊下の突き当たりにある部屋のドアを指差した。


　そこは生徒会室だった。


「えっ……オレなんかが入っていいんですか？」


「副生徒会長の俺がいいと言ってるんだから、いいんだ」


　そう言って、北見さんはドアを開いた。


　でも、北見さんと崇夜は仲が悪かったし、生徒会とシュヴァリエ隊も仲が悪かったよね。そんなところに、崇夜の恋人であるオレが入ってもいいんだろうか。


　そう思いながらも、オレは足を踏ふみ入れる。


　シュヴァリエ隊のサロンほどじゃないが、普ふ通つうの生徒会室よりはずっと豪ごう華かで広いような気がした。


　会議用の机が真ん中にあって、奥には応接セットもある。重役みたいな立派な机もあるし。と思ったら、その机について何か仕事していた人が顔を上げた。


「やあ、安藤君じゃないか」


　生徒会長の深町さんだ。


「来てくれるのは嬉うれしいけど、急にどうしたんだ？」


「あ、えーと……」


　オレがなんと説明しようかと迷っていると、横から北見さんが助け舟ぶねを出してくれた。


「親衛隊が安藤にちょっかいを出そうとしていたから、連れて逃げてきたんだ」


「ああ、それは大変だったね。北見もご苦労だった」


　そう言われた北見さんは深町さんに頭を軽く下げた。


　ん……？　ご苦労だった、か。いや、なんとなく引っかかる言葉だな。


「安藤君、そんなところに突っ立ってないで、そこに座って」


「はあ……。でも、オレ、お邪じや魔まかもしれないから……」


「いや、いいんだ。歓かん迎げいするよ。……ほら、君、安藤君にお茶を出して」


　そこにいた生徒会役員と思おぼしき人に、深町さんはそんなことを命令していた。


　なんでオレにお茶なんか出すんだよ。オレを引きとめようとしてるわけ？　この人、なんか怖いよっ。


「あ、ホントにいいんですっ。オレ、もう帰りますから」


　回れ右して出ていこうとしたら、北見さんに手首をつかまれた。


「あ、あの……っ」


「大丈夫だ。俺はおまえの味方だから」


　北見さんはまっすぐオレの目を見つめてそう言った。


　確かに、北見さんは悪い人じゃない。深町さんのことは今ひとつ信用できないオレだけど、北見さんにそう言われたら、納なつ得とくしないわけにもいかなかった。


「あ……はい」


　オレはソファへと腰こしかけた。北見さんはオレの横に座る。そして、深町さんはテーブルを隔へだてたオレの正面に腰を下ろした。


　う……。やっぱり、なんか嫌いやな雰ふん囲い気きかも。


　さっきお茶を淹いれろと言われた人が、紅茶が入ったカップを三つ持ってきて、テーブルに置いた。


　深町さんはニッコリ微ほほ笑えみながら、オレに紅茶を飲むように勧すすめた。オレはあんまりここでのんびり紅茶を飲む気持ちにはなれないんだけど、せっかくだからカップに口をつけると、深町さんはオレに話しかけてきた。


「ねえ、安藤君。君は結城の恋こい人びとになったんだって？」


「は、はあ……」


　改めてそう言われると、なんか照れるよ。男同士で恋人っていうのも、ちょっと変だし。この学校ではよくあることらしいから、そんなに気にしなくていいのかもしれないけどさ。


「でも、結城が君を恋人にしたのは、裏があるのを知ってるかな？」


「えっ、裏……って？」


　どういうことだろう。なんだか嫌な予感がしてくる。


「結城達三人が、君のことを『アレクサンドルの秘宝』と呼んでいたのを知ってる？」


「あ……聞いたことあります。どういう意味なのかは、よく判わからないんですが」


「じゃあ、僕から教えてあげよう。まず、あの三人はここの学院の創立者・アレクサンドルの孫なんだ」


「えっ……」


　孫って……。えーと、学院史によると、そのアレクサンドルさんはフランス人だったよな。ってことは、三人はクォーター？　いや、スタンリーさんだけ四分の一日本人だって言ってたっけ。


　確かに崇夜も紘平さんもどことなく日本人離ばなれした顔をしてた。でも、そんな話、全然聞いたことない。だいたい、だったら、あの三人は従兄弟いとこ同士なんじゃないか？　でも、誰だれもそんなこと知らないみたいだ。もちろん崇夜の恋人であるオレだって知らない。


「アレクサンドルは来日してから、日本人の恋人を持った。男だったらしいが、事情があって二人は別れ、それぞれ女性と結けつ婚こんした。そして、最近になって年老いて病気で入院したアレクサンドルは、奥さんもとうに亡なくしていて、昔の恋人を懐なつかしく思い始めたわけだ。そこで、自分の孫達に、昔の恋人の孫を恋人にした者に死後の遺産のほとんどを譲ゆずるという遣言状を書くと言い出したんだ」


「ま、まさか、その孫って……」


「そう、君だ。君の父方の亡くなったおじいさんには、君しか孫はいないだろう？」


「確かにそうですけど、でも……」


　そんなことって、あるんだろうか。深町さん、オレをからかってるんじゃないだろうな。それとも、オレをだまそうとしていたりして。


　だけど、会ったばかりの紘平さんやスタンリーさんの態度は、オレをまるで品定めしてるような様子だったよな。それに、三人とも、やけにオレにセクハラしてきたり、馴なれ馴れしくしてきたりして。


「思い当たるフシはあるんじゃないか？　アレクサンドルが資産家だったように、あの三人の家も相当な資産家で、君のお父さんの会社に圧力をかけることも可能だし、君を無理やりこの学院の奨しよう学がく生せいに仕立て上げるのも簡単だったみたいだよ」


「あ……」


　じゃあ、父さんが離り島とうに赴ふ任にんになったのも、崇夜達のせいなのか……？　あの謎なぞの招待状も？　そういえば、オレがここに入ることになったのは、上司の人の勧めがあったからって言うし。


　いや、まさか、そんな……。


　だったら、崇夜がオレを恋人にしたのは、財産を自分のものにしたかったからってことになるじゃないか。


「可哀かわい想そうに。君は彼らに利用されてただけなんだよ」


「そんな……そんなことないっ」


　オレは首を横に振った。


　最初会ったときの崇夜は、ずいぶん傲ごう慢まんな人だった。でも、今はあんなに優やさしくオレに笑いかけてくれるじゃないか。


　でも……。


　オレが今まで信じていたのが、全部噓うそだったら？　あれもこれも、財産獲かく得とくのための演技だったら……？


　オレの気持ちは激しく揺ゆれ動いた。


「安藤……」


　横にいた北見さんがオレの腕うでをつかんだ。


「気持ちは判るが、しっかりしろ」


「北見さん……っ」


　なんだか北見さんの声を聞いたら、ふっと緊きん張ちようが解けたみたいに涙なみだが流れ出してきた。


　なんのための涙だよ？　自分でもよく判らないけど、この学院に来てから今までのこと全部が急につらくなってきて、涙が出てきたんだ。


　オレは何をしにこの学院に来たんだろう。ここに来たこと自体が仕組まれたことだったなら、オレはただ誰かに動かされていたに過ぎないってことになる。


　そして、崇夜のことも……。


　自分で崇夜を好きになったつもりでいたのに、それが操あやつられた感情だったら……。崇夜の優しさや微笑みが演技なら、そういう解かい釈しやくだってできる。信じたくはないけど、事実がそうなら、オレは自分の感情も疑わなくちゃいけない。


「安藤……俺はおまえの味方だ！」


　北見さんはそう言うなり、オレをしっかりと抱だきしめた。


　そのまま北見さんの胸の中で泣きじゃくりたい気持ちになってしまったが、ここは生徒会室だ。しかも、北見さん以外の人もいるし、そうもいかない。オレは北見さんの胸を押しやって、涙を手で拭ぬぐった。


「大だい丈じよう夫ぶです。ホントにオレ……大丈夫だから」


　そう言いながらも、涙はまだあふれでてくる。みっともないと思うけど、もうどうしようもなかった。


「よかったら、僕も君の力になるからね。君の心を遺産のためにもてあそぶなんて、なんてひどい奴やつらなんだ」


　深町さんはオレに同情したみたいに言った。


　オレは同情なんかしてほしくなかった。なんかそんなふうに言われたら、余計に惨みじめになってくるじゃないか。


　でも、これが本当のことなら、やっぱり惨めなのかもしれないな。崇夜がオレのことを本気で好きでいてくれるって、オレは信じていたんだから。


　北見さんはオレの手を元気づけるように握にぎった。


「しっかりしろ。俺がついてる」


　力強い北見さんの言葉が嬉しくて、ついすがりつきたくなってくる。そんなこと、していいわけないのにさ。


「とにかく、ここで少し気を落ち着けたらいいよ。これから何をどうすればいいのか、じっくり考えてね」


　深町さんがそんなことを言ってる間に、突とつ然ぜん、生徒会室のドアが乱暴に開けられた。


　ビクッとして、そっちを見ると、なんとそこには当の崇夜がいたんだ。いや、その後ろにスタンリーさんと紘平さんもいた。


「なんだ、君達は！」


　深町さんが立ち上がり、北見さんもオレの手を握ったまま立ち上がるから、オレまで一いつ緒しよに立ち上がることになる。


　まだ心の準備ができてないオレは、崇夜の顔を見たくなかったのに。


「なんだはこっちのセリフだな。高山まで抱き込んで、どういうつもりだ？」


　崇夜の言葉に、オレはハッとした。


　都合よく北見さんがあそこに現れたのは、偶ぐう然ぜんじゃなくて、高山さんと示し合わせてのことだったのか。


　確かに、ああいうことでもなければ、オレが生徒会室に来ることはなかっただろう。


「仕方ないよ。安藤君にはずっと護衛がついていたからね。大事な話をするにはここに来てもらわないと困るし」


　そう言いながら、深町さんはオレのほうをちらっと見た。


「大事な話？　どうせメグちゃんのする話なんて、ロクな話じゃないだろう？　宏紀ちゃん、信じちゃダメだよ」


　紘平さんにはそう言われたけど、オレの心はまだ揺れ動いていた。


　だって、紘平さんだって、オレをだましてたんじゃないのか。オレのことを宏紀ちゃんと呼んだり、オレに紘平さんって呼ばせたり……。それも全部、遺産のためだったかもしれないし。


「君達には残念だけど、秘宝の話は安藤君に全部したからね。もちろん、それを信じるかどうかは、安藤君の自由だけど？　でも、遺産目当てで恋人にされたんだって聞いたら、動どう揺ようするのは仕方ないよね」


「メグちゃん、人のことを嗅かぎ回るのは、いい趣しゆ味みとは言えないよ」


　深町さんはムッとしたみたいだったけど、無理やりそれを抑おさえたように口元に引きつった笑えみを浮うかべた。


「まあいい。君達だって、これがデタラメだとは言えないわけだからな」


　そうだ。誰もそれが噓だって言わない。ということは、本当のことなんだ……！


　オレは胸がズキズキと痛みだした。


「宏紀……」


　崇夜に声をかけられて、オレは恐おそる恐るそっちを見た。


　目が合う。


　でも、いつもみたいに笑ってはくれない。それどころか、悲痛な表情をしていた。


「言い訳はしない」


　じゃあ、やっぱりそれが本当だったことなのか……。


　オレは今度こそ涙が出てくるのを抑えられなかった。


　どうしたらいいんだろう。どうしたら、この胸の痛みを取り払はらうことができるんだろう。


　誰も信じられない。


　オレは北見さんの手を振ふり払うと、その場に座り込んだ。


「もう……家に帰りたい……っ」


　だけど、オレの家はないのも同然だった。両親の住む離島に行ったところで、そこはオレの家じゃないよ。


　オレはどこに行けばいいんだよ。もう崇夜と一緒の部屋で生活することはできない。


　崇夜達はオレの居場所さえ奪うばっていたんだ。








　その夜、オレは元の部屋に戻もどった。


　とてもじゃないけど、崇夜と一緒の部屋で、平気な顔をして過ごすなんてことができそうになかったからだ。


　結局、学期半ばで家に帰れるはずもなく、オレは冬休みまでこの寮りようで過ごさなきゃならない。だから、とにかく早く自分の気持ちを立て直さなきゃいけなかった。


　もちろん本当はすごくつらい。崇夜のことを思うと、どうにもならないやりきれなさがあった。でも、だからって、ずっとそんな気持ちを抱かかえたまま、毎日を過ごすわけにはいかない。


　とりあえず、なるべく崇夜のことは考えないようにした。思い出さないようにもした。何かの拍ひよう子しに思い出しそうになると、一いつ生しよう懸けん命めい、他ほかのことを考えたんだ。


　崇夜がオレをだましていたんだって……もう考えたくない。


　相変わらずオレに護衛はついていた。みんながオレと崇夜が決別したってことを知っていたし、親衛隊だってオレにどうこう言ってこないと思うんだけどね。


　そうして、学院祭前日の夜。オレの部屋をスタンリーさんと紘平さんが訪ねてきた。


　はっきり言って、オレはこの二人の顔だって見たくなかった。結局、この二人だって、オレをだましてたんだ。秘宝だのなんだのって言って、オレをモノにしようとしたんだから。


「……なんの用ですか？」


　かろうじてドアは閉めたが、それ以外のもてなしなんかする気はないから、立ったままでオレは尋たずねた。


「宏紀君。崇夜のこと、まだ許してはもらえないんでしょうか？」


　スタンリーさんはオレにそんなふうに話しかけてきた。


「許せるはずなんかないでしょう？」


　オレは二人から目を逸そらして、素っ気なく言った。


　本当は、オレの中で、許すとか許さないとか、そういう問題ではなかった。せめて崇夜が言い訳でもいいから、何か言ってくれたら……。


　なのに、崇夜は何も言わない。だから、オレは崇夜の心が判わからなくて、傷ついていくんだ。


「宏紀ちゃんは崇夜が今、どんな状態でいるか知らないだろう？」


「知るわけないです。もう関係ないですから」


　そう言った途と端たん、胸に鋭するどい痛みが走った。


　関係ないはずがない。オレは今だって崇夜のことが好きだ。でも、何も言わない崇夜に、これ以上、関かかわるわけにはいかなかった。


　そうだ。忘れなきゃ。何もかも忘れれば、楽になれるんだから。


　なんで、この人達はオレの傷をえぐるようなことを言いにきたんだろう。もし少しでもオレに悪いって気持ちがこの人達にあれば、オレの前に顔なんか出せないはずだ。


「崇夜は落ち込んでるよ。君のことが本気で好きだから」


「じゃあ、なんで何も言ってこないんですかっ？　あの人はオレに、言い訳しないって言った。それがすべてなんでしょう？」


　関係ない第三者の口から、いくらオレのことが好きなんだって言われても、どうしようもないじゃないか。


「確かに崇夜はそう言いました。でも、言い訳しないのは、すべてを肯こう定ていしてるわけじゃない。君にすまないという気持ちがあったからこそ、言い訳をしないと言ったんです」


「意味が判らない……。オレにすまないって気持ちがあったなら、深町さんが言ったことは本当だってことですよね？」


　胸がズキズキと痛む。


　オレだって、こんなこと言いたくない。だから、もう帰ってほしいのに。オレをそっとしといてほしい。


「宏紀ちゃん、それこそ言い訳になるかもしれないけど……。俺達は本気で財産が欲しくて、君を口説いてたんじゃないよ。なんていうかなあ、ゲームみたいな気持ちで、俺達の中で誰だれが転校生をオトせるかっていう感じのさ」


　そういえば、崇夜は最初の日に、ゲームに付き合えとか言ってたよな。それはこれのことだったのか。


「だから、俺達、いろいろ君にセクハラめいたことしてたけど、あんまり本気じゃなかったことくらい、君にだって判るだろう？　あ、もちろん宏紀ちゃんのことは可愛かわいいと思ってたけどね。そんなゲームで恋こい人びとを決めようとは思わないしさ」


「僕はけっこう本気だったんですけどね……。君が崇夜を選んだときはガッカリしたし」


「えっ、スタンリーは本気だったのか？」


「知らなかったんですか？　薄はく情じような従兄弟いとこですね」


　スタンリーさんは手を伸のばして、オレの頰ほおにそっと触ふれた。


「あ……」


　目が合うと、スタンリーさんは優やさしく微ほほ笑えみかけてきた。


「崇夜は最初、ゲームにはあまり乗り気ではありませんでした。あのとおりのクールな性格ですから、恋人なんて……と思っていたみたいです。でも、君に会ってから、崇夜は変わった。他人のことはあまり気にしない崇夜が、君のことだけは一生懸命でした」


　オレが親衛隊に連れ出されたとき、崇夜は剣けんを持ったままの姿で駆かけつけてくれた。そうして、北見さんとは付き合うな、とも言ってたんだ。


　真剣な目で、オレを好きだって言ってくれたことも思い出す。


　オレだって、あれが演技だなんて思いたくない。


「もし崇夜が財産目当てだったとしたら、すぐに外出許可を取って、君をおじいさんのところに連れていったと思うんです。君を恋人にしたって知らせないと、遣言状は書いてもらえませんからね」


「あ……そうか。でも、何な故ぜ、崇夜はオレにそういうことを言わないんですか？　なんで言い訳をしないって言って、オレが部屋を出ていっても、何も言ってこないんです？」


　オレにはどうしてもそれが理解できなかった。


　引き止めないのなら、オレにその愛情がなかったって思われても仕方ないじゃないか。


「じゃあさ、宏紀ちゃんは崇夜に、そんなつもりはなかったんだって言われて、それで納なつ得とくできる？　崇夜にそんな気があろうとなかろうと、実際、あの財産話があって、それが噓うそだと言えない以上、崇夜をどう思うかは、宏紀ちゃん次し第だいなんじゃないかな」


「だって……オレは……」


　それでも、崇夜に、そうじゃないんだって訴うつたえてほしかった。オレのことが本当に好きなら、そう言ってくれるべきなんじゃないんだろうか。


「まあ、どっちもどっちって感じもするね。今の状態を見てると。なんで君達、そんなに意地っ張りかな」


　それって、オレにも悪いところがあるってことだろうか。オレも崇夜も意地を張ってる……？


　別に意地のつもりじゃないんだけど。


「もし崇夜のことがまだ好きなら、このままだと後こう悔かいすることになるかもしれないですよ」


「えっ？」


　スタンリーさんはちょっと意地悪げにニヤリと笑った。


「崇夜はモテますからね。慰なぐさめてあげたいと思ってる子はたくさんいますよ」


　そ、それは嫌いやだ。でも、オレから、なんて言えばいいんだよ。崇夜が何も言ってこないのに？


　崇夜がホントにオレを好きだって、スタンリーさん達は言うけど、そんなの、どこにも証しよう拠こはないじゃないか。本人だって言ってくれないのにさ。


「それに……今、ちょっと困ってることがあって……。もし崇夜が落ち込んだままなら、崇夜はもちろん、シュヴァリエ隊全体の名めい誉よが地に落ちるかも……」


「どういうことですか？」


　オレの質問に、紘平さんが溜ため息いきをつきながら説明してくれた。


「北見が崇夜に決けつ闘とうを申し込んだんだ。公開決闘。あさっての学院祭二日目、一番ラストの公開決闘に二人の戦いが組まれることになった」


「なんで北見さんが……」


「北見は宏紀ちゃんのことが好きだったみたいだね」


「ええーっ？　噓！」


「噓じゃないよ。だから、崇夜が君をだまして傷つけたことが許せなかった。だから、君の代わりに……いや、君の名誉のために崇夜に決闘を申し込んだ……」


「オレ、そんなこと頼たのんでないしっ」


「頼まれなくても、北見はそれくらい君のことを大事に思ってたってことだな。あの秘宝の話だって、北見が情報を収集してきたみたいだし、君は気づいてなかったかもしれないけど、もうメロメロって感じだね」


　そんなこと、全然気づかなかった。というか、それって、本当のことかな。オレは北見さんから何も言われてないから、そんなこと信じられない。


「宏紀君はもうちょっと人の心に敏びん感かんになったほうがいいかもしれませんねえ」


「そうそう」


　オレをゲームのようにオトそうとしてた人達にこんなこと言われるのは、なんか悔くやしいぞっ。


　でも、もし北見さんがオレのことをそんなふうな意味で好きだったとしたら、全然気づかなかったオレは、あんまり敏感じゃないんだろうなあ。


「まあ、それはともかくとして、本来なら、フェンシング部の部長である崇夜が負けるわけはない。ただ、今回はメグちゃんが、公平な決闘にするためにはハンデをつけるべきだって口を出してきて、崇夜はその条件を呑のんでしまったんだ」


「ハンデって……」


「普ふ通つう、五ポイント先取したほうが勝ちだろう？　ところが、崇夜は五ポイント先取のルールで、北見だけ一ポイントを取れば勝ちということになってる」


「そんな……」


　でも、確かに普通に戦ったら、崇夜のほうが圧あつ倒とう的に有利なんだ。ただ、一ポイントのみで勝ちというのは、相当きついんじゃないかな。


「北見は剣道部の主将だし、運動神経がいい。うちは正規の授業でフェンシングをやるから、まるっきりの素人しろうとでもないし、噂うわさじゃ、かなり強いらしい。もちろん崇夜が本調子なら、いくらハンデがあったって、負けるわけはない。でも……今の崇夜なら、どうだろう」


「どうだろうって……。まさか崇夜が負けたりしないですよねっ？」


「宏紀ちゃん、気になる？」


　そう言われて、オレは自分が崇夜の心配をしていたことに気がついた。


「そ、そうじゃないですけどっ」


「素す直なおじゃないですよね。……崇夜は君のことでショックを受けていて、全然ダメなんです。このままだと北見に負けてしまう。フェンシング部の部長でありシュヴァリエ隊のグラン・シェフである崇夜が、剣道部主将であり生徒会副会長の北見に負けるなんてことになったら……」


「あ……」


　そんなことになったら、シュヴァリエ隊の権けん威いはなくなってしまう。というか、その前に、崇夜はグラン・シェフをクビになったりして。フェンシング部にも居づらくなるかもしれない。


「だから、崇夜を許してほしいんだよ。いや、許すとまでいかなくても、一声だけでもいいから、崇夜に声をかけてやってほしい。それだけでもいいんだ」


「そんなこと言われても……」


　傷ついてるのは、こっちのほうなのに、なんでオレが崇夜に気を遣つかわなきゃいけないんだろう。なんか、おかしくないかな。


　オレだって、崇夜に声をかけてもらいたいよ。ちゃんと謝ってくれて、まだ好きだって言ってくれるなら……オレはやっぱり嬉うれしいと思う。


　けど、本人が何も言わないのに、こんなふうに周りで後押しされてもさ。それが崇夜の本心かどうかなんて、オレには判わからない。ひょっとしたら、実は、崇夜はオレのことなんか、ぜんぜん考えてないかもしれないじゃないか。


「まあ、もちろん僕達が宏紀君に強制できないし、こんなこと言えた義理じゃないかもしれないですけどね。ただ、崇夜のことがまだ好きなら、考えてほしい。学院祭ラストの公開決闘前までに」


　オレは何も言えなかった。考えてほしいって言われて、すぐにハイとは答えられない。それくらいのことは、この人達はオレにしたって思うし。


　微び妙みように視線を逸そらしたオレに、紘平さんは溜息をついた。


「ま、仕方ないっかー。ごめんね、宏紀ちゃん。無理言ってさ」


「……いえ」


「いろいろあったけど、俺達は本気で財産獲かく得とく争いなんかしてなかったってことだけ理解しといてよ」


「はい……」


　紘平さんはオレの肩かたをポンポンと叩たたいた。


「じゃ、宏紀君。おやすみなさい」


　スタンリーさんはオレの頭を猫ねこみたいに撫なでる。それから、二人はオレの部屋を出ていった。


　なんか、今夜も崇夜の夢を見ちゃいそうだよ。


　毎晩、崇夜の夢を見てしまうオレは、やっぱり崇夜のことが好きなんだろうな。それは判ってるけど、今いま更さら、崇夜になんと声をかけていいか判らない。


　あの二人の言うことが本当なら……。


　崇夜はみんなの前で負けちゃうんだろうか。


　そんなのは嫌だって思う。崇夜はいつだってクールで超ちよう然ぜんとしていたじゃないか。その崇夜がみんなの前で無残に敗北するなんて、そんなはずない。


　いくらオレとのことがあったからってさ。


　そうだ。絶対そうだ。


　オレはそういうことに決めて、ベッドに潜もぐり込んだ。








　学院祭二日目。オレは午前中、クラスの展示物の説明をする係をしていた。これがけっこう大変で、こっちが答えられないような質問をしてきて困らせる上級生とかがいるんだよ。その人達に愛想よくしつつも、質問をかわすのは、なかなかテクニックのいることだった。


　同じ時間帯に説明係になっていた市河が、ときどき、崇夜と北見さんの決闘の話をさり気なく振ふってくるしさ。


　なんでも、みんながそれで盛り上がっていて、賭かけまでしてるそうだ。もちろん市河は崇夜に賭けてるらしいけど、最近の崇夜は元気がないから、北見さんに賭ける奴やつも多いとか。


　そういうのを聞くと、なんだか気になってくる。崇夜は一体どういう気持ちなのか、どうしてるのかって。


　本当に崇夜がオレのことで元気がないなら、頑がん張ばれって声をかけたいよ。


　でも……でもさ。


　オレには崇夜の気持ちが判らないから、どうしようもないんだ。


　午後になり、説明当番が終わった。もう何時間かしたら、崇夜と北見さんの決闘が始まる。オレは見にいくつもりはなかったが、気分的にはなんだか落ち着かなかった。


「宏紀、昼飯食いにいこうぜ」


「うん」


　市河とオレは教室を出ようとしたところへ、紘平さんが中に飛び込んできた。


「宏紀ちゃん、大変なんだ！　一いつ緒しよに来て！」


「えっ、えっ？」


　オレはわけも判らずに、紘平さんに腕うでを引っ張られていた。


「なんですか、一体っ？」


「うちのじいちゃんが危き篤とくだって知らせが入って……」


「えっ？」


　紘平さんのおじいさんというと、財産をやるとか言ったアレクサンドルさんのことか？　この学院の創立者で理事長の。


「でも、オレは関係ないんじゃ……」


「大有りじゃん！　君はじいちゃんの元恋こい人びとの孫なんだから！」


　そ、そうか。そう言われれば、そうだよね。


　オレにとっては会ったこともない人だけど、その人から見れば、オレの顔にはどこか面おも影かげがあるかもしれないわけだ。


　オレは紘平さんに指示されて、校門前につけていた車の後部座席にサッと乗り込むと、先にそこに乗っていた人物と目が合った。


　ゲッ。崇夜だ！


　いや、崇夜が乗ってるのは全然不思議じゃない。危篤なのは、崇夜のおじいさんでもあるんだから。もはや決闘どころじゃないよな。


「宏紀ちゃん、詰つめて」


「あ、はい！」


　あわてて詰めると、横に紘平さんが乗ってくる。オレは崇夜と紘平さんに挟はさまれる羽目になってしまった。ちなみに、助手席にはスタンリーさんが乗っている。


　その状態で、車は発進した。


　これって、わざと……？　なんて思ったけど、おじいさんが危篤なのに、わざとオレを崇夜の隣となりに座らせる余よ裕ゆうなんてあるはずがない。


　オレは過か剰じように意識してしまうけど、崇夜はなんともないかもしれないし……。


　だから、崇夜をここにいないものとして、紘平さんに話しかけた。


「おじいさんは具合があまりよくなかったんですか？」


「いや、確かに身体からだを悪くして入院はしていたけど、いきなり危篤になるような病気じゃなかったんだ。それなのに……」


　いつもは冗じよう談だんなんか言ってる紘平さんの顔が青ざめていた。


　そうか……。あらかじめ覚かく悟ごをしていたって、危篤と聞いたら動どう揺ようするよね。それなのに、突とつ然ぜん、危ないんだって聞いたら、どんなふうに気持ちを持っていけばいいかも判らないだろう。


　助手席に乗っていたスタンリーさんが振り向いて、オレに力なく微ほほ笑えみかけた。


「宏紀君が来てくれてよかった。君の顔を見れば、おじいさんもきっと喜ぶよ……」


　オレの顔なんかでよければ、いくらだって見せてあげたいよ。なんかもう、二人とも、いつもの元気の欠けらもないみたいだ。いや、当たり前だけど。


　オレはどうしても気になって、隣の崇夜の顔をちらっと見た。


　崇夜は窓の向こうを見ていた。まるで、一番最初にオレを迎むかえにきたときみたいに、クールな顔つきをしていたから、一いつ瞬しゆん、崇夜はおじいさんのことが心配じゃないのかなって思った。


　でも、それは間ま違ちがいだった。


　崇夜の指が震ふるえている。車の揺ゆれとは違う小刻みな震え方だ。


　オレは思わずその手をギュッと握にぎった。


　崇夜が驚おどろいた顔でこっちを見る。


「大だい丈じよう夫ぶだよ。おじいさん、死んだりしないから！」


　崇夜はしばらくオレの目を見ていたが、やがてうなずいた。


「……ああ」


　崇夜の冷たかった手がゆっくりと温ぬくもりを取り戻もどしてくる。オレは車が病院に着くまで、その手を離はなさなかった。








　病院に着くと、すぐさまアレクサンドルさんの病室に急いだ。


　恐おそらく特別室と思われる広い病室のベッドに、年老いたその人は横たわっていた。点てん滴てきの管が腕に刺ささっていて、ずいぶん苦しそうな顔で目を閉じている。


　歳としを取っても、どことなく気品のある顔だ。さすが、この三人のおじいさんというか……。若い頃ころはさぞかしモテたんだろうなあ。オレのじいちゃんがこの人と……と思うと、なんか不思議な気持ちになるけど。


　付き添そいの女の人がいたが、オロオロした様子で椅い子すから立ち上がり、一番近くにいたスタンリーさんに何か話しかけている。オレと崇夜、そして紘平さんはアレクサンドルさんの枕まくら元もとに近づいた。


「じいちゃん、聞こえる？　俺だよ、紘平だ！」


　何度目かの呼びかけに、アレクサンドルさんは目を開けた。


「おお……紘平か……」


　力なく差し出された手を、紘平さんは強く握った。


「じいちゃん、しっかりしな！　ほら、じいちゃんが会いたがっていた安藤さんの孫、連れてきたから！」


　紘平さんがオレの手を引き寄せ、アレクサンドルさんの手を握らせる。アレクサンドルさんの潤うるんだような目がオレを見つめた。


「君が……ああ、そうか。面影がある……。もっとよく顔を見せてくれ」


　オレは身を屈かがめて、顔を近づける。


「ああ、なんて愛らしい顔だ……。彼も本当に可愛かわいかったよ。今の君くらいに……」


　アレクサンドルさんはオレの顔を見て、涙なみだを流して喜んでいた。


　ああ、やっぱり、オレ、ここに来てよかったな。こんなオレでも役に立ててよかったって思った。


　オレはさらにアレクサンドルさんを喜ばせたくて、崇夜の手を引っ張って屈ませた。


「ほら、オレ、崇夜の恋人なんですよ」


「宏紀……」


　崇夜はオレの突然の発言に驚いたみたいだった。


「おお、崇夜の恋人か……！」


　アレクサンドルさんは感激したように言った。いや、アレクサンドルさんに喜んでもらえてオレは嬉うれしいよ。


「オレ、崇夜と最初に会ったとき、なんて嫌いやな奴かって思ってました。でも、違ってた。素っ気ないふりをしてても、本当は優やさしかった。崇夜が肝かん心じんなことを言ってくれないから、オレ、それに気づかなくて、喧けん嘩かしちゃったけど……でも、やっぱり好きなんだ！」


　最初はアレクサンドルさんに向かって言ってたはずだけど、気がついたら、オレは崇夜に向かって言ってた。


「宏紀……！」


　崇夜はオレの肩かたをしっかりと抱だいた。


　これでいいんだと思う。崇夜は肝心なことを言わない人だけど、それくらい、崇夜をちゃんと見てれば、判わかるはずなんだ。


　崇夜が本当はオレのことをどう思ってるのか……。


　言葉や表情じゃないところに、崇夜の気持ちは表れている。とっても判りにくいけど、判ろうとしてれば伝わってくるんだ。


「なっ、じいちゃん。こうして崇夜が安藤さんの孫と恋人になったんだ。じいちゃん、まだ死んだりしちゃダメだ！」


　紘平さんの言葉に、アレクサンドルさんは怪け訝げんな表情を浮うかべた。


「は？　私はまだ死なんぞ」


「えっ？」


　オレと紘平さんの言葉は見事にハモっていた。


　後ろでスタンリーさんがクスクス笑っている。何事かと振ふり向くと、スタンリーさんの隣で、付き添いの女の人が頭を下げていた。


「すみませんっ。私、あまりにアレクサンドルさんが苦しんでおられるので、勘かん違ちがいしてしまって……。すぐ訂てい正せいのご連れん絡らくをしたんですが、皆みな様さまだけ間に合わなかったんです」


「勘違いって……何？」


　紘平さんの間の抜ぬけた質問に、スタンリーさんが答えた。


「どうやら、おじいさんは見み舞まいにもらった饅まん頭じゆうを夜中に大量に食べたらしいですよ。しかも、朝食は普ふ通つうどおりにペロリと食べて。それからしばらくして、腹痛に苦しみ始めたというわけです」


　ということは、食いすぎ……かあ。


　オレは呆あきれてアレクサンドルさんの顔を見ると、子供みたいな笑いを浮かべていた。


「いや、うまかったんだ。饅頭が」


　なんとコメントしていいか判らない。隣で紘平さんも力の抜けたような顔をしていた。一方、崇夜は別に表情も変えていない。


「もしかして、崇夜は気づいてた？」


「ああ。危篤状態だというのに、点滴のみで医者もいないとなれば、普通おかしいと思うだろう？」


　そう言われればそうだけど。


「なんで教えてくれないんだよっ」


「言おうとしたが、あんまりおまえ達が必死だから、つい……」


　くーっ。やっぱり、こいつ、性格悪い！


　盛り上がってしまって、こんなところでコクハクなんかしちゃったオレが馬ば鹿かだった。


「今言ったこと、取り消すからな！　好きだなんて噓うそだから！」


「取り消す必要はない。噓だとも思わない」


　崇夜は素す早ばやくオレを引き寄せると、唇くちびるを重ねる。


　一瞬のことだったが、オレはみんなの前でキスされていた。


「ほう。こんなものが間近で見られるとは。まだまだ長生きしないとな」


　アレクサンドルさんは嬉しそうにつぶやいた。


　オレは……嬉しいんだか、嬉しくないんだか、よく判らなかった。








　それから、オレ達は急いで学院に戻った。


　何な故ぜかっていうと、崇夜の決けつ闘とうがあったからだ。一応、事情を教師に話して学校を離れたわけだけど、心ない者は崇夜が逃にげたと噂うわさするかもしれない。だから、時間に間に合うように急いだんだ。


　幸い、崇夜の試合は、一番ラストに予定されていたから、間に合った。


　場所はフェンシング部の練習場。多くの生徒が見守る中、公開決闘は始まる。


　二人がピストと呼ばれる二メートルほどの幅はばの細長い試合場に立つと、ざわめきと歓かん声せいが一気に静まった。


　どちらも白いユニフォームにメタルジャケットを着て、細かい網あみ目めのマスクをかぶっているが、遠目にだって、オレにはもうどっちがどっちかって判る。


　崇夜はオレの恋こい人びとだから。これで間違えたら、自分でもショックだよ。


　公開決闘の司会進行役をしているシュヴァリエ隊の一員から、この試合についての説明が改めてされる。今から行われるのはハンディキャップマッチだってこと、そして、どういうハンディなのかがみんなに知らされた。


　というか、もうこれはすでに噂として流れていたから、みんなは知ってたことだ。それで北見さんに賭かけてる奴やつらもいるんだからね。


　前にオレが聞いたとおり、崇夜だけ通常の五ポイントを取らなければ勝ちにならなくて、北見さんが一ポイントでも取れば北見さんの勝ちになる。時間は四分間だ。


　フェンシングの剣けんは電気剣で、試合のときはコードがつながっている。それでメタルジャケットで覆おおわれている有効面を突ついたときに、電気審しん判ぱん器ってのが反応して、ランプがつきポイントが入る仕組みになっている。


　あ、その電気審判器は二つ置いてあるんだ。赤と緑。この場合、赤が崇夜で、緑が北見さん。崇夜が有効面を突けば、赤のランプがつき、北見さんが有効面を突けば、緑のランプがつく。


　つまり、緑のランプが一度でもつけば、崇夜は負けだということになる。


　それぞれの名前が呼び上げられ、観客に挨あい拶さつをする。崇夜は剣を自分の顔の前に立て、そのままそれを観客に向け、アピールした。


　一いつ斉せいに歓声が湧わき起こる。いよいよ試合の始まりだ。


　どうか、崇夜が試合に勝ちますように！


　オレは祈いのるような気持ちで、二人を見つめた。


「大だい丈じよう夫ぶ。崇夜は絶対負けたりしないさ」


　傍そばにいた紘平さんが力強く言った。


「ホントに？　崇夜はそんなに強いんですか？」


「伊達だてに部長はしてないですよ。崇夜の強さはハンパじゃないですからね」


　スタンリーさんもそう言ってくれるけど、心配だ。だって、一ポイントでも取られたら負けだなんて、ちょっとつらいんじゃないかな。でも、崇夜には自信があるから、そんな試合を受けたんだろうし。


「大丈夫だってー。今日、宏紀ちゃんが好きだって言ってくれたから、もう完全にハイになってるし、絶対勝つよ」


「えっ、あれでハイ？」


　いつもと大して変わらない表情をしてたような気がするけど。


「うん。判りにくいけど、かなり喜んでたよ、あれは」


　う……。オレ、恋人として修しゆ業ぎようが足りないかも。崇夜の気持ちは本当に表面からは判りにくいんだ。


　審判が始めの合図をする。


　素早く北見さんが剣を突き出した。が、崇夜はそれを余よ裕ゆうたっぷりに払はらう。


　次に崇夜が北見さんの胴体部分の右上を狙ねらう。北見さんがそこを防ぼう御ぎよする隙すきをついて、左下に剣を繰くり出す。


　赤のランプが点灯する。崇夜が一ポイントを取った。


　会場がどよめく。


　なんかもう、オレはドキドキしすぎて見てられない。いや、もちろんオレには見る義務があるんだけど。


　北見さんはどういうわけか、オレの名めい誉よをかけて戦っているそうだし。それなのに、オレが崇夜を応おう援えんしているのは、北見さんに気の毒な感じだ。


　でも、ここで崇夜が負けるわけにはいかない。オレの名誉なんかどうでもいいけど、崇夜の名誉は大事だから。


　崇夜はフェイントをかけるのが上手うまい。動きが自然なので、たぶんそれに翻ほん弄ろうされてしまうんだろう。北見さんはそれから続けて二ポイント取られた。


　でも、北見さんも崇夜に決闘を申し込んだだけあって、それなりの実力の持ち主だ。それから激しい剣の攻こう防ぼうが繰り広げられた。


　何度かヒヤリとしたが、そのたびにホッとする。


　オレは崇夜に負けてほしくない。絶対に。


　祈るような気持ちで、オレは二人の決闘を見つめていた。


　また、崇夜が一ポイントを取る。


　これから、どちらか先にポイントを取った者が勝ちだ。観客も盛り上がっている。


　先に攻こう撃げきしてきたのは、北見さんだった。それを崇夜が払い、フェイントをかけつつ攻撃するが、さすがに北見さんだってだまされてばかりじゃないから、それを上手く防御して、崇夜の剣を叩たたく。


　次に北見さんは崇夜の懐ふところ深い位置を狙ってくる。崇夜は下がりながら防御し、相手の剣を払いつつ、攻撃を仕し掛かけた。だが、それも上手くいかない。


　二人は激しく戦っていて、観客もみんな息を飲んで見守っている。もうすぐ決着がつくのが判わかっているからだ。


　崇夜が剣を繰り出し、北見さんがそれを叩こうとする。腕うでをクロスさせるようにその防御をかいくぐり、崇夜はしなる剣で相手の肩かたを華か麗れいに突いた。


　赤のランプがつく。


　観客が一斉に歓声と拍はく手しゆを二人に送った。


　そうして、年に一度の公開決闘はフィナーレを告げ、学院祭も幕を閉じたんだ。








　学院祭の後片付けを終え、寮りように帰った後、オレには引ひつ越こしが待っていた。


　屋根裏部屋から崇夜の部屋へ。今いま更さら戻もどるのもなんだか恥はずかしいけど、戻らないのも淋さびしいしね。


　そもそも、オレの部屋がないのは、オレが崇夜達の計略で無理やりこの学校に入らされたからなんだ。受け入れ態勢もないのに入寮したから、部屋がなくて当然だよね。


　引越しの後片付けが終わると、ぐったり疲つかれてしまい、オレは崇夜のふかふかなベッドに寝ね転ころんだ。


「もう寝るのか？」


　気がつくと、崇夜がオレに覆いかぶさってきてる。


「ちょっと待ってよ。オレ、疲れて休んでるだけなんだから」


「もう待てない……」


　崇夜はオレの首筋に唇を這はわせ始めた。


　そんなに崇夜はケダモノな気分なんだろうか。そんなふうには見えなかったのに。ちょっとくらい待ってくれたっていいだろうに。


「ほら、まだ風ふ呂ろにも入ってないしっ」


「かまわない。私は試合の後にシャワーを浴びたから。君はそのままでもいい」


「オレが嫌いやだって言ってるの！」


　そう言ったら、渋しぶ々しぶ、オレの上から退どいてくれた。


　今までなら、崇夜は強ごう引いんに自分のやりたいことを優先させていたと思うのに、めずらしいよな。だったら、少しは離はなれていた間に、崇夜もいろいろ考えることがあって、成長したのかもしれない。


　崇夜は溜ため息いき混じりに立ち上がって言った。


「仕方ないな。では、一いつ緒しよに入ろう」


　……あんまり、変わってないじゃん。


　何が悲しくて、やっと仲直りした恋人が、いきなり風呂に入らなきゃならないんだ。そりゃあ、同じ部屋でずっと生活してたわけだから、風呂の一回や二回一緒に入ったことはあるよ。けど、やっぱり、なんとなく……。


　崇夜は一緒に風呂に入ったときは、必ずエッチしてきたからな。感動の仲直りエッチなのに、そんなお手軽エッチで済まされるのは、ちょっと納なつ得とくいかない。


「オレは一人で入る！　崇夜はおとなしく待ってろよ」


「君は……私がどれだけ我が慢まんしていたと思ってるんだ？」


「ど、どれだけって……？」


　そんなの、知らないよっ。


「できることなら、あの病室であのまま君を抱だきたかった。でも、さすがに人数が多すぎたし」


「当たり前だ！」


「学校に戻ると、決けつ闘とうが待っていた。私は決闘なんかすっぽかしたかったが、そういうわけにもいかないし、学院祭の後片付けも君の引越しも、仕方ないからずっと我慢していたんだ。もう我慢できない。君と離れたくないんだ！」


　そこまで情熱的に言われると、なんだか可哀かわい想そうになってくる。いや、そこまでオレのことが好きなのかって思ったら……。


　何が財産目当てだよ。そんなはず、絶対なかったんだよな……。ていうか、もっと早くそう言ってほしかったよ。


　言い訳しないなんて、カッコつけてないでさ。


「崇夜の気持ちは判ったよ。でも、風呂には一人で入りたい」


　オレはそこだけは譲ゆずれなくて、そう主張した。


「君は私が風呂の中でエッチすると思っているんだろう？」


「そりゃ思うよ。だって、崇夜はいつもそうだったじゃないか」


「それは君がメロメロになって私を求めるからだ。私はそれに応こたえただけで、そういうつもりはなかった」


「噓うそだ！」


　絶対、崇夜はいつもエッチ目的で一緒に風呂に入ってたと思う。最初からオレの身体からだをいやらしく触さわってきたり、泡あわで敏びん感かんなところを擦こすってみたり……。そんなことされるから、オレだって、エッチしたくなってくるわけで、オレのせいってわけじゃない。


「ああ、君は我慢する自信がないんだな？」


「そんなことない！」


「では、一緒に入ろう。君が我慢すればいいんだからね」


　崇夜は決定事じ項こうのようにそう告げると、オレの手を引っ張り、洗面所兼けんバスルームへと連れていく。


　え……？　なんでオレが我慢することに決まったんだよ。どうして崇夜は我慢しないことになってるんだ？


　オレはわけが判らぬままに、バスタブの前で制服を脱ぬぎ始めた崇夜を見つめた。


　崇夜がシャツのボタンを外す仕草を見てるだけで、なんだかドキドキしてくる。久しぶりにこういう場面に突とつ入にゆうしたから、こう、なんか照れるっていうかね。身体の中が急にムズムズしてくる。


　マ、マズイ……。


「どうした？　一人では脱げないのか？」


　崇夜はオレのブレザーに手をかけた。


「い、いやっ、いいよ。一人で脱げるから！」


「何を焦あせっているんだ？」


　崇夜に不思議そうに言われて、思わず苦く笑しようしてしまう。


　焦ってるのは、崇夜のほうなんじゃないか。なんで、そんなに脱ぐスピードが速いんだよ。


　オレは崇夜に背を向けて、服を脱ぎ始めた。その間にも崇夜は脱いでしまって、さっさとバスタブに入って、湯の温度の調節なんかしてる。


　気が早すぎだよ、崇夜。


　オレは全部脱いで、崇夜の待つバスタブに入り、カーテンを閉めた。


「宏紀……」


　崇夜は手にしていたシャワーノズルをフックにかけて、オレを抱きしめた。


　胸がドキンとする。


　エッチとかなんとかじゃなくて、すごく崇夜の愛情を感じたから。オレは崇夜の背中に手を回した。


　そして、ゆっくりと唇くちびるが重なった。


　舌が触ふれ合う。久しぶりの本格的なキスに、オレはたちまち身体が蕩とろけてしまいそうになる。


　最初からこんなキスをされていたら、オレは風呂に入るなんて駄だ々だをこねなかったのに。こんな場所でするには、もったいないほどのロマンティックなキスだった。


　いや、場所なんか関係ないよ。オレ達は恋こい人びとだからさ……。どこでだっていいんだ。キスするのは。


　唇を離すと、視線が合う。こんなふうにじっくり目を合わせるのは、久しぶりだった。崇夜が言い訳しないと言ったあのときから、ずっと……。


「崇夜……オレ……」


「身体を先に洗おう」


　なんか、そんなふうにかわされて、ちょっとガッカリだ。せっかくオレの気分は盛り上がっているのにさ。


　でも、確かに、こんなところでエッチしてもどうしようもない。手早く洗ったら、ベッドでもっといちゃいちゃできるんだ。


　崇夜は改めてシャワーノズルを手に取り、オレと自分に湯をかけた。そして、湯を止めると、ボディシャンプーを泡立てて、まずオレの胸に塗ぬってくる。


「な、なんでオレの身体っ？　自分の身体は自分で洗うことにしたら？」


「気にしなくていい」


　いや、気にするから言ってるんだってば。


　崇夜は次々にボディシャンプーを泡立てては、オレの身体につけて、ついにオレは全身泡だらけの格好になってしまった。


　しかも、それを見て、崇夜はふっと笑うんだ。


「なんなんだよっ、その笑いはっ」


「いや、可愛かわいいと思って」


　どこが！


　ああ、みんなが慕したう『崇夜様』って、こんな奴やつだよ。激しく間ま違ちがってるよ、親衛隊の皆みなさん。


「とにかく、早く身体を洗おう。そしたら……」


「嫌だ」


　崇夜は泡だらけのオレの身体をギュッと抱きしめた。


　崇夜の胸に顔を埋うずめてると、なんだか変な気分になってくる。やっぱりオレは崇夜がすごく好きなんだな。体温がいきなり上じよう昇しようしたような気がする。


「崇夜……」


　心臓がドキドキしてる。崇夜の心臓もだ。オレの鼓こ動どうと混じり合って、ひとつに溶とけ合うような錯さつ覚かくさえ起こしてしまいそうだ。


「私はとにかく君を可愛がりたくて仕方ないんだ。君には……悪いことをしたと思うから……」


「そんなの、いいよ。オレ、崇夜が本気でオレを好きだって思ってくれてるなら、もうあんなことなんか……」


「好きだ……。離れてる間、淋しくて仕方なかった」


　ドキン。


　最大級の殺し文句だ。まさか崇夜が淋しかったなんて言ってくれるとは思わなかったから、オレはその一言だけでメロメロな気分になってしまった。


「もう……なんでもして。崇夜の好きにしていいから」


　オレの言葉に呼応するように、崇夜の手がオレの背中を撫なでた。


「あ……はぁ……」


　泡が崇夜の身体につき、それがまたオレの身体にもぬめりを与あたえて、抱き合うオレと崇夜は二人でぬるぬるになっていた。


　もう立っていられなくて、二人でバスタブの中に座り込む。というか、崇夜が下になって、オレが崇夜にすがりついてるって感じだ。


「乳ち首くびが勃たってる……」


　崇夜がわざわざ指し摘てきして、そこを両方撫でる。


「あ……あん……っ」


「やっぱり君は敏感なんだ？」


　なんでいちいち確かく認にんするかな。そんなこと、崇夜はよーく知ってるはずなのに。


　でも、普ふ通つうに撫でられるより、こうして泡と一緒に撫でられるほうが感じてしまう。より恥はずかしい声を出してしまうんだ。


「やっ……そこばっかり……」


「ここじゃないところがいい？」


「だって……」


　オレは下半身を崇夜に擦りつけた。


「そこはもっと後」


「そんな……」


「君は簡単に欲望を発散して、それで満足できるのか？　私は嫌いやだ。もっともっと君を最高に感じさせて、可愛がりたい」


　いや、何もそこまで……とは思うものの、確かにイッておしまいなんて簡単なエッチじゃ嫌だった。


　少なくとも、今までより最高のエッチをしたい。


　気分的にはもう充じゆう分ぶん、最高っていうくらい盛り上がってるんだけど。


「じゃあ、もっと……気持ちよくして」


　オレはそう言うと、崇夜に自分からキスをした。自分で熱心に舌を絡からめて、頭の中はエッチでいっぱいって感じだ。もう自分が抑おさえられないくらい……。


　いや、それくらい崇夜のことが好きでならないんだ。


　崇夜はもうオレの身体からだを撫で回している。オレの身体の中で撫でてないところはないんじゃないかって思うよ。


「ココの中……洗ってあげようか」


「あ……っ」


　崇夜はオレのオシリの窪くぼみに指を差し入れた。


「やだ……」


　そう言いながらも、その周辺を指で撫でられて、身体が震ふるえた。


「本当は好きなくせに」


　崇夜は強ごう引いんにそこに指を埋めていく。


「あっ……あっ……」


「気持ちいい？」


　オレは何度もうなずいた。


　崇夜の指がオレの中でゆっくりと動いていく。オレは身体がガクガク震えてしまって、崇夜にしがみついた。


「すごく感じてる？」


「だって……崇夜の指だから」


　そう。きっと他ほかの人の指なんかには感じない。崇夜の指がオレの中に入ってるってことが重要なんだから。


「君が可愛くてならない」


　崇夜は指でそこを刺し激げきしながら、オレにキスをした。


　ああ、なんかもう、興奮しすぎて、そこだけでイキそう。身体が震えてしまって、どうしようもない。


「ん……んっ……」


　オレが首を横に振ふるから、崇夜は唇を離はなした。


「どうした？」


「……もうイッちゃいそう」


「指だけでイク？」


「嫌だっ……」


　オレは激しく首を横に振った。


　崇夜は静かに指を引き抜ぬくと、そこに自分のものをあてがった。


「自分で腰こしを下ろして」


「えっ、そんなの、できない！」


「できるよ。ほら……」


　崇夜がオレの腰を押さえる。すると、そこに先のほうだけが入っていくのが判わかった。


「自分で入れて」


　オレは恐こわ々ごわと、そこに腰を下ろした。


　グンとオレの中が広がるような気がして、すぐに奥のほうまで崇夜でいっぱいになる。


「なんか、すごい……っ」


　自分で入れたから、余計に入ってるって感じがする。もう身体がゾクゾクしてきて、どうしようもなかった。


「う……動いてもいい？」


「ああ。好きなように」


　オレは恐おそる恐る身体を動かした。


「あっ……あん……あっ」


　快感が脳天まで突つき抜けるような気がする。どうしよう。


「オレ……こんなの、初めてっ」


「そう？」


　崇夜は微ほほ笑えむと、下から突き上げた。そして、そのリズムと同じようにオレは動いていく。オレと崇夜はもう誰だれがなんと言おうと、同じ感覚を共有している恋人だ。


　今、ひとつになってる……。


　崇夜の手がオレの股こ間かんを柔やわらかく握にぎった。泡あわのぬめりで普通に刺激されるより、何倍も気持ちいい。


　身体が痺しびれる。頭の中が沸ふつ騰とうしたようになってきて、もう何がなんだか判らない。


「崇夜……！」


　オレは喉のどを反らせて、崇夜の手に熱を放った。


　同じように、崇夜の熱がオレの中で放たれる。


　ああ、なんかもう……。


　オレは夢中で崇夜にしがみつき、キスをねだった。


　こんなのじゃ、とても足りない。オレの気持ちを伝えるには、まだ足りなさ過ぎた。








　泡を軽く流して、そのままベッドへ直行したオレ達は、心ゆくまで抱だき合った。


　もう何度キスしたのか判らない。なんど交わったのかさえ。


　どうせ明日は学院祭の振ふり替かえ休日だから、今が何時でもかまわないんだ。


　オレは崇夜とベッドでまだいちゃいちゃしていた。さすがにエッチはしてないけど、裸はだかで抱き合って、お互たがいの身体を触さわっていたんだ。


　離れていた時間があったから、それを取り戻もどしたいって思ってるのかな。よく判らないけど、崇夜もオレもそうしたいんだから仕方ない。


　オレは崇夜の腕うでの筋肉に触ふれて、ふとフェンシングのことを思い出した。


「そういえば、崇夜の決けつ闘とう、すごく格好よかった……」


「北見なんかには負けるわけにはいかないからね。あいつは、決闘に勝ったら、君をもらうと言っていたんだ」


「えっ……そんな話、初めて聞いたよ」


　もらうって言われても、そんな勝手なって感じだ。オレはそもそも男の恋こい人びとが欲しいわけでもないんだから、崇夜と別れたから北見さんと付き合うって気持ちにはなれなかった。北見さんはけっこう好きな人のほうだけど、崇夜に対するように身体ごと好きにはなれない。


　でも、もしかしたら、北見さんは崇夜を発奮させるために、そう言ったのかもしれないなあとも思った。だって、いくらなんでも強引すぎるから。


　真相はよく判らないけどね。オレはそんな気がする。


「私だって君が簡単に北見にもらわれるはずがないとは思いながらも、ああいう宣言をされると心が揺ゆれた。君は私のことを財産目当てだと信じたみたいだったし……」


「信じたわけじゃなかった。でも、言い訳はしないって言われたら、そうなのかなって……」


　あのときのことを思い出したら、また涙なみだが出てきてしまう。


「宏紀……」


　崇夜は優やさしくオレの頰ほおにキスをした。


「言い訳はみっともないと私は思ったんだ。財産の話は実際にあったことだし、遊び半分ではあったけど、私達は君をこの学院に強引に連れてきてしまった……」


　そういえば、そうだったんだよな。


　崇夜達が父さんの会社にまで手を回して、オレを奨しよう学がく生せいに仕立て上げなきゃ、オレは今ここにいなかったんだ。


「でも、おかげでいろんな経験ができた。父さん達は南の島でのんびり暮らして、けっこう楽しんでるみたいだし、オレはオレで、ここに来て楽しかった」


　そうだ。惨みじめなこともあったし、つらいこともあったけど、今は全部楽しいことだって思える。


　オレは崇夜の唇くちびるに軽くキスをした。


「ここに来なかったら、崇夜にも会えなかったよ。崇夜と会えてよかった。こんなふうに好きになれてよかったって、オレは思う」


　崇夜は微笑むと、キスを唇に返した。


「ありがとう、宏紀」


「えっ……」


　まさか崇夜がオレにありがとうなんて言うとは思わなくて、ビックリしてしまった。


　いや、崇夜はクールそうに見えても、本当はそうじゃないんだよね。優しい気持ちを胸に秘めている。そして、その優しさに、オレは思う存分、触れることができるんだ。


「オレ、崇夜が好きだ！」


　何度も言ったのに、今いま更さらかもしれないけど、オレはそう言わずにはいられなかった。


「ああ、私も好きだ」


　唇が自然に触れ合う。


　舌が絡まって、もう何もかも、オレは崇夜のものになる……。


　オレはハッとして、崇夜を押しやった。


「もう限界だから！」


「そんな限界、誰が決めたんだ？」


「オレが！」


「私は承知してない」


　そんなこと言われたって、もう何度もしてるし、これ以上はちょっとね。気持ちに限界はないけど、身体には絶対、限界ってもんがある。


　そりゃあ、オレと崇夜に限界の差はあるかもしれないけど。


　崇夜はオレを抱いたままくるりと向きを変えて、オレをシーツに押しつける。


「あ……ちょっと……」


　崇夜の目がオレに訴うつたえかけてる。もう一回しようって。


「ダメ……だって」


「ダメじゃない」


　崇夜はそう断言すると、微笑んだ。


　勝利の微笑みって、こういうのを言うのかな。オレはそれを見ただけで、戦意喪そう失しつっていうか、崇夜に逆らう気がなくなっていた。


　崇夜は顔を近づけて、ゆっくりと唇を重ねてくる。


　オレと崇夜の決闘はまだ終わらない……らしかった。




ＥＮＤ　　
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